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序 文

宗像市は禍閾市・北九州'"の中間に位置し，繭大都市の通働圃内にあって十徽

年忍ベットクウノとしてAoが増加しており、宅地開亮や公共事業が目臼押し

の状況となっている• これらの閏発事稟に並行して｀文化財の多くが、その姿を

現わし、永遠にその姿を消し去っている．

開璧によって文化財が蔽蠣されていくのはどうすることもできないと言ってし

まえば簡単であるが｀その破鰻される文化財Ii,私遍の組先が租々に残してくれ

た古代人の知恵であり、今現在、我々の科学技術の基磯ともなる重聾な意義ある

tのである．また、これら文化財は国の宝であり．私遣公共の宝であること●忘

れてはならない．

今後とも以上の事を心に刻み｀文化財と取り繊んで行くとともに，本書が広く

文化財保護及び学術研完の一資料として活用いただければ幸甚です．なお，甕掘

調在、本書甍刊にあたり御協力をいただいた多くの方々に心から感謝の意を表す

る次第であります．

1987年 3 月31●

宗像市教育委員会

教育長竹原 瑛

↓ 
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例 言

!. 本書は,1986年度に国・県の補助を受けて実施した宗像市内の文化財琵掘調査報告であ

る．

2. 発掘調査は、宗像市教育委員会が事業主体となった．

3. 本書の掘立柱建物及び出土遺物について、九州屋史資料鱚の慣1B賢次郎氏の助言を得た。

4. 本書吉留下惣原遺跡A区の石器については、宇美町歴史民俗資料鰭の平9内幸治氏にお

願いLた．

5. 本書使用の図の作製、製図は原俊一、清水比呂之、安部裕久、板橋皓1lt、i青家直子．徳

永映子，寺嶋克吏、藤井陰睛が行った．

6. 本書使用の写真撮影Ii,原、清水、安部が行った。

7. 本書の執筆Ii.原，清水，安部が行った．各分担は文末に記した．

8. 図版の遺物番号は実潤図番号と一致する． （例11-3・・・・・・第11図3)

9. 本書，，編集は清水、安部が行った。
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因蔭13 吉貿下抱籐遣鰭 l A区調査鯖写真（東から）

2 B区調査前写真（南から）

図賑14 吉留下物戸漕欝 l A区全量（酉から）

2 A区全最（東から）

図簾15 吉留下や頁遭齊 1 A区第1号穴遭構（東から）

2 A区孵2号穴遭構｛西から）

図雇16 吉till'下惣原遭腱 I A区第3号穴遭構庫から）

' 



2 A区第 1it掘立怯建物跡（酉から）

図版17 吉留下惣原遺葛 I A区グ，）·~ ~ 全景（南から）

2 A区グリ -~I- 全最（東から）

図阪18 吉貨―F笠原遣跡 l A区南璧土扇写真

2 A区東壁土韻写“

図版19 吉留下惣原遺跡 I A区遺物出土状況

2 A区遺物出土状況

図阪れ 吉留下惣原遺跡 出土遺物I

図版21 吉奮下惣原遺跡 出土遺物D {t刷剥f,83図）

阿栢” 吉留下惣原遺跡 l B区全（雨から）

2 B区全最（東から）

回栢”＿ 吉奮下惣原遺跡 l B区第7号掘立往建物蒻（東から）

2 B区第9号掘立往縫物躊（東から）

同附,, 宙留下惣原遺跡 l B区第l4号振立柱建物蔚（清から）

， B区第15号掘立往建物腑（東から）
阿陪デ 吉留下惣原遺鰭 1 B区第切号掘立柱礁物騎（東から）

2 B区第21号掘立註建物躊（東から｝

図阪蕊 吉留下惣原遺跡 I B区第 1• 2号掘立柱建物跡切り合い状況

2 B 区第 2 号濤状遺講•第 2 号圃立柱建物跡切り合い状況

図版カ 吉留下惣原遺跡 l B区第4号掘立往蝙物跡第6号第1号竪穴遺構切り合い状況

2 B区第14号掘立柱建物腑第1号竪穴遺構切り合い状況

同限嗜 光岡草場遣腑 l 遺跡遠景 (1: 草場遺跡、 2: 光隣長尾遺跡）

2 第24号土鴻慮（南東から）

岡店匹 光瀾草場遣戴 1 第2号土壌墓とその周辺（▽は第2号土珊墓を示す）

2 第8号土珊茎とその周辺（▽は第8号士壕墓と示す）

図版30 光岡草場遺躇 l 土濃墓群（匹から｝

' ±填墓群（東から）
図版31 光閾草場遭鱚 ±珊墓出土土器

図版立 光躙宵學清琳 1 第1号甕棺墓（南東から）

' 第2号甕植墓（南から）
図版33 光鯛草湯遺跡 第 l·2 号甕棺墓 {5• 6は1号.1• 8は2号甕植）

図“ ＊調貰珊漕廓 1 第1号墳出土鉄鏃

2 第1号墳出±霰刀

3 籠1号墳現況（南から）

L 



L 

第1章序説

I. はじめに

宗像市は、福岡市・北九州市の中間に位置するという地理的条件を編えており．両市の通働

圏としての宅地化が急速に進んでいる。また、かつての純農村であった本市にも、農業経営等

に近代化の波が押し寄せ．近年は、都市近郊型の複合経営を目指した生産基盤の整備が進めら

れていが基盤整備の中心となる事業は"湯整備事業であり、県営"場整儲をはじめ、市営、

団体賞.1111人規攘の事業が毎年実施されている．

本年度の発掘調査"、農業基盤整傭に伴うものであり．事業規模が大型であるために、羅認

された遺跡の原状保存は困難を極めており、盛士等により可能な限りの保存対策を講じてきた

が、消滅が必至な区域については記録保存という形で対処した．

本書は1986年度の発掘調査についての報告である。発掘調査は次の緯織で行った．

組 織

総 括 宗像市教育委員会 敦 育 長 竹原 瑛

敦育部長 白＊ 国明

社会教育課長 乙藤重松

社会敦育保長 井上 弘

庶務・会計 主 事 大賀由美子

発掘潤査 主 事 原 俊一

技 師 清水比呂之

技 鰤 安部裕久

発掘調査において．福岡農林事務所、宗像市産業課、南繹士地改良区．吉武土趣改良区の方

々に協力をいただいた。また、土地所有者の山田明次郎氏には発掘調査の過程において憂宜と

はかっていただき．感謝の意を表したい。

最後に｀発掘調査には地元をはじめ、編岡教育大学畜福岡大学の参加、協力をいただいた・

-1-
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2. 発掘調査の概要

本年度の発掘調査11、梅雨閉け後の県営"場整鯛事業の着手ととも1こ7月から入った. -

野坂ホチ11l遺跡は、県裳"場整備に伴い緊急発掘調査を実絋した遺跡である．亮掘調査に先

行して｀遺跡の広がりを重機によるトレンチ調査で確認したが、地形の変化が大きく、全体に

削平が進んでいたため~ 事業区の北1111台地部を調査対象とした．

吉留下惣原遺跡は、県堂"場整備に伴い緊急発掘調査を実施した遭跡である。前年度の事前

踏査により、台地上に遭物の散布が見られ｀台地上全体に遺鰤の広がりが推定できていた．＊

年度の調査では、最も残りのよいと思われる 2地点を選んで発狐調査を実施した。

光岡草場遺跡9む燻地浩内に伴い緊急発掘調査を実施した遺跡である。当地,11町が和n分布

調査により周知化されていた遺跡であり、開発に伴い士地所有者から発掘届が出された。現地

踏査を行った結果、墳丘をもつ古墳一基を肇認した。このため年度事業が押しつまってはいる

が、踏査の結果から短期調査が可能であるとの判断から急拠発掘調査に踏み切った．

第1表 '""年度苧播賓斉一覧表

遺躊名 所在地（宗像市） 調査原因 調査函積 調 査 期 閏

野坂ホテ田遺跡 大字野坂字ホテ田 ほ場整備 3,00Jnf 1986年7月18日~9月ll日

吉留下惣原遺跡 大字吉留字下惣原 ほ湯整偏 2,000rd 1986年9月13日~12月24f'I

光11ill車場遺跡 大字光li!I字草場 畑地造成 .,,,,, 暉年11月打日~I箕呻1月3111

-2-
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第 1図 甍細躙奮漕騎位置図 (1/50000) I, 吉留下惣駅遣腑 ,. 野坂ホテ田遺蔚 ,. 光閾●湯遺癌
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第2章 野坂ホテ田遺跡

1. はじめに

野坂ホテIll遺跡...福岡県宗像市大字野坂字ホテ田に所在する遺跡で．宗像市と若官町との

郡 1こそびえる標高232.4mの磯辺山から北東へと派生する丘陵の西瀾緩斜面にあたる標高48

゜mから50mの地点に位置している・ 『福岡県遣跡等分布地図（宗像郡編）』では奮 330300番の

円墳所在地点から南へ約250m.330396番 •330397番の円墳所在地点から東へ約250mの地点

にあたる． ． 
当遺跡の祈在する野坂地区は、 『筑前國績風土記拾遺』中に. f和名抄1こ此郡繹名の内に野

坂（乃佐加）とある是也。廣邑にて属村十数所あり中にも．原町は官道を狭みて人家あり共南

は即ち当村に属し．北1よ光閾村に隷Itり・此村よリ鞍手郡山口村の内成水へ越る9卜道あり。居
"'し ひろ'" •·• いん ,. ..  ,w, ●● ・・"  え" .... る ““ヽ. .. もル ・，．
・虞宗・今院・塚元・千疋原・中山・江下・ 次郎丸・大井・入免• 松ヶ居数所に散在す• 森吉

.. . ●●らしん•ら .'  

鐵•原町•新町・入ザ等にあり .Jt村の名承元四年の文書に野坂庄また永仁七年の文書に東繹

内野坂など見へたりJと記している。また．慶長検地績には、野坂村田畠 166町と記されてお

り、和名抄にみえる 9乃佐加』．承元四年 (121o<>)の文書にみえる『野坂庄』などとあわせ

て．野坂地区が古くから高い農業生産力を有していたことを裏づけるものであろう。当遺鰭の

現況でも．狭い丘陵に挟まれた谷水田を形成しており、北側に闇く宗憎地坤観大の穀倉地帯と

目されている宗像盆地へと続いている。

当遺跡の周辺には.13--14世紀を主体とする遺物を出士している中世集窪群と目される野坂． 
中山遺躊や鍛泊炉を検出し．弥生時代中期と古墳時代初頭から 5世紀代を主体とする遺物を出． 
±している野坂一町間遺鯵,fl昌閾県遺跡等分布地図（宗織郎編）』に記されている野坂及び中

山の諸古墳・積石塚・遺物散布地など多くの遺跡が分布している。

発掘調査は、野坂地区県営國湯整備事業に伴う緊急発掘調査として,11細のうち、切り盛り

調整が思うにまかせずに削土される部分について調査を実施L、このうち遺構の遺存状況が比

較的よいと思われる2地点から掘立柱群等を検出した。南からそれぞれA区1600"1.B区1400

dと称して面的調査と実施した。

発掘調査期間は．樟雨明けやらぬ昭和61年7月18日．重機搬入後ただちにおこなった試掘調

査によって始まり．昭珈u年9月11日遺構実測及び平板測量完了と共に、当遺饒の発掘調査を
終了した。
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2. A区の調査

芍区は、面的調査を実施しに内.,ij鯛に位置するもので．捻高49.5mからSO.Smの間に分布
十る1600nlの区域である．当区からは、竪穴遺構8基、木棺墓l基、溝状遺1113基．掘立柱建

物跡3棟と多数の社穴と思われる小竪穴遺溝を検出した．小竪穴遺講に関しては、遺物取り上

げの便宜上．発掘進Ii顛9こ遣物を出土したもののみ9こP番号 l醤から253薔を符した．この中

には．掘立往建物跡3棟の柱穴も含まれているが、これは後に各遺構の柱穴番号に変更するも

のとした．

I) 第 1号竪穴遺構

(I) 遺構（第4図）

主軸をN-8'-IV方

向にとるもので．榛高

50.25 mの等高線上に

あり、調査区の南西隕

に位置している。形は

長方形を呈し．長軸長

1.!6mX短軸長0.56m

を測る．

(2) 出士遺物

ー

一 ニ・9彎●穴遍・言,:こ直
I 

当遺構からは、土師

器皿・杯・椀や鉄細片などが出土している．

図示できるものは、土師器杯1点のみであ

った。

土輌暢（第11園7) 7は富士師器杯で

ある.p径12.8o,、器高2.3m.底径 9.2

ロを測る。器壁は肉厚で、体部は底部から

外上方へ立ち上る。口縁部はやや尖りぎみ

で．端部は丸くおさめている。底部には箆

i『I
杓111— I ユ四

名
名

●9鼻饗穴遣●

＼
 

晨
手

●2●●, •• 

式こ

一丙

Q

てA
-—F
l第4國 野坂ホテ田遭鰤A区第1~3号竪穴遺構

実謝図 (1/.,)

-•-

L 



j 

'"" 戴<O<、ヽ●●

~ 

H
U
字

切り離し痕が残り．切り離し後の縁辺

は横ナデ調整により整えられている。

体部内外面共に墳ナデ調整が施されて

おり、内底には不定方向のナデ調整を

施していが色躙は外面で暗貧灰蝸色

を呈し．内面で淡褐色を呈す。胎土は

l• 前後の白色粒及び半透明粒を多く

含む。焼成は良好と思われる。

細片のため図化できなかったが、箆

切り離し痕が残る土師器Jll• 椀などが

みられる。糸切り離し痕が残るものに

ついては擁紹できなかった．

●9彎鼈穴遍蠣

2) 第 2号竪穴遺構

(1) 遺構（第4図）

主輪をN-61'-E方向にとるもので、

標高50mから 50.25mの等高線の問に

あり、第 1号竪穴遺構の北5mの所に

位置している。形は、長方形を呈し、

に軸):cO.匂mx短軸長0.49mを測る。

当遺構からの出士遺物は無い．

こ

三＿＿

芦三

●9●●穴●●

9● 

第5図 野坂ホテ田遺跡A区第•~•号竪穴竃構
実壽図 (I/田）
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3) 第 3号竪穴遺構

(1) 遺構（第4図）

主輪をN-3fJ'-E方向にとるもので、靡高50mの等高線上にあり．第2号竪穴遺構の東13m

の所に位111している。形Ii,長方形を呈し、長軸畏l.45mx短軸長o.邸mを測る．当遍構南東

壁隅により、第 4 号竪穴遺講を切る• 西壁中央部は、 213号小竪穴に切られている．

(2) 出士遺物

当遺構からは、土師器破片・須恵器壷と思われる破片や杯などが出土している。図示できる

ものは、須恵器杯1点のみであった．

須恵醤（篇11図8) • は、須恵器杯である。復；；；口径16.&皿．器高 2.3匹｀底径12mを

測る．器壁は肉厚で｀体部は底部から外上方へ直繰的に立ち上る．器高に対して底径が5倍樫

ある浅い器形で、口縁蝙部を丸くおさめている。底部から0.6mの高さまで左回転の暢帽によ

る箆削り調蓋が施され、それ以上を横ナデ調整している．体部内面は横.,.ヂ調整されており内

1悶IllI I 

~- ＼ 

I I ; ヽーノ
... 

鴇俯菖 •1暑置穴遍鑽

に U 今
・日曇聾穴遍欄

《i ·~ 
第6図 野坂ホテ田遺轄A区第 1• 8号竪大漏鱒実樹図 (1/30)
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底は不定方向のナデ調111を施している．色調は内外面共体部,.青灰色、底鑢..灰色を呈してい

る．胎土は0.5皿息の臼色粒及び黒色粒を多く含んでいる．焼成..良"・

図化することはできないが、当遍構内から焼士塊を検出している。

4) 第4号竪穴遣構

(I) 遺構（第5図）

主軸をN-65'-E方向にとるもので、標高SllmU>等高練上にあり• 第3号竪穴遺構南側に接

した所に位置している。形1ふ長方形を呈し• 長輪長1.59mx短軸長0.69mをilllる．北西璧を

第3号竪穴遺構から切られ、北東隅及び東隅を 217号小竪穴等に切られている．

(2) 出土遺物

当遺Illからは、土籟器凰・髯青鐵｀須恵器などの破片．鉄滓、焼士塊が出土している．

土鋒繕（露111119) 9 は、土師器皿であが復元口径 7.6~、器高 1.1~. 底径•-•~

を測る• 小型のもので．体部は底部から外上方へ直線的に立ち上り．口縁蟷部を丸くおさめて

いる。体部内外面共に横ナデ躙整である．底部切り離し痕については痕鵬を残していない。色

調..内外面共に淡黄灰褐色を呈している。駒土は・"とんど砂粒を含まないものである。焼成

は良好と思われる。

5) 第 5号竪穴遺構

(1) 遺構（第5図）

主輪をN-ULW方向にとるもので｀標高50鴫25mから50.5mの間にあり畜第1号竪穴遭構

，，，東蕊mの所に位置し．調査区南壁に接している。形は、円形を呈し．長軸長1.77mX短輪長

1.55mを潤る。

(2) 出土遺物

当遺Illからは、土師器lll、青置瓦器質の破凡鉄恵鴨の羽口と思われるも，，などが出土

している。

-12-



土鱗繕 (1111図10) lOI土上師器JJJ.である。復元"径1.,~、器高 1.0 匹、庭径6.4m

を測る．器競は肉厚で小型である．体郎"底部から"ぽ垂直的に屈曲して立ち上,., 川東部を

やや内彎させ．端部を丸くおさめている．底部には糸切り離L痕が残,.切り離し後＂緑辺 Ii

損ナデ調整により整えられている．体部内外面共に績十デ潟整が施されており、内鉦には不定

，，向のナデ調甕を施している．色調I士内外函共に赤褐色を呈している．胎上は 0,5a屋の白色

位及，，黄金色位を多く含んでいる。焼成"良好と思われる．

青蘊（第1111111・12) ""、繍泉輩系青磁椀の小片と思われる。図示した傾きは定かで

はない,a縁端郎を丸くおさめ、口緑部内面には1条の沈線を追している．釉色は内外面共に

硝冑緑色を呈している。胎土は青灰白色を呈する緻密なものである．焼成"良好・"'士、輯泉． 
窯系青磁婉 1-5顕に属するものと思わhを図示した傾きは定かではない．口緑嬬部を丸く

おさめ、体部外面には片彫の線により縞の熙い蓮弁文を施している。釉色は暗黄緑色を呈して

いる。胎上は灰白色を呈する緻密なものである。焼成は良好．

その他の遺轡（算1111113) 131ふ輪の羽口と思われる土製破片である。形態を復元十る

と円筒形になるいのと思われる．筒の内径は約·~程で．熱のためか、黒変している．胎土は

＂富前後の白色粒を多く含む粗なものである、＇

6) 第 6号竪穴遺構

(I) 遺構（第5図）

主軸をN-2"'-W方向にとるもので｀撮高50.25mから50.5mの間にあり｀第5号竪穴遺講

の西2mの所に位置していを形は、北懺壁を削平されているが隅丸長方形を呈するものと思

われる。長輪長l.!YmX短軸長1.24mを剰る．床面は北側と南側で0.16m程の段差を有し、南

側の方が深くなっている．

(2) 出土遺物

当遺構からは．糸切り離し痕の残る土師器．白Ill.青磁．瓦器質,,.片、鉄滓、繍の羽口など

が出土しているが、あまりの繹片のため土器の図化はできなかった。

纏羽口（鯖11國14) , .... 鴨の羽口である．土装のtので．炉と接する送凰口の績片で

ある．形態は円筒形になるものと思われる。熱のためか．器表が溶けて気泡ができており．色

も黒色か紫色を呈している．胎土は 1一絢後の白色粒を多く含む親なものである．
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7) 第7号竪穴遺構

{ I) 遺構（第6図）

主軸をN-61'-E方向にとるもので、幌高50.25mからOJ.Smの間にあり、第6号竪穴遺構

の西7mの所に位置していを形ば長方形を呈し，長軸長l."1mx短軸長1俎lmを測る．

当遺構北壁Ji,58•59号小竪穴によって切られている、＇

(2) 出土遺物

当遺構からは．土師器lDl・ 杯．青羅婉．須恵器杯．瓦器質の鉢、鉄淳、焼土塊などが出土し

ている．

土鱒鑓＜篇llll!l15~19) 15~1711, 土師醤皿である.1511、復元口径8.6m、器高0.9

口、底径7.0mを潤る。器璧は肉厚で．体瑯"、底部からわずかに屈曲させただけのもので．

すぐにやや尖りぎみで丸くおさめた口縁郎となる．底部には糸切り離し痕が残広切り離し後

の縁辺Ii績ナデ調整により整えられている。体部は内外面共に横ナデ調整が嵐されている．内

底にもナデ調整を施したものか底部に飯目圧痕を残す。色調は内外面共に淡掲色を呈する。胎

士は砂粒を1まとんど含んでいない。焼成は良好と思われる.16は．復元口径8.4m、器高0.9

m、底径7.0mを瀾る．体部は．底部から外上方へ直線的に立ち上る．口縁端部は丸くおさめ

られている。底部には簗切り離し痕が残り、切り離し後の縁辺は横ナデ綱整1こより整えられて

いる．体部内外面共に横ナデ調整が施されており．内底1こは不定方向のナデ調整を施している。

色調は外面で黄灰鑽色を呈し、内面で淡褐色を呈する。胎土は4一程の白色粒l粒と・・・-程

の白色及び黒色粒を含む。焼成は良好と思われる.1711, 復元口径 7.8~、器高 l.lm、底径

6.6四を測も器壁"肉厚で、体部は底部から外上方へ直線的に立ち上る。口縁部はやや尖9

ぎみで端部は丸くおさめている．底部には糸切り離し痕が残り、切り離し後の縁辺は横ナデ躙

整により整えられている．体部内'1-面共に慣ナデ調整が施されており、内底には不定方向のナ

デ調整を施している色調は内外面共に淡褐色を呈している。胎土は・・・-程の白色粒を少量

含むものである。焼成"良好と思われる。 18は、土繭器杯である。口径14.公虜．器高3.6m・

底径7,2mを1111る．体部は底部から外上方へ直縁的に立ち上り、口縁部をや、内傾ぎみに甍え

ている。口縁部はやや尖りぎみで端部は丸くおさめている。底部には糸切り離し痕が残り、切

り離し後の縁辺は横ナデ調整により整えられているが．ゃゃ糎である。体鐸内外面共に横ナデ

調整が蘊されており、内底には回転によるナデ調璽で渦111の様を呈す。色調は内外菌共に暗黄

灰禍色を呈している。胎土は微砂粒を含むだiがり精良なものである。焼成は良好と思われる。
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l9は、土師器鉢の小片であを図示した傾きは定かではない."絵端部を外方へ屈曲させ." 

絃郎内面に l条の突帯を帖りつけたような形状に整えている。色調"外面で暗灰褐色を呈し．

内面で暗茶掲色を旦Lている。胎土はIm前後の白色粒を多く含み,illな多孔質のものである．

冑蘊［軍II図zo> zoi,. 龍泉窯系肖磁椀I~2類に属するものと思われる。口緑部がや
や外反し、靖部を丸くおさめている。体邪内面には片彫りと櫛描きによる蓮畢の草花文と筵し

ている．紬色は内外面共に淡黄緑灰色を旦する．胎土1社灰臼色を呈する緻密なものの中に微粒

ではあるが、黒色粒をみとめる。焼成11良好．

8) 第8号竪穴遺構

(1) 遺構（第6図）

主軸をN-10'-E方向にとるもので．標高50.25mから50.Smの1111こあり．第7号竪穴遺構

，，西4mの所に位置していを形は、北鋼壁を削平されているが隅丸長方形を呈するものと思

われが長軸長1.25mX短軸長0.72mを測る。

(2) 出土遺物

当遺II!からは．土師器杯破片、鉄滓などが出土して

いるが．細片のため図化することができなかった．

9) 第1号木棺墓

(I) 遺構（第7図）

主軸をN-邸~w方向にとるもので．標高50mか

ら50.25mの問にあり．第1号竪穴遺Illの北8mの

所に位置している。墓壌は、長方形を呈し、長軸長

l.46mX短軸長0.86mを複Iる． r;;-;-~r 
(2) 出土遺物

／
 

＂面

町

屑
H
●
●
 

且

第1図 野坂ホテ田遺躊A区第1号

木棺墓実潤図 11/311)

当遣構からは．土師器皿5点．青臓椀1点．鉄刀
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1口．釘11本、楔1本、皇11本0 1咽鉄器1点が出±している。これらの出土状況は、ま....

胄磁椀か卜に5点の上帥器皿が裏向きの状態で入ったLのが遺構北側東寄りに置いてあった。

又鉄刀は遺構llぽ中央にJ)を北側に向け切先を東位にとつてあった。その鉄JJのすぐ南001こ不

引鉄器があり、東側及び南側に棺材と思われる木片と共に釘、撲.,tなどが各々出土した．
土繹醤（算1211!12~6) 2~611。土師器皿である。"'・ 口径8.2m,器高 1.3m,

底径··•=を測る．体部は．底部から外上方へ立ち上り- p縁端部を丸くおさ，，ている．底部

には糸切り離し痕が残り．切り離し後の縁辺"潰ナデ調整により整えられている。体部は内外

共に慣ナデ調整が施されている。内底には不定方向ナデ調整が施されている。底面には板目圧

痕が残る．色調は内外面共に淡褐色を呈している。胎士は,_削後の白色粒及び〇.Su程の黒

色粒を多く含んでいる。焼成Ii良好と思われる。 3は、口径8.<m,器高1.2m。底径6,Sm

をiJ11か器壁は底部が薄く｀口縁郷で厚くなっている。体部は底部から外上方へ立ら上9、ロ

縁蟷部を丸くおさめている。底部には糸切り離し痕が残り、切り離し後の緑辺1士損十デ調整に

より整えられている。体部は内外面共に横ナデ調整が施されている。内底は末調整である。色

調は外面で茶禍色を呈し。内面で淡褐色を呈している。胎士は0.5一程の臼色粒を多く含むも

のである。焼成は良好と思われる。 9は。口径8.2~8.5m、器高Um、底径6.8mを潟る。

体部は底部から外上方に立ち上り、口縁端郎を丸くおさめている。底部には糸切り離し痕が残

り。切り離し後の縁辺は未調整である，体部"内外面共に績ナデ調整が施されている。内底に

は不定方向ナデ調整が施されており、底部に板目圧痕を残す。色諷は内外函共に淡褐色を呈す。

胎土はln繭後の白色粒を多く含んでいる。 51i、口径8.3m、器高 1.4m。底径6.7mを測

る。体部は底部から外上方へ立ち上り、口縁端部を丸くおさめている。底部には糸切り離し痕

が残9、切り曝し後の縁辺及び内底は未調整である。色躙は内外面共に淡褐色を呈する。胎±

は l•前後の白色粒を多く含んでいる。焼成は良好と思われる。 6は、口径8.4m。器高1.4

ロ。底径 s.,~を測る。器壁は底部でやや薄く。口縁部でやや厚い。体部は底部から外上方へ

立ち上り、口縁部をやや尖りぎみに。端部は丸くおさめている。底郎には糸切り離し痕が残り

切り離し後の縁辺及び内底は未調整である。色調は外面で掲色を呈し、内面で疾掲色を呈Lて

いる。飴土は1一前後の白色粒を多く含んでいる。焼成は良好と思われる。

青蘊（算1211!1l)_ 1は、籠泉窯系青羅椀 I-2-b類に属するものと思われる。口径16

．細、器高7.6m,高台径6.lm、高台高LOmを測る。器壁は全体に肉厚となっている。体

部は底部から外上方に立ち上り。口縁部を若干外反させる。口縁端部は丸くおさめている。底

部から体部1.5m程の高さまで箆削9調整で。それ以上を横ナデ調整している。高台は断面四

角形で、高台部畳付及び高台見込みは露胎である。口縁部内面には 1条の沈練を巡らし。内面

には片彫と櫛描による蓮華の草花文を、上からみた文樟2つと嬉華の葉を績からみた文級1つ

を配す。見込みには弱い沈練が入り蓮藉文を配す。底部には高台を狭んで対角に重ね焼成の際
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""跡を4ヶ所残す。色磯は内外面共に黄灰緑色を呈す,Ill!土はやや赤味をおびた淡黄色と呈

し緻密である，焼成は良好．こまか 9ヽ 貫入が器表面全体を被っている．

鉄刀（鯖121!!17) 7は、鉄短JJである。切先及び茎を欠く。現存..22.8=, 月部長17.7

口、最大身巾2.4匹、最大茎巾 I.Sm.背rp0.5=を測る,lllJ部は背と刃部で0.7m径ずれて

おり背郎より刃部側の方がりJ先に近いtのである,JJ身は頁直ぐに伸び、直刀の形状を示す．

断面からみると、片面"縞造り、他rfiiは平造りと思われを図化できなかったが、身部には鞘

,, 痕跡と思われる木質片が付着している。

釘（第1211!l9-12) 釘は全部で11本出土していを現存長は2,6m~4,4=で．最大巾

ぱ0.8m~l.2raである．釘の頭には叩打痕を残している。木棺材と思われる木質片中に塊っ

た状態で検出されたことを考慮すると｀木棺を固定する材として使用された可能性が高い．

櫻（鐵12111113) 模i文これ1本のみである。釘と共伴して出土していが現存長3.lm,

最大巾··•=、最小巾 0.2m、厚さ 0.3=を測る。

針（鯖12図14) 現存長 2.4m、最大m•.•=· 厚さ 0.200を測る．頭に長さ 0.2=x巾

0.1 mの長111円形を呈する穿孔がある．

不明鉄繕（纂1211118) '"、名称及び用途伴に不明の鉄器である。最大長7.7m,最大

巾2.lra,最大厚0.3mを測を中央部を中輪1こして、左右相対をなす三角形状を呈するもの

である，中央部付近3.4mが刃部のようになり両蟷はやや尖りぎみに編く先端は丸くなる。刃

郎のようになっている端には 0.4~程の快りがみられる。私見ではあるが、同端に何かをつけ

中央部の刃郎のような所を使用し．物を削る用途が考えられる．

10) 第 1号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第8図）

主軸をN-⑰'-E方向にとるもので、標高49.Srnと49.75mの問1ら等高練と直交する形で｀

第5号竪穴遺構の北24m、小さな谷を狭んだ所に位置している。恒軸2開x長軸5閏の建物で、

東側短軸長は4.08m を測り·• 各柱穴間長は北から1.78m,2.08mを測る。西側短軸長は3.74m

を潤り、各柱穴関長は北から1.76m、1.76mを測る。北側長軸長1<9.19mを測り、各柱穴間長は

東から1.92m,1.76m、1.76m、1.70m、1.88mをilllる。南飼長軸長は9mをilll叫各柱穴問

長は東から1.64m,1.70m、1.60m、1.認m、1.88mを測る．
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(2) 出土遺物

当遺情 6•7•8 号杜穴からは．糸切り離し痕"残る上師器杯・箆切り離 LI民の残る：t師器

皿などが出tしている．

土鋳醤（算llll!ll• 2) l• 2は．上師器皿である. 111,'1径 9.4m、器高 o.,~.

虹径,.,~を濶る．体部は．旺部からわずかに立ち上らせたもので、すぐに"緑部となる．こ

の"樟部はやや尖りぎみで端部を丸くおさめたものである。 1if部には筵切り離L痕が残り．切

9離し後の練辺は横...デ調整により整えられている。体部は内外面共に横十デ調整が施されて

いる．内底には不定方向のナデ調整が施され．版面には板目圧痕が残る。色調は内外ifi共に淡

黄仄褐色を呈している。胎土は砂粒をほとんど含まない精良のものである。焼成は良好と思わ

れか 2は、復元U径9.0口、器高 LO=,m; 径7.0wを測る．体郎は、底部から外上方に立

ち上,,、器璧を徐々に減じ．口樟端部を尖9ぎみにおさめている。直郎には箆切リ離し痕が残

,. 切り離し後の緑辺は横十デ調整により整えられている．体部は．内外面共に横ナデ調整が

施されている．内底には不定方向のナ，，，調整が施され．底画には板目圧痕が残る。色調は内外

¢゜ぃ。~-,
[BJ 
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第9図 If坂ホテ田遺跡A区第2号掘立柱建竹貯安謂図 (1/60)
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函"に化粧がけのため赤褐色を昼する。胎上は淡灰,_,色を且するもので砂位を含まない楕良な

ものである．焼9戊は良好と思われる．庇糸切り離し摂の残るle師器皿についてば、紐"のため

図化することができなかった．

ll) 第 2号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第9図）

主軸をN-30~W方向にとるもので，撮高50mの等島線と直交十る形で、第 1 号人棺猛の北

東16mの所に位置している。短輪lflllX長軸4間の建物で．南側組紬長は3.64mを測り、註穴

f11長は3,40mを測が北側短輪長は3.70mを測,.柱穴間長は3.35mを....東側長軸長は5.

65mを測り、各柱穴餌長は北から1.28m,1.18m, I. 臼叫 1.38m である• 西側長軸長は6.0

mを測る,JI!側長輪の柱穴に相対する西傭長軸の住穴は3号柱穴のみで. 6・8号柱穴に相対

する柱穴は検出することができなかった. 2号柱穴から3号柱穴は2.1'lm,3号柱大から4号

柱穴は2.79m~測る．当遺構8号柱穴は第1号溝状遺溝埋上上から切り込んだ状況で検出され
ている．

(2) 出土遺物

当遺構1~8号柱穴からは、底糸切りJIIし及び箆切り離し痕の残る土師器皿・杯．瓦器質の

高台付椀、同安窯系青砿と思われる破片．鉄滓などが出土している。

土鰯彗（第11図3) "士．士師器腫であが復元口径9.800.器高 1.2~. 駐径 1.2~

を測る。体部は．底部から体部の境をやや細めにし．外上方へ立ち上る。口緑端部は丸くおさ

，，ている．麻鉱に1士箆切り離し痕が残り、切り離し後の緑辺は積十デ渭整1こより整えられてい

る．体部は内外面共に横十デ調整が鹿されている。内底には不定方向のナデ調整が施され、底

面には板目四穫が残る．色調は外面で黄灰褐色を呈し．内面で赤橙色を呈す．胎土は砂粒を"

とんど含まない精良なものである．

12) 第 3号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第10(司）

主軸をN-54LE方向にとるもので、標高50mから印.25mの等高線の間に、等高練と平行
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する形で．第2号鼠立仕建物跡の西2mの所に位置している．面軸Zll!lx長軸3間の建物で｀

東側紐軸長ヽi3.56mを測り｀柱穴閲長は北側から2.38m、0.9lmむ測る疇西側祖輪長は3ふ'"'
を測り、托穴'"長は北側から1.96m、1.11.,を測も短軸2間ではあるが. 2• 7号柱穴が南

側に偏し、岨軸長の約％の位置にある• 北鯛長輪長は6.08mを測9、柱穴閥長は酉側から2.追

m、l.78m、l..,mを測る．南側長軸長は6.ll6mを測り、柱穴間長は西鱒からl.9lm.2.02m. 

l.84mを測る，

(2) 出土遺物

当遺構•~•号 ・8~10号柱穴からば・土師器JDl.青霞皿・椀、瓦器質の土器、鉄滓及び焼

土塊などが出土している．

土繹彗（第11図4) 411, 土師器直である。復元口径7,6m,器高l.lm、底径5.4m

を測る．体部は底部から急激に囲曲L外上方へ立ち上る。日緑嬬部は丸くおさめている。底部

には糸切り離し痕が残り．切り離L後の縁辺はかる＜十デている．体部は内外面共に績ナデ調

-'QI 

I 
0.  ~ ◎ 6l~-1 -•, ” 

゜゚唸゚., I ． ， 
し一●I， ゚

0 O、0 (i) 

°●、 Qt, — 
＇ I 

辺船鱗

•• 
第1暉 野坂ホテ田遣躊A区第3号掘立柱違物疇実綱図 (1/60)
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整を施している．内底の逍整lH、●1である．色調は内外面共に晴黄仄褐色を差している．胎士

は自色の微砂を含む Lのである。焼成は良•1 と思われる．

青礁（鱒ll固5・6) '"、同安窯糸＃磁皿 I-2類に属するものと思われる．体郎l文．

底部からやや上位で屈曲し．外上方へ立ら上り，"籍嬬郎を丸くおさめている．外面U曲部下

位は箆削り調整を施した後に施釉している。内面lil>部と見込みの境"段を有していが見込

みには箆による片彫りと櫛描によるジグザグ文のようなものを配している．釉色は内外面共に

暗黄緑色を呈している．胎土は臼灰色を呈し密なものである。焼成は良好である.ll[元"径10

．公を測る。 6は、龍泉窯系青磁椀 I-1類に属するものと思われを復元U径16.ocmを測る．

器壁は肉厚である。体部は外上方に立ち上り、 U緑郎と若干外反させ端部を丸くおさめている。

内外面共に文様を有していない。釉色は暗黄緑色を呈している。胎土は白灰色を呈し緻密であ

る。焼成は良好．

13) 溝状遺構（第3図）

当調査区内には第1~3号までの濤状遺111が存在している。これらの遺構Ii、調査区の北側

中央。標高伯.75mと50mの間に位置しており、相互に切り合っている。この切り合い関係に

ついては遺構が浅かったことと土質• 土色などが似ていたことなどもあいまって籠認できなか

った。出土遺物については、切り合いのない湯所から出士しているもので、各遺構のものは混

入していない。これらを踏まえて各遺構について述べる。

(!) 第 1号溝状遺構

東西に走るもので｀直線距耀1こLて12.Smを測る。東端部が挟く｀西躙に行くにつれてその

巾を増して行き・西端部で最大となる．

出±遺鞠（鐵11図21・22) 21ぱ滑石製の石蓋である。つまみの郎分の破片であなっ

まみを右回転方向に 2段に分けて削り出している．色調1士蓋部で銀色を呈L.つまみ部で黒銀

色を呈す.22,士．滑石製の石鍋と思われる。底部のみの跛片である。底を上にして右回転方向

に削り出している．色調は外面で暗黒褐色を呈し．内面で黒銀色、漸面は•I•豆色を呈する。他

に土師器杯・底に箆切り離し痕の残る土鰤器皿、宵鐵．瓦器質の士器．鉄稗及び焼土痕などが

出土している．

(2) 第 2号溝状遺構

-22-
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北西から南東1こ走るもので，訂樟距離1こして3,3mを測る．北直側は第1街轟状遺1肩との切

り合いでi紺滅している．

出土遺物（第11図お） 231士、上師器椀である。復元U径'"・""を測る。器壁は薄く、体

部は緩やかに外上方に立ち上')、 II緑部を外反させる．内外面共に横ナデ調整を施している．

色諷は内外面共に淡黄灰褐色を呈している。胎士はほとんど砂粒を含まない情良なものである．

焼成は良好とぱ言えな9ヽ ．共伴Lたものに瓦器質の椀及び土師器皿がある．上師器皿について

は底に糸切り離し躾などの有無について確認できなかった。

(3) 第 3号溝状遺構

雨西から北東に走るもので、直線距離1こして4.Sm<測る．遺構中央郡が第1号溝との切り

合いで消滅している．

出土遺掬（鯖1111124~28) 24~26は、土師器皿である・"は、復元口径9.0m、器高 1

..... 底径7.0ooを測る。器壁は薄く、体部は底部から緩やかに屈曲する。日縁端部はやや尖

りぎみである．底部には箆切り離し痕が残っている。箆切り離し後の縁辺はかる＜ナデた程度

である．体部は内外ilii共に横ナデ調整を施しており、内底Ii回転によるナデである。色調は内

外ilii共に淡褐色を呈している。胎士は....以下の白色粒をわずかに含むものである。焼成1ま

良好と思われる。 25は，口径...叩、器高l.3m、底径4.2mを測も体部と底部の境は器壁

が薄くなっている・"郎中途から緩やかに堀曲して立ち上る。口緑端部はやや尖りぎみである。

底部には箆切り離し痕が残,.切り離し後の縁辺は末調整である。体部Ii内外面共に横ナデ調

整が施されており、内底には不定方向のナデ調箆が施されている。底部には板●圧痕が残る。

色調は外底面で暗黄灰褐色を呈し、外面で暗褐色を呈す。胎士liO.Su程の白色粒を含むもの

である。焼成1土良好と思われる.26は．口径8.Sm.器高l.lm.底径6.Smを渕る。体部は

底部から外上方に立ち上り、口緑端部を丸くおさめている．底面には箆切り離し痕が残り、切

り離し後の緑辺は未調整である．体部は内外iii共に横ナデ調整が施されており、内底には不定

方向のナデ調整が施されていが底部には板●圧痕が残る。色調は外面で暗黄灰掲色を呈し．

内面で踏褐色を呈七胎土は0.5一以下の日色粒及び赤色粒を含むものである。焼成は良好と

思われる。カ・281i、須恵器杯及び高台付椀である。 Vii、復元口径9.200、受部径11.0o心

襴る。たち上りは0.5mと底く、内傾し、口縁蝙綿は鋭く尖っている。内側は垂直に近く立ち

上る。受部は浅く水平にのび｀編部を丸くおさめている。体部は内外面共に撰ナデ調整を施し

ている部分が残存していな色調は体部外面で黒灰色を墓調とし｀黄緑色の斑点をちりばめた

ようになっている。立ち上り及び体部内面で青灰色を呈す。胎土は、暗青灰色を中心に青灰色

で挟んだような色調を呈し、黒色及び白色粒を含むものである。焼成は良好である。 28は、復

一

： 



' 

元高台径5.4~を躙る．体部は底輝から外上方に立ち上る。高台は底部と体郎の環に付きほぼ

重直に立つ。色調は内外面共に淡青灰色を呈している．胎±は0.5u良の白色粒を含むもので

ある。焼成は良好．

14) その他の小竪穴出土遺物

土鰤鑓（算II図29-32•37•38) 29~321i、埠i器皿である.29は、口径4.4a,,器高

1.2 00, 底径&.looを欄が器壁は肉厚で、体郎中途に段をもって屈幽するもので、そのまま

口縁端部となる．底部"若干あIf麻となっており、箆切り離し痕を残し｀切り離し後の緑辺は

未綱整である。体部は内外面共に績十デ調整を施している．色調"内外面共に暗茶褐色を呈し

ている。胎士は0.5一租の白色粒を含んでいる．焼成は良好と思われる。 30は、口径'・'"'、

器高1.5m.底径5.400を調る。器壁は肉厚で体部中途で屈曲して垂直に立ち上る。底部には

糸切り離し痕と残し、切り離し後の縁辺Ii末調整である．体部は内外面共に横十デ調整を窟し

ている。色調は内外面共に茶褐色を呈している。焼成1ま良好と思われる·"は、口径,.,~、

器高 I.Im.底径7.2~を測る。体部"底部から呈直9こ屈曲し｀い縁部となり端部を丸くおさ

めている．底部には糸切り離し痕を残し、切り離し後の緑辺は横ナデ調整により整えられてい

る．体部内外面共に横ナデ調整を施しており．内底は不定方向にかる＜ナデている。色調Ii外

面で茶鍋色を呈し．内面で暗掲色を呈す。胎土は0.5u程の白色粒を多く含んでいる．焼成11

良好と思われる。"'士｀口径9.4m.器高I.Om.底径8.0a,を潤る。体郎"底郷から外上方

に立ち上り｀口縁端錦を丸くおさめている。底部には糸切り離し痕が残り｀切り離し後の緑辺

は横十デ調整により整えられている。体部内外面共に横ナデ調聾を施Lており、内底は不定方

向ナデ潤整を施している。底郎には板目圧痕が残る．色調は内外面共に暗黄灰褐色を呈してい

る．胎土は白色の微砂粒を含むものである。焼成は良好と思われる。 371土｀土師器土鍋である．

器壁は肉厚である。体部は頸部付近でやや内彎し、頸部内面に 1稜を有して口縁部に続き大き

く外反する。口縁端部は丸くおさめている．体部、口頸瑯共に横ナデ調整を施している．色調

は外面で暗黄灰褐色を呈し｀口縁部に黒斑を有する。内面では暗黄灰褐色を呈す．飴土は,_

前後の白色粒及び微粒の黄金色粒を含むものである．焼成"良好と思われる。碑は、士師器甕

である．口径17.0o,、器高"・""を測る。底部は平底様の丸底を呈しており｀体部は緩やかに

ふくらみ球形を呈する。頸部はやや内彎し、内面に緩やかな稜を有して外反する口縁部へと続

<• ロ縁端郎"丸くおさめている。体郎外面は底から口縁部方向への箆削り調整を施し、内面

は箆削り調整を施した後にナデ調整を施している。口縁部は内外面共に憤ナデ調整と崖してい

る。色躙は外面で赤褐色を呈し、底郎及び胴郎最大繹へ黒斑を有する．内面では暗黒褐色を呈

す。胎士は白色及び半透明の砂粒を多く含む多孔質のものである。焼成"良好と思われる。
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互鰭（算II図33・39) 33は、高台付椀である。復元口径7.0mを濶る。器壁は肉厚であ

る．体部は底部との境に稜線を有し．外上方へ立ら上る。高台は巾広でやや外方へ張り出ヤ．

体郎内外面共に丁寧なナデ調整を施している。色調11外面で暗灰色を呈し．内面で黒灰色を呈

す。胎虹去砂粒をほとんど含まない緒良のものである．焼成は良好と思われる.39は．鉢であ

る。復元い径26.1km、器高II.&瓢．底径9.4mを瀾る．平底の底部から外上方へ直線的に立ち

上る体部で、口緑部を方形におさめている．体部は縦方向の刷毛目調整を施した後に横ナデ

鵡整を施している。内面は底郎及び体部下半に横ヤデ調整を施し、それ以上は右斜下から左斜

上への縦刷毛目調整を左回転方向に施している。色調は外面で暗灰色を呈する．底部から口緑

部にかけて煤状のものが付着しているものか、黒色を呈している。内面では暗灰色を呈す。胎

土は砂粒をほとんど含まない精良なものである．焼成11良好と思われる．

属罐醤（鯖II園34-36) 3411、同安窯系青磁鳳 I-I-• 類に属するものと思われる．

口径IO,lkm.器高 1.8~、底径 5.0mを副る。体部は中程で屈曲し、見込みとの境9こ段を有し

ている．口縁端部は外面を丸くおさめ、内面を直縁1こし鋭い穫をなす．調整は体郎屈曲部分以

下を箆削り調整し、底部を若干あげ底にしている。内外面共に無文で、外面下半及び底部は露

胎である。軸色は淡灰黄緑色を呈す。胎土は黄灰白色を呈しており．緻密である。焼成11良好．

珀11,龍泉窯系青磁椀 1-5類に属するものと思われる。復元口径17.む0を誕る．器壁は肉厚

で、口縁端瑯を丸くおさめている．体錦外面に箆状工具による削り出しの縞蓮弁文を配してい

る。軸色は暗緑灰色を呈している．胎士は青味をおびた灰白色を呈し、部分的に挑色を呈する

ものである。焼成は良好である．葺は、壺と思われる破片である。胴長になるものと思われる

もので、 Ill郎と頚部の境は不明瞭である。口縁部は「<J字に短く折れ、端部断面三角形を呈

する．釉色は内外面共に暗灰黄緑色を呈する。胎土は黄灰白色を呈し｀微粒の黒色粒を含むも

，，である．

その偏の遭鞠 鉄滓を出土した小竪穴が16基あり．鶴の羽口を出士した小竪穴が3基ある。

図化できなかったが、蹄号9卜竪穴から鉄鐵の茎のような形をした鉄器織片が出士している。
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3. B 区の調査

当区Ii.iii的調査を実施した内、北側に位置するもので、標高48mから49.25mの1111に分布

するl400o/の区域である．当区からは、竪穴遺情l6基、溝状遺構7基,lll立往縫物騎22棟,lll

立往構築物 1 基と多数の小竪穴遺構を検出した• A区同様に．、卜竪穴遺構に関してP番号 1蓄

から 422番を符した。各遺構の柱穴に含まれるものは、後に各遺構の柱穴番号に変更する．

っョ
M

．＂＂ 
●9号鷺穴●●

~ 

1) 第 1号竪穴遺構

(ll 遺構（第l4図）

主軸をN一祁.__W方向にとるもので、標高48.75mから49m

叫

＼ 
一"l

.

.
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第14図 野坂ホチ田遺縞B区第1~3号竪穴遺構実測図 (l/30)
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'>llllにあが調査区蒻璧の南IJIIこ接した所に位置していが形1太、隅丸長方彫を呈し、長軸長

0.82mx短軸長0.-16mを測る．北西璧は水田区画のため削平され、北及び東隅は399号小竪穴

などによって切られている。

当遺構からの出士遺物は熙い．

‘
,
‘
)
 

2

ー
＇ 

12) 

第 2号竪穴遺構

遺 構（第14図）

主輪をN-,U-W方向にとるもので｀楊高心.75mから49mの間にあり｀調査区西壁に接し

第1号竪穴遺構の北3mの所に位置している。形は、隅丸長方形を呈し、長軸長l.59rnX短軸

長0.45mを測る。

出土遺物

当遺構からは、土師器鼠．鉢、須恵器の壺と思われる破片、瓦器質の椀、青繊椀、白磁．滑

石製石鍋．鉄滓などが出土している．

土鰤繕（篇匹16) 161i. 土師器土鍋の破片である．図示した傾きは定かではない．器

壁は肉厚である．体部上位はやや内彎ぎみに口縁部下に至る。これより「く」字に屈曲し外上

方に口縁部がやや内彎ぎみに立ち上がる．口縁端部は外面を横十デ調整により平坦に整え、断

面三角形を呈する．体部外iiiは左斜下から右斜上方への刷毛目調整を癒し．屈曲部から口縁部

にかけては慣ナデ調整を胞している。内面は横方向の刷毛目調整を施している．色調は内外面

共に黄鍋色を基調とするが、外面では煤のためか黒色化している。胎土ぱ中心黒色を黄褐色が

挟んだ色調を呈するもので.o.s. 以下の自色粒及び赤褐色粒を含むものである．
青礁（霧4,ll!US) 15は、籠泉窯系椀1-5類に属するものと思われる。図示した傾きは

定かではない。口縁端部は丸くおさめられている．体部外面には片彫の線により縞の無い蓮弁

文を施している。釉色は喧賞はらを呈す。胎土は青灰白色を呈するもので．緻密である．

‘
,
、
‘
,
.

3

1

 （
 

第 3号竪穴遺構

遺 構（第14図）

主輪をN-flf-E方向にとるもので｀標高49mから心.25mの間にあり、 111査区南壁中央部
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付近に位置していな形は.!肩円形を呈し、長軸長'・""''短軸長4.40mを濶る．遺構北西璧

を第2分濤杖遺構に切られている．

(2) 出土遣物

当遺情からば土師器皿・杯．須恵器壺・甕、自磁椀などが出土している。

土鰭繕（算4211!117-21) 11-211土土師器JJlである.17は、復元口径......器高 LO

'"・ 底径.....を測る。体部は駈部から外上方に立ち上り、口縁端部と若干外反させる。調整

ば、内外面共に憤ナデ鵡驚を施している．色調は内外面共に褐色を呈す．胎士は微粒の白色粒

を含むものである。焼拉しは良•J と思われる.18は、復元口径···'"、器高 1.4'"- 底径 6.8m

を濶る．体部は外上方に立ち上り、口縁端部を丸くおさめている．底部には箆切り離し痕を残

し、切り離し後の縁辺ヽバ貴ナデ調整1こより整えられている。体部は横ナデ調整を施しており、

内底は不定方向の十デ調整である。色綱は内外面共に暗黄灰撮色を皇す．胎土は lm前後の半

透明粒及び微粒の白色粒・赤色粒を含むものである。 19庄復元口径"'"、器高1.3<0、底

径,.... を測る。体郎は外上方に立ち上り、口綽績部はやや尖りぎみである。底部には箆切り

離し痕を残し、切り離し後の緑i/ll土横ナデ調整により整えられている。色調は内外面共に淡褐

色を呈す。胎土は微粒の臼色粒を含む精良なものである．焼成は良好と思われる．幻は、復元

n径..,~. 器；；；0.8m, 底径7.6mを潤る。器墜は薄く、体部は外上方に立ち上り、口縁嬌

部は長丸におさめていふ底部は上げ底で、莫切り離し痕を残し、切り離し後の縁辺は横十デ

調整により整えられている。体部は内外面共に横ナデ躙整を施し、内底は不定方向のナデ調整

である。底郷には阪目圧痕が残る．色綱は外面で暗黄灰褐色を呈し．内面はやや赤みをおびた

淡黄色を呈す．胎土は0.5a程の赤褐色粒及び微拉の白色粒を含むものである．焼成は良好と

思われる.21広復元口径10.釦園、器；；； 1.300. 底径...匹を測る．体部は底部から外上方に

立ち上り、口縁部は体部に比して細く．端部を丸くおさめている。体部内外面共に慣ナデ調整

を施している．色調は内外面共に赤みをおびた黄褐色を呈す。胎士は〇.5m程の赤禍色粒及び

微粒の白色粒を含むものである。焼成は良好と思われる．

白肇（篇”囲竺） 2Zは、白馘椀と思われる．図示した傾きは定かではない。口縁部は器

壁が薄く、小さい玉縁を持っている．施釉は薄く、軸色は黄灰白色を呈す．胎土は灰白色を呈

し緻密である。焼成1士良好．

4) 第4号竪穴遺構

(1) 遺構（第1嘩）

-33-



主輪をN-60'--E方向にと

るもので、標高 48.75mから

心mの間にあ,.第3号竪穴

遺構の北西13mの所に位置し

ていな形氏円形を呈し、長

軸長l.50mX緬軸長1.49mを

測が遺構の東璧は．第4号

濤状遺構に切られている．
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第15図 野坂ホテ田遭疇B区纂•-• 号竪穴遺構実潤図 (1/31))
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出土している。い千れも図化することができなかった。土師器風については．糸切り離し痕を

残すもので｀板目圧痕のみられるものも検出している。

5) 第5号竪穴遺Ill

(1) 遺構［第石図）

主軸をN-62'-W方向にとるもので．標高侶.25mから雌Smの間にあり、第m号掘立柱建

物跡の北2mの所に位置している。長軸長1邸 mx短軸長0.67mを潤を遍構北西壁及び南壁

は、それぞれ潤9号・潤2号9卜竪穴に切られている．

当遺構からの出士遺物は無い．

6) 第 6号竪穴遺構

(I) 遺構（第1邸ll

主軸をN-59'--W方向にとるもので、標高48.Smから嶋75mの間にあり、第5号掘立柱腱

物跡の西4mの所に位量していを形は、楕円形を呈し、長軸長l.68mX娠軸長1.29mを潤る。

遺111の北西璧は．第7号竪穴遺構に切られている，

当遣111からの出土遣物は無い。

7) 第7号竪穴遺構

(1) 遺構（第16図）

主軸をN-富~w方向にとるもので．標高位Smから俎.75mの11Jにあ,. 第6号竪穴遺構

，，北西壁を切った状況で検出された．形は、楕円形を呈し．長軸長l.41mX短輪長1.19mをi111

な遺構の北西隅及び西壁中央部は、それぞれ小竪穴に切られている．

(2) 出土遺物

当遺構からは、士緬器．須恵鑑甕、青繊椀などが出土している．

爾重● (-醐） 四...鶴輝の日縁臓片と思われるものである。口縁蟷舅は．

！
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かる（つ直み上げられ、断面は三

角形と呈し、口縁部を肥厚させて

いる．口縁部下には1条の突帯を

巡らしている。色調は外面で黒蝸

色を呈し、内面は黄灰色を呈す．

冑蠍（鯖9鳴nen •• は、龍
泉窯系青磁椀と思われる．底部の

器璧は肉厚で．高台は断面四角形

を呈ヤ．体螂は外上方にのび｀ロ

縁部を饉かに外反させ、口縁端部

を丸（おさめている。体部外面％

程以下は＂箆削り調整が施されて

いる。内面ば

見込みに弱い

沈線を巡らせ

ている。体部、

には箆及び櫛

描により、飛

雲文と三OJI

状の文様を相

対したものを

配している。

ロ縁部には1

条の沈縁を巡

らせている．

軸色は内面及

び外面上半で

黄灰色を基調

とし斑文状に

青縁色を呈す。

外面下半は青

緑色を亮す。

胎土は襖青灰

戸

゜¾ 

ここニニ

・̀ 

匿
•

●9●●入●●

•日

．．．重,,.. 

-~ ,,. 
鯖1磁 野域ホテ田遭疇●区第,.. 号竪穴遭構寛欝団 (1/30)
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色を呈し．緻密である．燐成は良好で全体にこまかい貫入を有十る．

8) 第8号竪穴遺構

(!)遺構（第1臨"

主軸をN-切゜~.方向にとるもので、憬耳18.5mから侶.75mの間にあり...7号竪穴遺

構のIm内外の所に位置している。形は、隅丸長方形を呈し、長軸長2.41mX短軸長2.33mを

測ふ遺構の北壁により、第 I~鴻ふ遺構が切られている。

当遺構からの出土遺物は需い。

9) 第9号竪穴遺構

(I) 遣構（第17図）

主軸をN-15'-E方向にとるもので．標高48.25mから侶.Smの間にあり．第7号竪穴遺構

，，5mの所に位置している．形は、楕円形を豆し．長軸長l..,mx蛾軸長l.訊mを測る．遺構

，，北及び南壁は1号溝状遺構に切られている。又南璧を切る小竪穴があり、それを切る215号

小竪穴がある。西壁Ii茄5号小竪穴によって切られている．

(2) 出土遺物

当遺構からは、土師器の凰・杯、白磁皿｀青磁椀．須恵器、鉄滓及び焼土塊などが出土して

いる。

土鱒繕(■1'回'4•25) 24•25は、土師器JID.である。 241え、復元口径6.8m、器高 1.1

m, 底径 5.2~を測る．器壁はやや肉厚で、体部は忠部から外上方に立ち上る• ロ縁蝙部はや

や尖りぎみではあるが丸9おさめている。調整tt,内外面共に横ナデ調整を施している．底切

り離しについては不明であるが、切り離し後はT寧に横ナデ調整により螢えられている．色震

は内外面共に淡黄灰禍色を呈す。燒成"良好と思われる。 25は．口径9.6m.器高1.3m.底

径7.2mを測る。器璧は肉厚で、体部は底部から外上方に僅かに立ち上り、口縁蟻郷を丸くお

さめていな底部には筵切り離し痕が残り．切り離し後の縁辺は末躙豊である．躙甍は内外面

共に機ナデ調整が施されており．内底には回転による十デ調整が鮨されている．底には飯●圧

痕がみられる。色躙は内外面とも暗禍色を呈す．焼成Ii良好と思われる．

-"1-
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青蘊（鯖,,圏'6) ,..,_青磁椀の磁片である．図示した傾きは定かではない。口径部は

僅かに内彎して直立し、端瑯をやや尖りぎみではあるが丸くおさめている。釉色は内外面共に

黄縁灰色を呈す．胎土は灰白色を呈している．焼成は良好である．

白罐（算4頌 27) 27は、白蘊JIilであな復元口径•-•~を瓢ふ器璧1土肉厚である。体

郎は外上方に立ら上り、内郎l条沈線より上を外反させている。軸色は灰白色を呈す。飴士は

灰白色を呈し緻密である．焼成は良好である．

10) 第10号竪穴遺構

(I) 遺構（第11図）

主軸をN-l!J!-E方向にとるもので、標高侶.Smから姐.75mの間にあり.'号溝状遺構の

北lmの中央付近に位置している．形は、長方形を益し、長軸長l.<lmX短軸長0.52m!c圃る．

遺構の東壁は3号掘立柱建物跡9号柱穴に切られている．

(2) 出土遺物

当遺講からは．土師器皿などの破片が出土している．しかし、いずれも細片のため図化でき

るものは無かった。又士師器で底部切り離し痕を鶴認できるものも見い出せなかった．

11) 第11号竪穴遺構

(1) 遺構（第17図）

主軸をN-W-E方向にとるもので．標高岱.5mから48.75mの間にあり、第4号濤状遺構

，，北5mの所に位置していを形は、隅丸長方形を呈し、長軸長l.29mX短軸長0.9'mを1l11る．

遺構の陶西璧中央をヽト竪穴により切られている。

(2) 出土遺物

当遭構から広土師緻須恵器甕と思われるIll片．瓦器質の土器、白鬱碗、艇土塊などが出

土している。

白織（憲い罹嗜） 28は.V-4鋼に属すると思われる白羅椀である。体郎はやや丸味を

-38-
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おびて立ち上り、 n縁韻を外反させ、踏部と水平にするものである。外面口縁郎下 2~租のと

ころまで箆削り鵡整が施され、内面n釉部下には l条の沈練を巡らす。施釉は薄く、軸色は内

外面共に灰白色を呈十。胎土1ま灰白色を呈し緻密である．焼成は良好である．

12) 第12号竪穴遺構

(I) 遺構（第11図）

主軸をN-60'-E方向にとるもので、欅高岱.5mから侶.75mの問にあり、第13号掘立柱建

物跡の北側と接するような所に位置している．形は、楕円形を呈し、畏軸長0.81mX短軸長0.

Blmを渕る．

(2) 出土遺物

当遺構からは．土師器皿・高台付椀・甕、須恵器甕と思われる破片．瓦器質の杯・椀、白羅

椀．焼土塊などが出土している．

土鰤醤（錆9咽巧） 2911. 土師器lllである。復元口径10.2m、器高 1.2m,底径8.0匹

を1111る．体郎Ii底部から外上方に僅かに立ち上り、嬬部を丸くおさめている．底部には箆切9

饉L痕が残り、切り離し後の縁辺は横ナデ調整によって整えられている。体部には横十デ調豊

を薦し．内庭Ii不定方向のナデ調整を施している．底には板目圧痕がみられる．胎土は,_館

後の白色粒及び5一程の半透明粒を含むものである。色調は外面で灰褐色を呈し、内面で灰白

色を旦す．焼成はあまい。

ヱ纏（露心國30) 301よ．瓦器椀である。復元口径10.Bmを測る。器璧は薄く、体部中位

がやや肥厚する．体部は丸味をもって立ち上9、口縁下をややくぼませ、蝙部は丸くおさめて

いる。調整は体部内面で構方向の箆研磨調整を施し、外面では上位を横方向の箆研磨．下位を

不定方向の箆研磨調整している。胎士はほとんど砂粒を含まない精良なものである。色調は内

面で灰黒色を呈し銀色の光沢がみられる。外面では上位で灰色を呈し下位は灰黒色を呈してい

る。焼成は良好である．

白11(11!'2」'1l 31は會白磁椀IV類に属するものと思われる。復元底径7.0mを測る。

体獨は直線的に外上方に立ち上るものと思われる。調整は体郎下位に箆削9躙整を施しており．

籠輪9よ体部上位及び内面のみで．下位は施軸されず露胎となっている．軸色はやや青寧をおび

た灰白色を呈す．胎士は灰白色を呈し、 0.5一程の黒色粒を含むもので鰍密である。燒成は良

好である。
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13) 第13号竪穴遺構

(II 遣構（第17図）

主輪をN-84'-E方向にとるもので、 111高48.5mから侶.75mの間にあり、 12号竪穴遺構l

m程百の所に位置している．形は｀清円形を呈し、長軸長0.91mx娠軸長0.68mを瀾る．

当遺構からのIll士遺物は懲い．

14) 第14号竪穴遺構

(!)遺構（第1幽）

主軸をN-甜~w方向にとるもので。標高48.Smの等高鎌上に直交するように第15号翻立柱

縫物腑の東lm程の所に位置している。形1ふ隅丸長方形を呈し、長軸長3.llmX短輪長0.53m

を測る。遺構の西壁北寄りの所及び｀南隅｀遺構中央は。それぞれ小竪大によって切られてい

る。

(2) 出土遺物

当遺構からは．糸切り離し痕の残る土師器鳳・杯、須恵器壺と思われるもの｀瓦器質の婉、

石鍋，鉄滓などが出土している．

土鰤馨 (11<'111!1や） 321士．土師器杯であな復元口径10.0a,,醤高3.2m,底径5.8m

を躙る．蓋壁は肉厚で、体郎は外方向へ直線的に立ち上り．口縁嬬綿1文尖りぎみに仕上げてい

る．底部には糸切り離し痕が残り．切り霞し後の縁辺は績十デ躙整により整えられている。躙

整は体部内外面共に横ナデ調整を鮨Lている．色調は内外iii共に暗黄灰褐色を皇す．胎土は鎌

拉の白色粒を多く含むものである。焼成は良好と思われる．

碩（鰤嘩33) おは，滑石製石鍋である。復元口径狐""・ 鍔!'27.2mt:illlる．醤璽

は1~2mと厚＜．体部1士鍔下まで緩やかに外上方に立ち上り．鍔上から口縁部にかけては．

緩やかに内彎し，内壁は直立する。口縁蝙鐸は水平で．内外壁面との境で緩かに丸味をおびる。

外面には全面に右から左方向へ／ミ状工具をあてて肩,,,./ミ状工具の走る方向と逆方向へと

削り進む痕を残しており．内画では不定方向に走る沈線状のものがみられる．色調は内面で灰

色を呈す．外面は火気のためか、鍔下及び口縁鑢が黒鳩色を呈す．又断面は鐵灰色を呈す。こ

の材質は雲母を含んだようで光をおび．滑らかなものである．
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15) 第15号竪穴遺構

(1) 遺構（第18図）

主輪をN-00'-E方向にとるもので、標高48.75mから49mの間にあり．第立号掘立柱遠物

跡の西lm程の所に位置している。形"・ 長方形を呈し．長軸長l.76mX短軸長1.13mを測る．

遺構の東壁は第11号掘立柱建物跡7号柱穴に切られている。

(2) 出土遺物

当遺構からは、土師器高杯及び甕と思われる破片などが出土しているが、いずれも繹片のた

め図化することができなかった．

16) 第16号竪穴遺構

(1) 遺構（第,..,,

主軸を磁北にとるもので．標高49mの等高線上に位置している。形は楕円形て尺軸l'-l.29m

x短輪長1.06mを測る．

(2) 出士遺物

当遺構からは、士師器甕の確片が出±しているが、体部のみのものであり傾きも定かでない

ため図化できなかった。

17) 第 1号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第1躙）

主軸をN—訟'-W方向にとるもので｀榛高 48.75m から49mの間にあり書等高線と直交する

形で、調査区の南北隅第5弓濃状遺構のすぐJtllllに位置している。短輪1間x長軸2聞の鴫物

で・東側短軸長は2.76mを111,、柱穴間長は2.06mを1J11ふ酉側短輪長は2.48mを.,、柱穴

閏長は1.90mを測る。北側長輪長は4.56mを調り、柱穴問長は西から1.蛤m、2.06mを1J11る。
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第,m図 野坂＊テ田遣鱚B区第 1号掘立柱喧竹宵寅刑団 (1/60)

南傭長輪長li4.48mを測り、柱穴閲長1士函から2.06m.1.98m を瀾る。当遺構の 1• 2• 3号

柱穴間と 9号掘立柱建物跡との切り合いが措定できるが、遺構からの新旧悶係は明蘊ではない。

(2) 出土遺物

当遺構4・5号柱穴からは、士師器高台付椀、白磁椀などが出土しているが、いずれも編片

のため図化することができなかった。

18) 第2号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第20lllll
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第20図 If阪ホテ田遺鵬B区第2号掘立柱建物跡実蘭図 (I/印）

主軸をN-62'-W方向にとるもので．標高49mの守高線.I,にあり、等高線と直交する形で、

第1号掘立辻建わ躇と 3m租の問隔をもって、平行に並んでいる。短軸1間x長軸2問の建物

で、東側百軸旱は2.76mを測り、柱穴同長は2.0mを濶る。西鋼短軸長1が2.52mを測り、柱穴

間長は2.0mをi111る。北賢長軸長は4.36mを瀕り．柱穴閏長は西から1.98m、1.72mである、．

南憫長軸長は4.COm を111 り．柱穴間長は1.96m 、 1.78m を瀾る。当遣構の 1• 6号柱穴問及び

1号柱穴と第9号掘立柱建物蔚との切り合い関係が推定できるが、遺構からの新旧関係は明鶴

ではない．

(2) 出土遺物

当遺1115号柱穴からば士緬器杯と思われる蔽片｀須恵器の破片などが出土している。土師

器底部には鑢切り離し痕の残るものがあり言糸切り離し痕の残るものは攣認できなかった．
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19) 第 3号掘立柱建物跡

(l} 遺 構（第2(図）

主軸をN-5-r-E方向にとるもので．標高48.Smから 48.75mの間にあり、等高線と平行す

る形で、第1号掘立柱II!物躊から西9mの所に位111している．短軸2間X長軸5間の建物で．

東側短軸長は5.訟mを測,.柱穴間長は南から2.0m. 3.06mを潤る．西側短軸長は5.印mを

測,.仕穴問長は南から2.0<m,2.70mを測る。短輪2間であるが、中位の2・9号柱穴は中

央よりやや南に編している• 北鋼長軸長は 12.58mを測り｀柱穴閏長は函から1組 m、2.心m.

2.73m、2.06m.2.78mを測を南側長軸長は 12.32mを剃り、柱穴間長は西から1.83m.2. 

78m, 2.42m, 2.39m. 2.31m を測が当遺構の 6• 7柱穴は、いずれも 4号掘立柱建物跡1こ

切られた状況で検出されている．

(2) 出士遺物

当遺構2• 4• 8•II• l>I峠E穴からは｀±師器杯．須恵器杯．瓦器質の土器｀焼上塊など

が出土しているが｀いずれも細片のため図化できなかった・

20) 第 4号掘立柱建物跡

(1) 遺 構（第22図）

主軸をN-25~W方向にとるもので．標高48.Smから 48.7>mの問にあ,. 等高線と直交す

る形で、第II号掘立住建物跡から北Smの所に位置している．垣軸2閏x長軸2間の建物で、

北縄短軸長は4.77mをIJII,.柱穴間長は酉から2.20m、2.32mを測る。南鯛短輪長は4.77mを
潤り、柱穴間長は酉から2.35m、2.06mを測ふ東側長輪長は7.77mを1J11り、柱穴間長は北か

ら3.56m.3. 釘mを測る。西11/J!釉I(は7.73mを測,.柱穴閏長は北から3.72m.3.72mを測

る。当遺講にば短輪と長軸の中位柱穴を結ぶ交点にも柱大が存在し．短軸方向五から2.3lm.

2.'3m、長輪方向北から3.73m.3.82m の所に位置する。当遺構の 4• 5号柱穴は．いずれも

4 号掘立柱建物跡の柱大を切っている。又 I• 2号柱穴問及び1•• 号柱穴間と第18号掘立柱

建物跡との切り合い関係が推定できるが、遭構からの新'"関係は明醸ではない．
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(2) 出土遺物

当遺構<・6・8・9号柱穴からは．糸切り離し痕を残す士師器皿・杯．須恵器破片などを

出土している。

土輝繕（鯖"図1) 11士、土師器風である。復元口径•-•~、器高 LO~、底径 7.8~

を測生体部は底部から屈曲して上外方に立ち上,.口縁郎は．そのまま引き伸ばされ、端郎

は尖る。底部には糸切り離し痕が残り、切り離し後の縁辺は横ナデ調整1こよって整えられてい

る。調整は体部内外面共に慣ナデ調整が施されており、内底には不定方向,,.,.デ調整と漉して

いる。底には緩かに板目圧痕が残か色調は内外面共に黄褐色を呈す．飴士はほとんど砂粒を

含まない精良なものである．焼成Ii良好と思われる．

21) 第5号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第23図）

主軸をN-1>-W方向にとるもので．標高侶.75mの等高練上にあり．等高線と直交十る形

で、第3号掘立柱建物跡から西Smの所に位置していも短輪21l1JX長軸3間の建物で、北欄

短軸長は4.叩mを測見柱穴間長は西から2.14m、1.84mを測が南側阿軸昇は4.44mをilllる．

北憫短軸の9号柱穴に相対する南側短輪の柱穴は検出することができなかつた..号柱穴から

5号柱穴問長は3."2mを測る・東側長輪長は7.四mを測り、柱大問長は北から1.94m,3.12m、

1.76mを測る。西側長軸長7.64mを潤り、柱穴間長は北から1.86m、3.0lm.2.03mを測る。

当遣構の l• 7~9号在穴問と第14号掘立柱穫物跡との切り合い関縁が推定できるが、遣111か

らの新l●関係は明庫ではない、＇

(2) 出土遣物

当遺構2• 4• 8• 9 号柱穴からは．土師器杯•壺．須恵器椀の蔽片が出土L ているが．ぃ

ずれも繍片のため図化することができなかった。又l.輝謳1こ贋しては底部切り離し痕の肇認で

きるものがなかった．
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22) 第6号掘立柱建物躊

(1) 遺構（第公固）

主輪をN-65~£方向にとるもので、標高位75mから49mの間にあり、等高線と平行する

形で、第5号掘立柱逮物眺の隋3m租の所に位置している．短軸3閏X長軸9閲の建物で、北

廂をもつものである．稟ill短軸長は......を測9、柱穴閏長は北から1.36m.1.99m、1.74m

を測る．酉圃短輪長は5.20mを測り．柱穴間長は北から 1.2m、1.72m.2.0mを測る。北偏

長輪長は8.56mを111,.註穴間長は西から1.88m.2.16m. 2.16m、2.lOmをi11Jる。南側長軸

長8.56mを111り．柱穴間長は西から1.88m、2.06m、2.14m.2.20m を測る．当遺構は第1~

握立柱建物腑及び第加号掘立柱蔓物跡との切り合••関係が推定できるが．遺構からの新1日関係

は明肇ではない．

(2) 出土遺物

当遺構1-10,12-15号柱穴からは、土緬器杯・鳳・甕、須恵器甕、白磁皿、瓦器高台付椀

・椀、鶴の羽口と思われる蔽片及び鉄滓・焼±機などが出土している。いずれも織片のため図

化できたものは．わずかであった．土師器杯及び皿については、底部切り離し痕が残るものを

検出することができた．これは．箆切り離し、糸切り離しの2通りであった．

土麟馨 (M4211!12・3) 2氏土師器皿である．復元口径7.Sm.器高 l.2m、底径5.8

〇を1111る。体部は底部から僅かに屈曲し外上方に立ち上る．口縁蝙部は丸くおさめている。調

甍は、体郷内外面共に横ナデ鯛整を謹している。底輝切り薦し痕については不明であるが、切

り離し後の縁辺は横＋デ躙霊により整えられている。色調は内外面共に黄灰褐色を呈す。胎土

は0.5一極の赤色粒を含むものである。焼成は良好と思われる。 3は、士師器高台付椀である。

底径7.0<0、高台径6.6a,、高台高0.Bmを躙る。体部は底部から丸味をもって立ち上るもの

で、体部中位あたりの馨璧は簿い。高台は貼りつけたもので、高台見込みに貼りつけ痕が残る。

調甍は摩滅が著しいため不明である．色調は内外面共に灰白色を呈す．胎土は砂粒をほとんど

含まない精良なものである。焼成はあまい感がする．

23) 第7号掘立柱建物跡

(1) 遭構（第ぉ図
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第25図 野阪...田遭降B区箋7号掘立註嶋枷蜂ム瀾図 (I/60)

主軸をN-21°-W方向にとるもので、標高心mから心.25mの間にあり、等高線と直交する

形で、調整区南壁中央東寄りに接した所に位置している．厩軸2間x長軸2間.,の蘊物で．北
側短輪長は3.62mを測,.柱穴間長は酉9・らl.Slm,1.82mを11Jる．北鱚短軸に相蜻する南鋼

短軸Ii調査区外のため謹認できなかった。東側長輪長は3.5'm(現状）を潤り．柱穴間長は北

から1.59m.1.67mを測る。酉鯛長輪長3.62m(現状）を潤り．柱穴問長は北から1.56m、l.

71mを潤る。当遺構と 8号掘立柱建物薯とは．主輪方向が同じであり、又柱穴列もほぽ等しい

ことなどから、建て警えの関係が推定できるが．その菌後関係を遺構から明鐘9こすることがで

きない。

24) 第 8号掘立柱建物跡

(I) 遺 構（第加図）

主軸をN-zr-w方向にとるもので.7号纏立柱建物疇に重複して存在していを短輪2閏

x長軸2間の建物で・東鋼娠軸長はS.68mを瀾,.柱穴同長は北から1.84m,1.62mを瀾る．
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第お図 野坂ホテ田遺跡B区第8号掘立柱建竹府宣潤図 (1/001

西11J短軸長は3.58mを測り．柱穴問長は北から1.74m,1.60mを調る。北側長軸長3.78mを測

,. 柱穴間長は西からJ.76m、1.75mを測る。南鋼長軸長は3.78mを測り、柱穴問長は西から

1.69m, 1.86mを測る．当遺構には、短軸と長軸の中位柱穴を結ぶ交点にも柱穴が存在し、短

軸方向西から1.82m、1.68m、長軸hloJ!しから1.59m,l.76mn所に位置する．当遺構の2.

9号柱穴は、いずれも第2号溝状遺構によって切られている．

(2) 出土遺物

当遺構4・5・8・9号柱穴から1ま、土師器逼．須恵器などの蔽片が出土しているが＂綱片

のため図化できなかった．土師器の内には、底部箆切り離し痕を残しているものと検出した．
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第四図 野坂ホテ田遺跡B区第9号掘立柱建物跡実澗図 (l/切）

25) 第9号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第切図）

主軸をN―蕊~w方向にとるもので、標高お.75mから49mの闘にあり．等高緯と直交する

形で• 第 I• 2号掘立柱建物跡と重複し．第11号揖立柱嬉物鯵の東2mの所に位置している．

短軸2間X長軸3閲の建物で．北側短軸長は3.58mを潤り、柱穴間長は西から1.75m、1.54m

を測る。南側短軸には．北側短軸 3 号柱穴に相対する柱穴が欠損している。 6• 7号柱穴間長

は1.64mを潤る．東関且軸には5.62mを測り、柱穴閏長は北から!.OOm.1.82m、!.OOmを調

る．西側長輪には、東鯛短軸7号柱穴に相対する柱穴が欠損している. 3~5号柱穴閏長は北

からそれぞれ1.73m、1.72mを潤る。
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26) 第10号掘立柱建物跡

(1) 遺 構（第埠國）

主軸をN-Sl~E方向にとるもので．標高49mの等高線上にあり、等高線と平行する形で、

第11号掘立柱建物跡と重複し、第8号掘立柱建物跡の北3mの所に位置している。短軸2間X

長軸51111の建物で．北側短軸長lt4.86mを111り．柱穴間長"酉から2.28m.2.09mを測る．南

側軸lt4.68m をilllる。北鱚娠輪12号柱穴に相対する柱穴が欠損している。 6• 7号柱穴間長

は4.34mを瀾る。東側長軸長は 10.32mを測る。酉側E粕l'-4号柱穴に相対する柱穴が欠損し

ている．柱穴間長は北から1.94m,l.%m, 4.06m. 1.88mを測る。西側長軸長は10.22mを

illlり．柱穴間長は北から1.80m,2.06m, 1.94m、2.06m,1.96mを測る。当遭構の3号柱穴

は、第11号掘立柱穫物跡11号柱穴により切られている．

(2) 出土遺物

当遍構2• 3号柱穴からは、土師器、須恵器の破片が出土しているが．ぃfれも細片のため

図化することができなかった。

切） 第11号掘立柱建物跡

(1) 遺 構（第ね図）

主輪をN-6-r-E方向にとるもので、鰈高迅.75mから49mの問にあり、等高線と平行する

形で．第10•12号掘立柱糧物跡と重複し．第 9号掘立柱建物跡の西2mの所に位置 L ている。

短軸2問x長輪6間の建物で、東廂をもつものである．東側桓軸長は3.98mを111,、柱大間長

は北から1.77m.1.o;mを11lる。西側四軸gは4.08mを測り．柱穴問長は1.92m.1.90mを111

る。北鋼長軸長1'10.76mを11Jる。南胃長1i12号柱穴に祖対する柱穴が欠損している。柱穴間

長＃西から1.82m,1.85m, 1.74m, 3. 心m,1.86mを11Jる,Ill鱒長軸長10.82mを測り、柱

穴間長は西から1.80m、1.64m、1.83m、1.81m、1.鉛m 、 1.81m を11Jる。当遺携と第10• 12 

号掘立柱建物篇との切り合い関係が推定できる• 第10号蝙立往建物鑢については績述したよう

に．遺構による新l日関係は明肇である。第12号掘立柱建物跡については、遺構による新LA関係

は明罐にできなかった．
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(2) 出士遺物

当遺構● • 8•10•11•16号柱穴からは、土師器、須恵器杯の破片が出土しているが、いず

れも繍片のため図化することができなかった．

28) 第12号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第叫図）

主軸をN-56"―E方向にとるもので、標高48.75mの等高線上にあり、等高織と平行する形

で｀第3号掘立柱建物跡の甫3m程の所に位置している。短軸2間x長輪3間の建物で、東圃

短軸長は5.I8rnkilll0,在穴1l11長は北から2.16m.2.32mを測が西麗短軸長5.16mを欄る。

東側短軸 9号柱穴に相対する柱穴が欠損 Lている。柱大関長は 4•5 号柱穴1l11 で4.41m である。

(2) 出土遺物

当遺構 2• 3・ •~• 号柱穴からは、上緬は細片のみが出士している。
29) 第13号掘立柱達物跡

(I) 遺構（第31図）

主軸をN-窃LW方向にとるもので、檬高48.75mの等高線上にあり、等高線と直交する形

で、第 3 号掘立仕鼈杓請と重複し• 第9号錮立柱糧物跡の北2m程の所に位置している。短軸

2閏X長軸5問の建物で．北偏短軸長は4.08mfc瀾,.往穴問長は茜から1.88m.1.88mを測

る．南欄娠軸長1士3.88mを瀾,.柱穴間長は北から2.船m.1.72mを潤る。東闘E輪l'-119.94

mを潤り．柱1111長は北から1.88m.1.90m. 1.99m. 2.00m. 1.88mを111る。西闘E軸Jtlt

9.>;mを麗り、柱穴問長は北から2.12m,1.91m. l.'6m. 1.92m, 1.94mを蕎る．

(2) 出土遺物

当遣構 I• 3• 6• 7•11 ・ 13•14号柱穴からは會土暉鑑凰．須恵藝杯、瓦馨質の土器など

が出士している．土師器については．底綿算切り離し痕の残るものを纏認したが糸切り離し痕
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の残るものは確認できなかった。須恵器杯及び瓦器については細片のため図化できなかった。

土鰤繕（鯖心図4) 4は、土師器皿である. Q径··•=、器高 1.1=, 底径6.2=を潤

る。体部は底部から僅かに屈曲し外上方へ立ち上る。口縁郎は尖りぎみに引かれ嬬鑢ぱ丸くお

さめている。底部には箆切り離し痕が残り．切り離し後の縁辺は未綱整である．体部の調整は

内外面共に横ナデ調整が随されている。色調は内外面共に茶掲色を呈す．胎土は0.5一良の白

色粒を多く含むものである．

30) 第14号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第32図）

主輪をN~75~E方向にとるもので、標高48.5m から 48.75mの間にあり、等高線と平行す

-64― 
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る形で、第5号掘立柱達物跡と重複し、第15号掘立柱建物跡の隋lm径の所に位置している．

組紬1間x艮軸2罰1の違物で、東側短軸長li2.56mを測り．往穴1l1l長li2.22mを測る。西側短

軸長li2.56mを測，)、柱穴間長li2.30mを測る。北側長軸長は,.栂mむi!IIO.往大間長は西か

ら2.30m、2.JOmを測る浦側長軸長は4潤 mをilllり、柱穴ffll長は西から2.船m,2.26mを測る．

(2) 出土遺物

当遺構3-6号柱穴からは、土師器皿・杯．瓦器、暢の羽日、鉄滓などが出土している.,ヽ

ずれい細片のため図化できなかった．土師器については，底部箆切り離し痕及び糸切り離し痕

，，残るものを醸認した．

31) 第15号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第33図）

主輪をN-68'-E方向にとるもので、標高48.5mの等高線上にあり．等高線と平行する形で

第3号掘立柱建物跡北llll長軸と接する所に位置している。短軸 lllllX長輪4間の建物で、東憫

短軸長は4.31mを測,.柱穴間長は3.84mを測る。西側短軸長は4.70mを測り．柱穴問長は｀

4.28mを測る。北側長軸長は8.58mを測り會柱穴問長は西から1.86m、2.16m.2.20m、1.96

mを測る．南側長軸長は8.76mを潤り、柱穴111l長Ii西から2.0m、2.04m、2.16m,2.14mを

測る．

(2) 出士遺物

当遺構 1-3•7~9号柱穴からは、士師器甕・土鍋．須恵器破片．焼土塊などが出士して

いるが．細片のため図化できなかった．

32) 第16号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第匁図）

主軸をN-11"-E方向にとるもので、標高48.25mの等高線上にあり｀篤3号掘立柱蝙物跡

の北3mの所に位置している。短軸2間x長軸4間の建物で．北側短軸長は5.08mを測9、柱
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穴間長は東から2.08m、2.38mを漏る．南側短紬艮4.88mを測,.柱穴問長は東から2.08m,

2.26m を測る。東鯛長輪長は7.78m>樹る。酉側長輪艮は 2•4 号柱穴に相対する柱穴が欠損

Lている．柱大間長は北から3.66m、3.52mである。函側長軸長は7.98mを測り、柱穴償l長は

北からL74m、1.82m,1.98m, l.1!6mを副る．当遺構8号柱大と14号竪穴遺構とは切り合い

Ill係にあり. 8号往穴が第14号竪穴遺構を切っている．

(2) 出土遺物

当遺構 l• 2• 4• 1• 9• 10号柱穴からは．土師器皿、須患器益などが出土していも土

師器皿には底部箆切り離し痕が残るものが龍認されたが、糸切り離し痕の残るものは躊認され

なかった．須恵器壺などは細片のため図化できなかった．

33) 第17号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第35図）

主軸をN-72~E方向にとるもので．標高 48.25mから心.Smlこかけての等高線上にあり、

調査区北東隅に位置している。短軸2間x長輪4間の建物で．東鯛短軸長は,.romを調り．柱
穴間長は北から2.14m、1.72mを潤る。西側廼輪長IU.06mをill!9.柱穴間長は北から1.98m.

1.76mを1i11る。北側長軸長は7.88mを測り、柱穴1111長Ii東から1.90m、1.76m,1.99m、1.88

mを測る。南側長輪長は8.10mを測り、柱穴問長は東から1.88m.1.74m、l.虹m,2.03mを

測る．当遺構•-•号柱穴1111と第16号掘立柱建物欝との間には切り合い関係が誰定できるが、

遺構からの新'"関係は明確ではない．

(2) 出士遺物

当遺構 1·3~6•8•10•11号柱穴からは．土師器鳳、白嘉、瓦器、焼土塊などが出士し

ている．いずれも績片のため図化することができなかった．

34) 第18号掘立柱建物跡

(I) . 遺構（第36図）
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主輪をN-函LW方向にとるもので、標高48.Smの等高線上にあり、等高線と直交する形で

第石号掘立柱蘊物跳の東3m極の所に位置している。短輪 1間x長軸2間の建物で、北側短軸

長は2.06mを濶り、柱穴閾長は1.l>Jmである．南蠅媛輪長は1.94mを測り.,.邸mを潤が東

側E軸且は4.lOmを測り｀柱穴間長は北から1.90m、1.92mを測る。西鱚長軸長1>4.49mを胴

り、柱穴間長は北から2.06m、'・"畑を測る。当遺構3~6号柱穴間と第4号掘立柱應物跡と

の間には切り合い関係が艦定できるが、遍構からの新1日関係は明纏ではない。

(2) 出土遺物

当遺構 1• 3• 4• 6号柱穴からは、土師器皿・杯・甕、鉄器などが出土している。いずれ

も繍片のため図化することができなかった。土師器鳳の底部切り離し痕はナデ調整によって消

されている。杯も同様の底繹調整である．鉄器については、鉄鏃のような檸状のものであるが

綱片のためその器形を明戴にすることができなかった。

35) 第191封国立柱建物跡
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(1) 遺構（第37図）

主輪をN-..--E方向にとるもので、遺構南東隅が蠣高49mの等高線にかかり、等高線と平

行する形で、第 6• 20号掘立往建物鯵と重複し、第5号掘立柱建物躊の南Smの所に位置して

いる。短輪21ll!X長軸6間の建物で。東側姐軸長は3.88mを測る。西側短軸8号柱穴に相対す

る柱穴が欠損している。 1•14号柱穴間長は3.臼mである。西欄短軸長1>4.lOmを1111り、柱穴

間長は北から1.89m.1. 邸mを濤Jる。北側に軸には 11.99mt測,.柱穴間長は東から2.04m.
2.06m、2収 m、1.54m、2.42m、1.78mを測る。南側長軸長は 12.20mを濶る。北側長輪5

号柱穴に相対する往穴が欠損している。柱穴間長は東から2.10m奮 l.'11m、l.99m.4.0lm、

1.78mを測る、当遺構の東西長軸長中位往穴を結ぶ練上中位には15号柱穴が存在してお9、同

長軸からの柱穴間長は北から1.76m、1.82mを瀾る。

(2) 出土遺物

当遣構 1-• 0 ,-10°12-14号柱穴からは、土師器皿。杯。須恵器破片、瓦器椀、石鍋．

11の羽口。鉄滓及び焼土塊などが111土している。いずれも細片で．図化できたのは石鍋のみで
あった。

石鯛（鱒42図6) 61ょ。滑石製石鍋である。体部の破片である。右回転方向1こ／ミ状工

具をあてて削り出している。色調は内面で灰色を呈す。外面は灰銀色を呈し、一郎火気のため

か黒灰色を呈す。断面は黄味＆おびた銀色を呈す。この材質は雲母を含んだようで．光をおび

滑らかなものである。

36) 第20号掘立柱建物跡

(!)遺構（第38図）

主軸をN-紺~E方向にとるもので、当遺構を幌高49mの等高饒が対角によこぎる形で、第

6•19•21号掘立柱建物跡と重複し．調査区南西隅の一群を形成している．短軸 2閏 x長軸 3

問の建物で．東側短軸長は5.12mを瓢る。西側短軸5号柱穴に相対する柱穴が欠損している．

柱穴間長は4.74mを測る。百鋼短軸長は5.10mを測り、柱穴問長は北から2.32m、2.28mを澗

る。北1111長輪長は6.72mを111,、柱穴間長は酉から1.76m、2.71m.1.76mを謂る。 Ifill!長軸

長は6.邸mを"''・ 柱穴間長は酉から1.82m、2.68m,1.98m を111る。当遺構と第 6•19•21
号掘立柱趨物躊との間には切り合い閤係が推定できるが、遺構からの新,.関係は明龍ではない。
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(2) 出土遺物

当遺構 6•101鼓名穴からは｀土師器皿・杯．瓦器椀が出土しているが．図化できなかった．

37) 第21号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第四図）

主輪をN—邸~E方向にとるもので．撮高心mの等高線上にあ,. 等高緯と平行する形で｀
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第 5 号楓立柱建物跡の南''"租の所に位置している。紅軸 2l~x長軸3 間の建物で、東憫短輪

長は3.99mをilllり、柱穴間長は北から1.91m,1.79mk測る。西側垣軸長は、 U8rnを潤り、

往穴間長は北から1.86m、2.0/rnをil1lる.JtllJ艮輪長は6.必rnをil1lり、柱穴間長は酒から2.49

m、1.63m.2.04mを測る。南圃長輪長は6.20mを濶り、柱穴Ill長は西から2.46m,1.42m. 

2.IOmを測る。

(2) 出土遺物

当遺構 l•5~7·9 号柱穴からは．土師器鼠・杯．須恵器及び瓦器破片などが出土してい

る。いずれも繍片のため図化できたの"土緬器皿1点のみであった。

土輌騒（第42図7) '"、土師器Jllである。復元口径,.,~. 器届 l.l~. 底径 7.0~

である。体部"底部から外上方に屈曲して立ち上,.口縁端部は僅かに外反L丸くおさめられ

ている．底部に"糸切り離し痕が残り、切り離し後の縁辺"横ナデ調整1こよって整えられてい

る．調整I斗本部内外面共に横ナデ調整が施されている。内底の調整及び板目圧痕については明

確にみいだせなかった。色調"内外面共に暗黄灰鳩色を呈す．胎土はo.s.以下の黒色粒を含
むものである．焼成1よ良好と思われる。

38) 第22号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第叩図）

主軸をN-ぼ~E方向にとるもので．標高俎mから 49.25mの間にあり、等高線と平行する

形で．調査区南壁西側に位置している。短軸lJII(a) X長軸4間の建物で北磨をもつ。短軸

方向が 1問検出されており、他は調査区外となも長軸4閏と北廂をもつ構造を考慮すると第

6号掘立柱建物跡と同一構造が考えられるが定かでない・東側短軸長は1.84m(現状）を測9

柱穴問長は1.34mを測る。西側短軸長は2.44m(現状）を測り、柱穴間長は1.44mを調る。北

側長軸長は6.88mを測り｀柱穴間長は西から1.36m,1.91m、1.BOm.1.40mを測る．

(2) 出士遺物

当遺構2号柱穴を除く往穴からは．土師器置・杯．須恵器破片．瓦器椀、青肇凰、纏の羽口

及び焼士塊などが出土している．土師器については、覧及び糸切り離し痕が残るものが鐘認さ

れている。
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土師繕（賽42國8-12) s-uは、いずれも土師器凪である。●は復元口径'・'"'、器
高 1.3口鉦径 6.4~を測ふ器壁は肉厚で．体郎Ii底部から僅かに屈曲させ外上方に立ち上

り、すぐu籍となる．端部は丸くおさめている。底部には糸切り離し痕が残り、切り離し後の
緑辺は未調整である。調整Iii本部内外面共に慣ナデ調整を施している。色調は内外面共に暗黄

灰褐色を呈す．胎土は0.5u匡の白色位を含むものである。焼成は良好と思われる。 9は口径

'・'"'、器高 1.3=を測る。底部から体部に移行する部位の器璧は薄いものである．体部は底

郎から屈曲して外上方に立ち上り、口縁端躙をやや外反させ丸くおさめている。底部には箆切

9離し痕が残り、切り離し後の縁辺は横ナデ調整により整えられていを調整は体部内外面共

に横ナデ調驚を施し、内蛭には不定方向ナデ調整を施す。底には板目圧痕が残る• 色調は内外

面共に赤澄色を呈す。胎士は lu前後の赤色拉を多く含むものである．焼成は良好と思われる．

10は復元口径··•=· 器高 1.loo、底径8.0四を測る。器壁は薄いもので．体部は底部から外

上方に屈曲しn穀部となる．端部は丸くおさめている。調整III本部内外面共に憤.,.デ調整を施

し．内底1が不定方向ナデ調整である。底には板目圧痕が残るが底郎切り離し痕は明確でない。

色調は内外面共に黄褐色を呈す。胎土は0.5m程の白色粒及び赤色粒を含むものである。焼成

は良好と思われる。 1lは復元口径··•=、器高 l.3=、底径 8.0mを測る。体部は底部から外

上方に囲曲するもので、口縁端部を丸くおさめている。調整9士体部内外面共に憤十デ調甍を維

している．内底調整及び底部切り離し痕9こついては明醸でない。色調は内外面共に黄灰褐色を

呈す．胎土は0.5m以下の赤色粒を含むものである。焼成は良好と思われる。 ,21,.土師器杯

である。復元口径10.&直．器高 2.1=、庭径··•=を潤る。体部は底部から屈曲し外上方へ立

ち上り、中位でやや内傾して口縁部下に至る。口縁部は外反し蝙部は尖りぎみに丸くおさめて

いを調整は内外面共に横ナデ調整を施している。底部には糸切り離し痕が残る．色調は外面

で黄褐色を呈し、内面で暗褐色を呈す。胎士は砂粒をほとんど含まない精良のものである。焼

成は良好と思われる。

瓦儘（第4""13) 131む瓦器椀である。復元底径 8.0 四｀高台径 1.,~、高台高 0.7=

を測る。体部は底部から丸味をもって外上方に立ち上が高台は逆台形を呈するものである．

霜整Ii器表風化が著しく明確にできない．色調は内面で黒灰色を呈し、外面で灰色を呈す。焼

成はあまい．

白肇（纂心回14) 14は、白磁v類に属するものと思われる．図示した傾きは定かでない．
体部内面には 1条の糸忙祐線が施され．櫛目文を有す．施釉は薄く．釉色は内外面共に灰白色

と呈す。胎土は灰白色を呈し微粒の黒色粒を含むものである。焼成は良好である。

39) 第1号掘立柱構築物跡
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第41國 野坂ホテ田遺跡B区第 1号掘立柱講売杓内実測図 (1/60)

(!)遺構（第41図）

主軸をN-22'-E方向にとるもので｀遺構北隅が標高侶.2Smの等高線にかかり、等高線と

平行する形で．調査区北西隅に位置している。短軸 1閏x長軸2間の構築物である。北側短輪

長は1.72mを測り、柱穴間長lil.lOmを測る。南圃俎軸ll.1士1.岱mを測り、柱穴間長は0.94m

を測る。東側長軸長は4.16mを測り、柱穴間長は西から1.72m,1.82mを測る。西側Ill.軸ll.4.

14mを測り．柱穴閻長は酉から1.即m,1.80mを測る．

(2) 出士遺物

当遺構1・2・4・6号柱穴からは、上師器破片．須恵器杯身・壺などが出土している．ぃ

ずれも細片のため図化できたものは壺1点にとどまった。

須●繕（鯛心國5) 5は．須恵器広口壺の破片である。復元口径10.6<mを測る。肩部に

1条沈線を巡らすもので．体部はl11部で fく」字に屈幽し頸部から日縁部を若干外反させてお

,. 蝙部を丸くおさめている。調整は現存の破片では内外面共横十デ調驚を施Lている。色調

は外面顕部上及び内面で青灰色を呈す。外面頸部下は黒褐色のまじる青灰色を呈す。胎土は1

一維後の白色粒及び微粒の黒色粒を含むものである。焼成は良好．
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-79-

？鵡

" 

，. 

L 



40) 溝状遺情（第13図）

当調査区内には第,-,号までの1貴状遺構がr,n,cている。これら，，遺構は、調査区の西隅
及び雨1111に位置している。第5~7街綺状遺溝1土柑互に切り合、,,いる瓜遺溝が浅く、土質

• 土色が頚似しているため、その新""~係は明罐でない．出上遺物については｀切り合いのな

い場所から出土しているもので、各遺情のものIi混入していない。

(ll 第 1号溝状遺構

鵡査区四隅を南北に走るもので.;o縛牝層にして'°"'を測る。北端ば調査区北酉隅で消滅し

南蟷は第9号竪穴遺構上で消滅する。

出土遺物（隻,i目>1~46) '4~37". 上師器皿である. 34は口径 8.2~. 器高 1-5,•• 

底径._,.,,を測か底部器盟は厚い．体郎"底郎から屈曲しほぼ垂直に立ち上り、日緑端部を

丸くおさめている。旺部に1士糸切り離L痕が残り、切り離し後の縁辺は末調整である．調整は

体部内外面共に損ナデ調整を施し、内底は不定方向,,.,.デ調整を施している．底には板目圧痕

が残る。色調は外面で茶褐色を呈し、内面で暗貨灰謁色を呈す，胎土はO.Su程の白色粒を含

むものであふ焼成1文良好である.351i復元U径._,.,,、器高l.20,.底径7.0=を瀾る。体

郎1さ底部から饉かに屈曲さ亡たしので、すぐ口縁となる。口棘端部は尖9ぎみではあるが丸く

おさめていな底部には糸切り離し痕が残り、切り離L後の縁辺は憤ナデ調整により整えられ

ていも調整は体部内外面共に横ナデ調整を施L.内底は不定方向の十デ調整を施している。

色調"外面で茶椙色を呈L.内面で暗灰褐色を呈す．胎土は微粒の白色砂位を含むものである。

焼成は良好と思われる.3611, A径•-•四．器高 1.2m.底径7.0o,を測る．器壁は厚く．体

部は底郭から外上方に屈曲させたもので．すぐに口縁となる．端部は丸くおさめている。底部

には糸切り離L痕が残り．切り離し後の緑辺It鑽ナデ調整によ 9整えられている。躙整1計本部

内外面共に横ナデ調整を施している。内底は不定方向のナデ調整で．底には板●圧痕が残る。

色鵠は外面で暗黄灰褐色を呈L.内面は黄褐色を呈七胎士は砂粒をほとんど含まない惰良な

ものである。焼成は良好と思われる.37は復元n径9.0o,.器高 I.So,,底径•-•=を測る．
体部は底部から外上方に屈曲させ直線的に立ち上るもので．口掃竿郁"丸くおさめている。底

部には箆切り離し痕が残り、切りIIL後の縁辺1計貴ナデ調整により整えられている。躙蟄は体

部内外面共に丁寧な横ナデ調整を極し、内底は不定方向のナデ躙整である。底には板目圧痕が

残る。色調は内外面共に暗黄灰掲色を基調とするもので.-,.デ調整を施した器面の剥屠Lた郎

位は赤褐色を呈す.Ill!土は赤褐色を呈L.0.5• 以下の赤色粒を含むものである。焼成Ii良好

と思われる・"'土．瓦器椀である．復元口径13,Ba,を測る．体部は丸味をおびて外上方に立ち上

—印一
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る．内面"絃郎1こは1条の北緑を巡らしている．潤籠は体部内外画共に潰方,,,,,箆研店調霰を

施Lている。色躙1ょ内外面兵lこ灰銀色を呈す．胎．七,,uw色を駐し砂位をはとんど含まない"
良なものである．焼成"ややあま,.. , .......'七曲器椀である.39は復元旺径6.8m、高台

径7.0,m、高台高 I.Ornを測る．体郎Ii底部から丸払をも-て立ち上が高台断面11逆ヤ形を

品ヤ。調燈"内外面共に横ナデ調整を施している．色調1士内外函"'こ赤掲色を呈す．焼成はあ

まい.40は復元日径13.s~•測が体部"底郎から僅かに＂曲し·~位1こ稜をもら、 U樟部を外

反させ、端部を丸くおさめている。調整"内外面共に績.,.デ調整を施している．色調は内外函

共に赤褐色を呈す．胎土は0.5u程の赤色粒を含むものである.41-44は、磁器である．●1は

鮨泉窯系肯磁椀1-4類に属するしのと思われる。体部"丸味をもって立ち上り．若干"絃蟷

部を外反させ、嬬部を丸くおさめている．体部外面には中位まで箆削リ調整を施している。体

部内函1こは縦に2条の沈線を配し．画面を分割している．画面には飛雲文と配している。軸色

ば内外面共に育緑色を呈す．胎士は青昧をおびた灰白色を呈し、微粒の患色粒を含む緻密なも

のである。焼成11良好.42は籠泉窯系青磁椀 I-5-a類に属するtのと思われる．底径7.0

畑、高台径 5.4m、高台高 o.,~を洞が高台の翫面Ii四角形を呈し．底部は肉厚である．高

古畳付及び高台見込みは露胎で，重ね焼成時の目跡が残る。体部外面には縞のない蓮弁文を有

す．内面見込みには箆による片彫の沈繰が巡っている。釉色"内外面共に黄緑色を呈す．胎士

"青灰色を呈し、緻密である。焼成は良好.431t13ilJDIIX類に属するtのと思われる．復元底

径6.2mを測を底部は平底で｀体部は底部から外上方へ直線的に立ち上る．施釉は全面に施

されている．内見込みに 1 条の沈線と巡らしている• 釉色"青味をおびた灰白色を呈T。胎土

は灰白色を呈し緻蜜である。焼成は良好...は同安窯系青磁皿 I-2-b類に属するものと思

われる．体部は平底の底繹から外上方へ直線的に立ち上り、体郎中位で屈曲するものである．

見込みには箆による片彫と櫛によるジグザグ文様を配している。施釉は全面施釉で底鶴のみ施

軸後カキ取られている．釉色は黄味をおびた緑灰色を呈す．胎土"青灰白色を呈し緻密である．

焼成"良好である・""・ 土師器牛角把手付土器の把手部である．把手は 3.4m程の檸状土塊

を士器にとり付け、 I.Sm程の粘土塊により補強している。士器と把手接着部"ヤデ調整によ

9整えられ、把手部は箆伸1,調整で整えられる。色調'"赤褐色を基漏とするが．把手郎下蝙に

黒斑がみられる。胎土は,_航後の白色粒を多く含むものである．焼成は良好と思われる．“

"瓦器質の鉢である。体部は外上方に立ち上り．口縁部は外面を玉縁状に仕上Ifており、内面

はやや内傾させ段を有し、断面は三角形を呈す。調整は体郎内面を横方向の箆隋,.それ以外

"横ナデ調整を施している．色調は内外面共に黄灰色を呈す。一部口緑部外面で襲褐色を呈す．

胎士は砂粒を"とんど含まないが．多孔質のものである。焼成はややあまい• 他に図化できな

かったが、土師器杯・甕須恵器杯・甕瓦器質の士鍋．滑石襲石鱗鉄檸及び焼士魂などが

出土している．
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(2) 第 2号溝状遺構

調査区南靖を東西に走るもので、，緯栢離にして32mを測る。洒蟷は第22;;掘立柱建物跡の

北Imの所で消滅し、東端は調査区南東隅へと続き、調査区外へのびる。

当遺構からは｀土緬器杯、白臓椀及び青磁、須恵器などが出土しているが奮いずれL細片の

ため図化することができなかった。

(3) 第 3号溝状遺構

調査区中央郎やや南側を東西に走るもので、育線距階にして四me測ふ酉端は第9号竪穴
遺構上で消滅し、東嬌1ナ環査区東壁へと続き、調査区外へのびる．

当遺構からは、士師器鼠・杯．冑臓椀、須恵器杯・甕焼土塊などが出土している．土師器

皿・杯については、箆及び糸切り離し痕を残すものも検出している。

(4) 第 4号溝状遺構

調査区中央．第3号灌状遣構の北3mの所を東西に走るもので．直線距離にして24mを測る．

西端は第14号掘立柱建物跡の南3mの所で消滅し．東蟷は円形の竪穴に切られ消滅している．

当遺構からは、土師器Jll• 杯・高台付椀響青砿椀・白磁椀｀須恵器杯・壺・甕．瓦器などが

出土している。土暉器Jillについては糸切り離し痕を残すものを検出したが、箆切り離L痕の残

るものについては鶴認できなかった．

(5) 第 5号満状遺構

第2号溝状遺構の北2mの所を東西に走るもので｀育棒秤霞こして33mをi111る。西蟷は調査

区東壁へと続き．躙脊ぼ外へとのびる．

当遺構からは．士師楼J!l• 高台付婉·牛角把手付土器．白i1I椀•青磁婉 •Jll. 須恵器甕、瓦

器、鉄飢焼土塊などが出土している。土師器鼠については糸切り離し痕を残すものを検出し

たが、箆切り離し痕を残すものについては蘊認できなかった．

(6) 第 6号濤状遺構

第5号溝状遺構と直交するもので調査区南東部に位置している。直線距離にして4m!:illる．
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北端は第9号掘立往建物跡の東lmの所で消滅し、南端は第5号溝状遺構と切り合う．

当遺捐からは土帥器Jll.須患醤杯董・杯．瓦器高台付碗．焼土塊などが出土した．いずれも

細片のため図化することができなかった。土師器Jillについては糸切り離し痕を残すものであっ

た。

(7) 第 7号溝状遺構

第6号溝状遺構の東2mの所を走るもので、直線距離にして5mを測る，北端は第6号溝状

遺携と並ぶように消滅し．南端は第5号濤状遺構と切り合う。

当遺構からは土師器皿、須恵器壼・甕．瓦器高台付椀などが出士している．土師器鼠につい

ては糸切り離し痕の残るものを検出したが、箆切り離し痕の残るものは確認できなかった。

41) その他の小竪穴出士遺物

土鐸醤（第43図47-55•58) 47-521よ．土帥器風である。""口径8.4<m。器高 I.S<m,

底径'・''"を測る。底部の器壁は厚く、体部は外上方に立ち上り、中位に稜を有する。口縁部

はそのまま引きのばされ。端部は丸くおさめられている。底部には糸切り離し痕が残り。切り

離し後の緑辺は横ナデ調整により整えられている。調整は体部内外面共に横ナデ調整を施し内

底は不定方向のナデ調整である。底には板目圧痕が残る。色調は内外面共に暗掲色を呈す。胎

士はO.Sm以下の白色粒を含むものである。焼成t.t良好。 481士口径8.4m、器高l.4<m。底径

6.8 <mを測る。体部は外上方に立ち上り．口縁を若干外反させ、蟷部は丸くおさめている。底

部には糸切り離し痕が残る。切り離し後の縁辺は横十デ調整により整えられている。潤豊は体

部内外面共に横ナデ調整を施し、内底は不定方向のナデ調整である。底には板●圧痕が残る。

色調は内外面共に黄褐色を呈す。胎士はほとんど砂粒を含まない楕良なものである。焼成は良

好。 49は口径9.2<m、器高l.2<m。底径'・''"を測る。体部は底部から屈幽しほぼ直立する。

底部の器壁は薄い。底部には糸切り離し痕が残り、切り離し後の縁辺は粗1こ横ナデ調整されて

いる。綱整は体部内外面共に横ナデ調整を施L、内底は不定方向のナデ調整を施している。底

には板目圧痕が残る。色調は内外面共に暗黄灰褐色を呈す。一部底部に黒斑がみられる。焼成

はややあまい0 501士復元口径'・''"・ 器高 l.l<m。底径7.2匹をilllる体部は底部から屈曲し。

すぐに口縁部となる。口縁端部は尖り。断面三角形を呈十。底部には箆切り離し痕が残り。切

り離し後の縁辺は横ナデ調整により整えられている。調整は体郎内外面共に横ナデ鯛整を篇し。

内底は不定方向のナデ調整である。底には板●圧痕が残る。色躙"内外面共に茶褐色を呈す。

胎土は0.5一以下の白色粒を含むものである。焼成Ii良好と思われる。 51は復元口径8.0m.
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器高 I.Om、底径..,~ を測る。体郎1之底部から僅かに屈曲し、外上方へ立ち上り、口緑部は

尖りぎみで、靖部"丸くおさめている.Ill[部に"箆切り離し痕が残り、切り離し後の緑辺は横

ナデ調整により整えられている。調整は内外画共に憤ナデ調整と施し、内底は不定方向のナデ

調整である．底には板目圧痕が残る．色調は内外面共に暗黄灰蝸色を呈す．胎土は砂拉をほと

んど含まない楕良ないのである．焼成"ややあまい.521士復元口径IO.恥,,器高 1.,~. 旺径

8.2mを測る。体郎は外上方に立ち上り・中位に稜を有する．口緑部は僅かに外反し、端部は

丸くおさめている。底部には箆切り離し痕が残9、切り離し後の縁辺"横.,.デ調整によリ整え

られていを調整III本部内外面共に績ナデ調整を施し、内底は不定方向のナデ調整である．色、

調は内外面共に茶蝸色を呈す．胎土は微砂粒を多く含むものである。焼成はややあまい．内底

に籾と思われる穀類の圧痕がある。 53は、土師器高台付椀である．復元口径15.加、器高5.1

口、底径6,6m、高台径6.4m.高台高0.4mを測る．体部は丸味をおびて外上方へ立ち上る，

B縁部は僅かに外反し．端部は丸くおさめている。調整は底部に箆削りを施した後函台を貼り

付け横ナデ調整により整えている。体郎内外面共に横ナデ調整を施している。色調"内外面共

に黄褐色を呈す。胎±は灰色のものを黄褐色のものが挟んだような色調を呈すもので砂粒を含

まない精良なものであを焼成はあまい.5411、上師:,椀である。復元口径15.6a,、器高4.1

m、底径9.8mを潤る大型のものである。体部は平底の底部から外上方へ直線的に立ち上り．

口縁部を僅かに外反させ．端部は丸くおさめている。調整Ii風化が著しいため明確でない．色

調は内外面共に黄灰褐色を呈す．胎土はO.Sm程の赤色粒を含むものである。焼成はあまい．

""・ 土師器杯である．口径12.<m.器高2.8m、底径,.,匹を測る．底部には糸切り離し痕

が残り．切り離し後の縁辺は未調整である。調整は成形時の水引きによる横ナデ調整のみであ

る．色調Ii内外面共に鼈茶褐色を......胎士は微粒の白色粒を多く含むものであな焼成は良

好. 581ょ．±師器•I逢tである。底部及び口縁部を欠くものである。球形の体部から外上方に開

く口縁をもつものである。調整1文体部外面でナデ調整を施しており．内面は指によるナデ調整

を施している。色調は内外面共に暗黄灰褐色を呈す。胎土はo.s一程の白色粒を含むものであ
る．焼成は良好と思われる。

須恵讐（鯖4'11!1梵 •57) 56•57は．いずれも須恵器杯蓋である. 56は口径10.200、器高

3.lm・天井径5.(mを測る。体部は天井部より丸味をおびて外下方に隣る．口縁部,.僅かに

内彎し．端部は丸くおさめている。調整は天井郎切り離し後の縁辺ナデ調整及び、体部内外面

に箪された横ナデ調整、天井部内面の不定方向ナデ躙整である。色調Ii内面で青灰色を呈し．

外面で黒灰色を呈す。胎土は微粒の白色粒を多く含むものである。焼成1士良好．天井瑯内面に

は rv」字の箆記号がみられる.57は口径7.0oo、器高2.4,翼、受部径9.8mを測る．器形の

わりに器壁が肉厚である．体部は天井部から外下方に降り中位に稜を有するものであを受部

は深くかえりは内傾している• ロ縁端部は尖りぎみに丸くおさめている。調整は外面で天井輝

-84-



から体郎叩にまで淀削り調整で、それ以下及び内面について"績十デ調整を扁している，色調

は内面で瑶,.小豆色を呈し，外面で1/l;i色を呈十，胎土1よ微拉の白色泣を多く含むし，，である。

焼成"良好．

磁艦 (11143図59·60•62) 59・601±, いずれも討磁椀である。団は龍泉窯糸It磁椀と思．

われる。底径 7.2~. 高台径7.0o,、晶台高 L<mを測る。高台断面は四角形を呈し，底部器

壁1よ肉厚である．高台見込みには重ね焼きの●跡が4ケ所みられる。施軸は現存している部位

には崖されておらず露胎となっている。胎土は黄灰白色と呈し、微粒，，黒色位を含むものであ

る。焼成は良好である.60は同安窯系育磁椀●類に属するものと思われる．底部の器壁が肉厚

で、函台は逆白形状に削9出されている.□ 径17,&,,、器高'·'"'、底径,.,,~. 高台径6.2

m, 函台函0.6mを測か体部は僅かに内彎しつつ外上方に立ち上り、 n緑部を外反させ、端

部を尖りざみにおさめていも調整は体部外面で底部から器高の½程を箆削リ調整している．

論釉は全面に施した後、体部外面下位をカキ取ったもので、体部下位及び高台は露胎となる．

軸色は内外面共に黄味をおびた緑灰色を呈十．胎土は黄灰白色を呈し、やや粗なものである。

焼成は良奸である．笠は、白磁皿ヽ1類に属するものと思われる・ロ径8.6m,器高 2.4四、底

径3.0,重を測る．体部から口緑部にかけて器璧が薄（なる。底部と体部の境には段を有してお

9明らかである.fj.郎は僅かに内彎しつつ外上方に立ち上り、上位で屈曲し直立十る．屈曲部

内面には1条の沈線を巡らし段を有七施釉は薄く全面に施した後、体部外面下位をカキ取っ

たもので、体繹下位及び底部は露胎となっている• 釉のかかりはよくなく、内面では剥離して

いる部位しみられる。軸色は黄白色を呈す。胎土ば灰白色を昼L粗なものである。焼成は良好

である。

鉄滓を出士した小竪穴が1基あり、輪の羽日を出土した小竪穴が4基ある．

位） 包含層出土遺物

包含屑...暗黒褐灰色の粘質の非常に強い±で｀調査区北西部及び西部に,.... , 和 n程の堆積

をみるものである．この包含層を餘去した面が｀当漏査区内遺構の検出面である。

土麟繕（饒"回'1-65・.,• 71・73) 63-65は、土師器皿である.6311口径8.6叫器

高 1.2口底径•-•~を測る、体部は外上方に立ち上9、口縁部は饉かに外反し端部は尖り

ぎみにおさめられている。底部には糸切り離し痕が残り、切り離し後の縁辺は横ナデ調整によ

り整えられている。調整Ii!本部内外面共に績十デ調整を施い内底には不定方向のナデ調整を

施している、底には板印圧痕が残る。色調は外面で暗黄灰褐色を呈し｀内面で黄掲色を呈す。

胎土は•-•-程の赤色位を含むものである．焼成は良好と思われる.64は口径 8.2m墓高 1.1

ロ、底径S.4mを副る．底Ii僅かに上げ底で、体部は屈曲し直立する。口縁蟷部は丸くおさめ
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られている。底郎には糸切り離し痕が残り．切り離し後の縁辺"績ナデ調整により整えられて

いる。調整111本部内外面で憤十デ調整を施し、内底は不定方向のナデ調整を厖している。色調

は外面で暗黄灰褐色と呈し．内面で茶褐色と呈す。胎土は微位の臼色粒を含むものである。娩

成は良<f と思われる。的は日径 9.2~. 器高 l.がコ、底径6.400を胴る。体鶴"底部から外上

方に立ち上9、口縁部を外反させ、蟷部は丸くおさめている。底部には箆切り離L痕が残り、

切り離し後の縁辺は横ナデ調整により整えられていな調整は体郎内外面共に憤ナデ調豊を崖

している。色調は外面で椙色を呈し．内面で暗黄灰褐色を呈する。胎土は灰色のものを掲色の

しのが侠んだ色讀を呈するもので、砂粒をほとんど含まない精良なものである。焼成1之良好と

思われる。.,は、高台付椀である。復元口径13.&m.器高4.6m、底径6.4m、高台径6.8R.

高台高 I.OmとlllJる。体部は僅かに内彎しつつ外上方に立ち上り．口縁部を外反させ．端部を

水平にするものである．高台は断面が逆台形を呈し．外方へ張り出すものである。調整11体Ill!

外面で、底部箆削り後に高台を貼り付け横十デ調整を施す。内底は不定方向のナデ調整を施し

内面は憤ナデ調整を施す。色調は外面で黄禍色を呈し．内面て,,鍼仄褐色を呈す．胎±ぱ黒

色のものを黄仄褐色のものが挟んだ色調を呈するもので. •-•-程の赤色位を含むものである．

焼成は良好と思われる。 7111.高杯の杯底から脚柱部にかけての破片である．杯底部内面はナ

デ調整を施し、脚柱部は箆削り調整である。色調は全面茶掲色を呈す。胎土は...一程の白色

粒を多く含むものである。焼成は良好と思われる。""、土師質の鉢である。体部は僅かに内

彎しつつ立ち上り、口縁部下に至る。口緑部は外反し．端椰Ii方形に仕上げられている。調整

は外面上半は横ナヂ調整を施し、下半には格子●叩きを施したものか、その一部を確認した。

内面は口縁部で横ナデ調整を施し．それ以下は現存部位では慣方向の刷毛目調養を誨している。

色諷は内外画共に赤味をおびた黄灰褐色を呈す。胎士..灰色のものを赤味をおびた黄灰掲色の

ものが挟んだ色調を呈し徴粒の白色粒を含むものである。焼成は良好と思われる。

須憲彗（篇1111!161°74) 841え、須恵器杯身である。復元口径9.4m、受謡径10.Sa,、立

ち上り器轟0.8匹を測を体部は外上方に立ち上り、受部は水平1このばされる。受部端部は尖

りぎみである。立ち上りは僅かに内傾している。口縁部は尖9ぎみで、端部は丸くおさめられ

る。調整は現存部分では内外面共に横ヤデ調整を施している。色調は内外面共に暗青灰色を呈

す。胎土は微粒の白色粒を多く含むものである。焼成は良好。.....須恵質の鉢である。復元

ロ径幻・""'を測る。体部は直線的に外上方へ立ち上り口縁部に至る．口縁蝙部は断面三角形に

仕上げられている。調整は現存部位では横ナデ調整を箪している。色調は内外面共に青灰色を

呈七胎土は微粒の白色粒を少量含むものである．焼成は良好．

織編（鯛9寵j,U-70) 681土．臼肇椀IV類に属するものと思われる。復元口径15.:!a,を測

る。体部は直線的に外上方に立ち上が口縁部は粘土紐を貼り付け肥厚させ玉縁となる。この

際、貼り付け痕として玉縁中に空間ができている．誕輪は内面及び外面体郎上位に施されてい
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ふ釉色は青味をおびた灰白色を呈七胎土は灰白色を呈し、微粒の黒色粒を含むものである。

焼成は良好..., .. 龍泉窯系青磁椀1類に凰するものと思われる。底径7.400.高台径..,oo. 
高台高·-•~を測る。底郎器壁"肉厚で．高台断iliiは四角形を呈す．体部は丸味をもって外上

方へ立ち上る• 高台畳付及び高台見込みは施釉されず露胎である。軸色は内外面共に青味をお

びた緑灰色を呈す。胎土は青灰白色を呈し．緻密なものである．焼成は良好。内面見込みには｀

重ね焼きの目躊が4ケ所残る,701士、龍泉窯系青鐵椀1類に属すると思われる．庇径8.000.

高台径6.600,高台高 1.0~を測る．底部器壁は肉厚で• 高台断面は四角形を呈す。内面見込

みには算片彫によるキ jコ状の文綴がみられる。高台畳付及び高台見込みには施軸されておら

ず露胎となる• 釉色は内外面共に黄味をおびた縁灰色を呈す．胎±は灰白色を呈し、緻密なも
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のである．焼成"良好．

土鬱品 CM≪図72) ""土製の錘である。長さ 1.,~. 幅 2.,~x2.1~を測る．形は

中位が最大となるエンクシス状の円柱形を呈す．中は空調で0.7mX0.8~ を測る円形の穴が

あいている．色調は貨禍色を呈す．胎土は赤鳩色のものを黄褐色のいのが包み込むような色調

を呈し、微粒の白色粒を含むしのである。焼成"良好．

4. まとめ

今回の調企では．磯辺山から北東に派生する丘陵上に、 A・B再区合せて、竪穴遍構24基．

溝状遺構10基．＊棺墓1基．掘立柱達物跡25棟、掘立柱構築物1基の存在を醸認した。 A・B

両区は．その距離も近く一連の遺跡と思われる・

当遺跡の賞まれた時期は.A区第8号竪穴遺構埋土中に混入して出土した須恵器杯の時期を

初源とし、一時途絶え、訟世紀初頭から !Zit紀前半を前後する時期に B区第 1• 2• 6• 22号

掘立柱建物などが出現する。その後.12世紀末から13僅紀前半にA区,_,号竪穴遺構やB区

1跨掘立柱建物、 A区第 1号木棺墓などが出現する最醤期となり、以後遺跡は衰退L.B区溝

状遺溝などが埋没して途絶える時斯は13世紀前半から中頃の時期であろう。

A区検出の竪穴遣構は、鉄浄及び罐の羽口、多量の焼士塊を出士することから、鍛冶• 特に

精工程に関連がある遺構の可能性が考えられる．又遺跡検出の掘立柱建物跡の柱穴埋土中か

らも鉄滓ゃ輯の羽凡焼土塊を出土すが掘立柱建物跡については、倉庫と建物の2種類が考

えられ｀縫物は▼ 相豆の重複をみる。柱穴が切り合い関係にあるものは、 B区第 3• 4• 10• 

11号掘立柱建物の4棟にすぎない。新'"関係を1日一新と表記すると 3号→4号、 101!-→11号掘

立柱建物のようになる。

以上．見てきたように．当検出遺構は、 121lt紀後半から13世紀饒半を中心とする時期のもの

で、鍛冶に関連する性格をおび、遺跡南部に見る掘立柱建物群は、これらに関るエ人の工房も

しくは家屋としての性格も考えられ言当遺跡が、中批野坂地区における鍛冶関連の拠点であっ

たことを裏づけるものと思われる．時期はのぽるが周辺地域に．鍛冶炉を検出した野坂一町問

遺跡が存在L、野坂地区が古くから鍛冶の一拠点として栄え｀これに関連するエ人集団の居住

区の存在も考えられる。 （安部）

註1 撮騎県教育委員会 r饂岡県遣脈等分布地図（宗像郡編）』 1釘7年
註2 貝原益軒 9鎮前國糟隋＋叩拾遺第4碁』

註3 宗像市教育委員会 『埋蔵文化財亮掘調査報告書第1集』 ［野坂中山遺跡」 1984年

註4 宗像市敦育委員会 『墟蔵文化財発撼調査報告書第9集』 r野坂一町間遺筋J ,.,, 年

註5 横田賢次郎・森●勉『太宰府出土の輸入中国輝鐵器1こついて』九州歴史資料館研究論集4

1978年
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第 3章吉留下惣原遺跡

1. はじめに

吉留下や胴遺跡は、福岡県宗像市大字吉留字下惣原に所在する遺廓で、宗像市と宮田町との

郡境にそびえる榛高325.7mの新立山から北へと派生する丘陵の北東側緩斜面にあたる襟高33

゜mから38mの地点に位置している・ 『福闘県遺跡等分布地図（宗像郡編）』では、岱じ!1)2番が

所在する古墳群から東へ約250m,鞍手町新延から猿田峠を越えて宗像市の赤問に抜ける直方

宗像線北側に沿うようにある。

当遺跡の所在する吉留地区は、遠賀郡・鞍手郡に抜ける分岐点として、古くから交通の要所

として発展してきた地域である。 8世紀後半から9世紀前半の範疇に考えられる武丸大上げ遺

品こみる。総瓦葺きの掘立柱群などがこの地域に存在十ることや近1ltに筑前六祖等で知られる

長鐵街道の一宿木屋瀬と赤問道で短られる唐津街道の一宿赤間とを結ぶ官道であったことなど

からも｀当地区が交通の要所として発展してきたことを11づけるものであろう。現在もこの地

箪は．国道3号線・直方宗像線等の道路が走り、遠賀郡から北九州市、鞍手郡から田/II.畳前

へと抜ける分岐点として発展している．

当遺跡の周辺には、中房内に一十八の蓮子を配する単弁十六弁蓮華文軒丸瓦及び、中央1本

縦線を中心に左右上下4回反転均正唐草文軒平瓦等の瓦を配したと目される掘立柱群を検出し

た武丸大上げ遺轄をはじめ古墳時tm頭から1確紀におよぶ生活遺構と遣物を検出Lた武丸高． 
叩磁古墳時代の竪穴住居跡と中世から近世の建物跡を検出した武丸小伏遺点弥生時代中

期から 6世紀の竪穴式住居跡等を検出した吉留京田遣品、 『福岡県遺跡等分布地図（宗像郡編）

に記されている吉留及び松丸の諸古墳、積石塚、遍初紙布地など多くの遺跡が分布している＇

発掘鵡査は．吉武地区県営圃場董偏事業に伴う緊急発掘調査と Lて、“加のうち、切り盛り

調整が思うにまかせずに削土される部分について調査を実施し言このうち遺構の遺存状況が比

較的よいと思われる 2地点より掘立柱群及び縄文晩期の包含暦等を検出した。北からそれぞれ

A区蜘of・.区1200.tと称して面的調査を実施した。
発掘調査期間は，稲の収穫がはじまったばかりの昭和61年9月n日、重繊搬入後ただちにお
こなった試掘調査によって始まり、昭和61年12月...遺構実測完了と共に、当遣跡の発掘調査

を終了した。稲の収穫時l111と重なり、途中収穫を待っために．約1ヶ月問亭掘讀脊をみあわせ

た．
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第祁図 吉留l''l>」頴遺疇A区遺構配置図 (1/200)

2. A区の調査

当区ば面的調査を実施した内.Jtlll•こ位量するいので．躾高認Smから33.おmの間に分
布する IKll),dの区域である．当区からは、竪穴遭構5基、掘立柱醜物跡2棟と.,. 翫基の柱穴

と思われる小竪穴遺構を検出した.~· 竪大遭構に関しては、遺物取り上げの便宜上、発掘進行

順に遺物を出土したもののみにP番号l番から幻養を符した。この中には．掘立柱蘊物跡2棟

の柱穴も含まれているが、これは後に各遺構の往穴番号に変更するものとした。又調査区遺構

検出面下に甑枚の堆積層があり．この中に縄文土器を包含することを醸認したため、遺構の検

出躙査後．この旬含層の鯛査を実施した．

当稿では．調査区内検出遣構についてl11告するものとし．縄文土器包含層及び出土遺物につ

いては．●J稿にてlll告する．
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1) 第 1号竪穴遺構

(I) 遺構（第47図）

主軸をN-1!1'-W方向にとるもので、調査区の北東龍に位置している．形は隅丸長方形を呈

し、長軸長1.42mX短軸長l.l3mを測る．

当遺構は、暗灰黒色粘質土を取り去った面で検出されており、壇土は黒色帖質土及び黒色砂

質土であった．この埋土上から．第1号掘立往建物騎3号柱穴が切りこんでいる．

2) 第 2号竪穴遺情

(!)遣構（第476'1)

主軸をN-s~w方向にとるもので、調査区の中央やや東寄りの所に位置している。形は長

方形を呈し、長軸長2.86mX短軸長1.49mを測る．

当遺構も第1号竪穴遺構と同様に暗灰黒色粘質士除去面で検出されており、埋土は黒色粘質

±であった．

3) 第3号竪穴遺構

(1) 遺構（第"図）

主輪をN —f!tf-E方向にとるもので、調査区東欄、第 1 号竪穴遺l11の南5mの所に位置して

いを形は遺構東壁を削平されており rコJ字状と呈しているが、長方形を呈していたものと

思われる。長軸長1.99m(I![元長） X短軸長1.14mを剛る．

4) 第4号竪穴遺構

(I) 遺構（第47図）

主軸をN-rrr-w方向にとるもので、第3号竪大遺構の東 lmの所に位置している。形は円

形を呈し事長軸長O.lflmX短軸長0.78mを111る。

当遺構は、暗灰患色砂質士を取り去った面で~ 黒褐色粘質土の遺構面が検出された。この面
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は、他の遺構検出面と同様であ

る．

5) 第5号竪穴遺構

(1) 遺構（第鵡図）

主軸をN-23~E方向にとる

もので、調査区北西部にあり、

第1号竪穴遺構の北西nmの所
に位凰している．遍構I士．当躙

査区内に約半分を検出したもの

で、残りは調査区外の畦により

消滅している。形は現状で、く

ずれた楕円形を呈している。長

軸長2.!J1m(現存長） X短軸長

2.39mを測る．

当量構の埋土は、黒色粘質士

が下層に堆積し、上層に黒色砂

質士層が堆積している．

(2) 出土遣物

6) 第 1号掘立柱建物跡

(l) 遺構（第49園）

~ 

,

＼

 

喜
•

|
-

£ -= = ·~ 
第図 吉留下惣原遺跡A区第5号竪穴遺構実瀾"1(1/≫l 

当遺構からは、土緬器の手握に近いもの及び須恵器甕の破片、焼士塊などが出士している。

主軸をN-88'-W方向にとるもので｀標高33mの等高線上にあり、等高線と直交する形で篤

2号竪穴遺構のlm程西に位置している。短軸2間x長軸3閏の蘊物で、東側矩輪長は4.14m

をIM,.柱穴間長は北から1.89m、I.四mを測る。西側短軸長は3."1mを111,.柱穴問長は北

から1.86m.1.74mを111る。北鱒長軸長は6.B6mを111,、柱穴聞長は酉から2.16m、2.14w.
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第4銹目 吉留下惣原漕齊A区第1号蟻立柱纏釦＂央測図 (1/0,)

2.22mfcillJる。南鱒長輪長は6.9'mを贋り、柱穴問長は西から2.28m.2.00m、2.鴻mを躙る．

当遺構3号柱穴は．第1号竪穴遺構を切っている．
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第a涸 吉奮下惣原遺縞A区第2号鑓立柱竃杓睛寛削団 (l/印）

7) 第2号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第団図）

主軸を羅北方向にとるもので．標高33mの等高練と平行する形で震1号掘立柱疇物鰭の北2

mの所に位置している．短輪2問X長輪2閻 (a)の建物で．北側短輪は調査区外である。胄

鋼短軸長4.12mを1111,.柱穴間長は西から1.96m、L訟mを1111る。東霞長軸長は5.58mC現存

長）をilllり．柱大閏長は南から2.30m,2.16mをilllる。百鋼長輪長は6.82m(覗存長）をilllO,

柱穴間長は甫から2.24m,2. れmをilllる．
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区 の 調査

当区は．面的調査を実施した内．南Ill"位111する 1, ので、標高:rimから38.Smの111l に分布す•

る、 1200olの区域である。当区からは．竪穴遣構14基、溝状遺綱5贔掘立柱建物鯵1例棗掘

立柱構築物2棟と多款の小竪穴遺構と検出した。 A区詞楳9ら小竪大遺構に関してP番号1番

から 128番を符した。各遺綱の柱穴に含まれるものIi、後に各遺構＂柱穴番号に変更する．

Huit 

/

Q

 "•• 

戸

一
こ

●匹

璽9●璽"這●

エ
u
u

●2号畳頑.- """ ― ●●●凰、●●
可 r---- 式--,,,,_ 

； 
。 ＇＂ 

第逗

,....., 号畳穴•彎

至一 """ 
言

I
 

i
 

•細

H
圧
L
L

., 
n ： 
II 

璽9脅璽穴●●

... 豊穴濃●

吉留下牧朦量嘗●区第•-•号竪穴遺惰文ill11l(Lぺ劾

-101-

' 



l 

1) 第 1号竪穴遺構

(1 I 遺構（第52図）

主軸をN-51'-W方向1ことるもので、榎高37.Smの等高線と平行する形で、調査区の北東隅

に位置している．形ば長方形を呈し、長軸長l.J2mX矮軸長0.4mを測る．当遺構と第14号

掘立柱建物跡6号柱穴とは切り合い関係にあり、新'"関係が認められる。

(2) 出士遺物

当遺構からは、土師器甕．須恵器甕・杯と思われる鹸Jtなどが出士している．いずれも織Jt

のため図化することができなかった。

2) 第 2号竪穴遺構

(!)遺構（第52固）

主軸をN-47'—W方向にとるもので、標高37.Smの等高線と平行する形をとり• 第1号竪穴

遺構の西-の所に位置している．形は、南璧のややくずれる長方形を品し．長軸長l.19mx

短軸長O.<Smを測る。当遺構と第14号掘立柱嶋物腑5号柱穴とは切り合い関係にあり、新1日閲

係が認められる。当遺構の埋土は暗灰黒色粘質土で• 第1号溝状遺構埋土と同様のものである．

(2) 出土遺物

当遺構からは、土師器甕、須恵器杯身などの破片が出土している。いずれも細片のため図化

することができなかった．

3) 第3号竪穴遺構

(1) 遺構（第52図）

主軸をN―認~E方向にとるもので，標高"1.5mの等高線上にあり，等高線と直交...る形で，

第1号竪穴遺構の北西3mの所に位置していを形は、長方形を呈し、長軸長l.06mX短軸長
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0.49mを襖lる．当遺構と第4号竪穴遺惰とは切り合い関係にあり、新Ill関係が認められる。

4) 第 4号竪穴遺構

(1) 遺溝（第52図）

主軸をN —⑫cw方向にとるもので＂標高 37.5mの等高線と平行する形をとり、第3号竪穴

遺構と重複Lた所に位置している．形は．長方形を呈し、長軸長l.35mX垣軸長0.61mを測る．

当遺構は第3号竪穴遺構に切られ、第3号溝状遺構からも切られている。

5) 第5号竪穴遺構

(1) 遺構（第52図）

主軸をN―蕊~E方向にとるもので、標高 :r7.25mの等高線と直交する形をとり、第 1 号濤

状遺構の北側に接するような位置に存在している。形は｀東壁がややくずれる長方形を呈し、

長軸長l.29mX短軸長0.36mを測ふ当遺構と第5号掘立柱穫物跳...柱穴とは切り合い関係

にあり、新旧関係が認められる．

6) 第6号竪穴遺構

(1) 遺構（第52図）

主軸をN-26~W方向にとるもので．標高:;/.5m の等高線と直交する形をと見第8号掘立

柱建物跡の東2mの所に位置していを形は、遭講北壁を切られており、 fコ」字状を呈して

いるが、本来は長方形を呈すも長軸長0.77m(現存長） X短軸長0.統 mを測る。当遺構と第

4号掘立柱建物跡5号柱穴とは切り合い関係にあり、新旧関係が認められる。

7) 第 7号竪穴遺構

(1) 遺構（第邸図）

主軸をN—岱~w方向にとるもので、標高37.Sm の等高練と直交する形をとり、第 6号竪穴
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遺構と重複した所に位置している。形は、東璧を大きく切られており、 「(J字状を呈してい

るが｀本来は長方形を呈する。長軸長1.04mX知軸長O.ll3m(現仔長）をi111る。当遺構北西隅

ぱ第7号掘立柱建物跡 1号註穴によって切ら9している．

8) 第8号竪穴遺構

(!) 遺構（第臼図

主軸をN-61~£方向にとるもので．標高37.5mの等高線と平行の形で、第6号掘立柱嬬物

跡の南lmの所に位置している。形は、長方形を呈し、長軸長l.llmX短軸長0.74mを欄る．

当遺構の埋土は、暗黄褐色粘質土で、当調査区の地山（黄褐色粘質士）とほとんど同じ硬さで

あった．

(2) 出土遺物

当遺構からは、その上暦で土師器壺の破片が出土している• これは、肩部から胴部にかけて

の破片で球形をしており、器壁も 3一租で薄いものである。取り上げ時に細片となったため、

図化することができなかった。

9) 第9号竪穴遣構

(I) 遺構（第印図）

主軸をN-7ff-E方向にとるも，，で、第9号掘立柱建物跡の北に接するように位置している．

形は、隅丸長方形を呈し，長軸長0.86rnX娠輪長0.51mを測る．

(2) 出土遺物

聾（錆16園⑳ 勾は、弥生土器甕の底部破片である．僅かに上げ底となってお,.内面

は丸く窪んでいる．体部は底から 200穏直立し．そこから外上方へ立ち上るものと思われる．

色調は外面で暗灰褐色を呈し．内面で黄灰蝸色を呈す．胎土は1一前後の白色及び半透明粒を

多く含む多孔質のものである。燒成は良好。底径6.4mを欄る．

-104-



衣,, -

I 已''.:;~穴●●

ー 辺

［ 
璽●●璽［五＇

一~

>!
I 
I ... ●●胃ll!F遭•

3'=  

I; 

第造 吉留下惣原遺跡B区第7~11号竪穴遺Ill寅測門 (I/珀

-105-

_I  

⇒ ~ 

I 

A
 

冑l州

=-=—一つ奎言
●1い｝蓋穴●●

I 

-~ ~ 

＼ 

I lfi1 
糟'"'
● "号・穴量彎

m直



10) 第10号竪穴遺構

(I) 遺構（第認図）

主軸をN-o•-E方向にとるしので、調，，区の南東部に、第11号竪穴遺構と重複し、籠高38

mの等高線に直交する彫で位置している．形は，遺Ill南壁を第11号竪穴遺構により大きく切ら

れているが、 lffPl形を呈していたいのと思われる。琵軸長l.l2m(現存長） X紺軸長1.05mを

瀾る．

(2) 出土遺物

当遺綱の出士遺物は、第ll号竪穴遺構との重複部位で出士しており、両遺構のいずれに属す

ものか明鐵につかむことができず.lO•ll号竪穴遺構出土遺物として取り上げた．

土鱒縫（第7蒻024) 241よ、土師器甕の日頚部肇片である．頚部は「{j字を呈し、この

類部から口縁鶴が直線的に外上方へのび、端部は尖りぎみにおさめている。調整は、現存部位

で内外面共に績ナデ調聾を施している．色調は内外面共に褐色を呈す。胎士,u.的後の白色
粒を含むものである．焼成はややあまい．口径"'・""を漏る．

須恵醤（鼻／直lu・23) 22t.l. 須恵器杯蓋である。天井部から丸味をもって下降するも

，，で．口諏部はさきぼそりとなり直立する。罐郭Ii尖りぎみにおさめられている．調整は、現

存郎位で内外面共に横.,.デ調整を結している．色調Ii内外i!ii共に淡青灰色を呈す。胎土は微粒

の白色粒を含むものである．焼成は良好。口径12.な口を測る。 23は、平甑の肩部破片である。

頂部に厚さ 3一程の帖士円盤を貼り付け穴を覆っている。調整は外面で横方向のカキ目調甍を

施し．その後口頸郎を取り付ける横十デ綱整を施していな内i!iiは現存部位で憤ナデ調整を施

している．色調1士外面で黒灰色を呈し．内画で灰色を呈す。胎土は0.5a程の白色拉を含むも

，，である．焼成は良好．

11) 第II号竪穴遺構

{ll 遺構（第臼図l

主軸をN―訟LE方向にとるもので．第!Ol坪紆c遺構と重複し．標高38mの等高線に平行す

る形で．第16号鼠立柱建杓蔦の隋2mの所に位置している。形..楕円形を呈し、長軸長1.62m

x短軸長!.!Gmを測る．
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(2) 出土遺物

当遺構からは、第10号竪穴遺講と重複していない郎位より、須恵器壺を検出した．

須恵lt(li7雌目21) 21は、須恵器壷胴郎から肩郎にかげての蔽片である。胴部中位上半

に最大径をもつもので．球を儡した器形を呈す．調整は、現存部位で内外面共に攘ナデ調整を

施す。色調は内外面共に靖黄灰褐色を鼠す．胎土は 1一前後の砂粒を含む．焼成は不良．
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12) 第12号竪穴遺構

(1) 遺構（第3図）

主輪をN-<6"-W方向にとるもので、調査区のほぽ中央Iこ` 第13号竪穴遭講と重複して存在

している．形は、円形を呈し、長軸長 lmX短軸長0.96mを副る．

13) 第13号竪穴遺構

(1) 遺構（第臼図）

主軸をN-l~E方向とほぽ磁北にとるもので、第12号竪穴遺構と重複して存在している．

形は．遺構南東壁を切られているが,ff!円形を呈するものと思われる。長輪長0.94mx短軸長

0.63mを測る。

14) 第14号竪穴遺構

{I I 遺構（第54llil)

主輪をN-2l~E方向にとるもので• 第9号掘立柱建物跡の南2m程の所に位置している．

形は、円形を旦し、長軸長l.49mx短軸長1.4mを1111る．

15) 第 1号掘立柱建物跡

(1) 遺構（鄭四目）

主輪をN-Jlf-W方向にとるもので｀標高37.25mの等高線と平行する形をとり｀調査区北

隅に位置している。短輸2閻x長輪l問の建物で、北側短輪長は3.42mをillJO、柱穴問長は西

から1.64m、1.30mを測る。南鋼短軸長は3.08mをi11J見柱穴閏長は西から1.52m、l.鴻mを

illJる。東鋼長軸長は3.46mをillJO.柱大問長は3.10mをillJる．西鱒長軸長は3.2'lmを111,、柱

穴間長は2.72mをillJる．南北短軸中位柱穴を結ぶ中点にも1号柱穴が存在しており｀柱穴閏長

は北から1.56m、1.52mを漢か当遺構3号往穴と第2号掘立柱鴫物腑1号柱穴とは切り合い

関係にあり.1/ilO関係が認められる．

ー108-



p
 

心""'

「上、-::;:I" 
—"-·----I 

． 
§
に
．
し▲ 

h
 

託戸~, ~ ・;.L」
ト。.J1 !ilM 

。
~
,. 

第55図 占留下わ胆渭躊B区糖 l号掘立柱建物跡実測図 (l/60).

16) 第2号楓立柱建物跡

(I) 遺構（第56図）

主軸をN-57"-E方向にとるもので．標高立25mの等高線上にあり、等高線と直交する形

で、第 1号掘立柑達杓跡の東に重複して存在している．短軸2f!llX長輪2間の建物で、東側短

軸長は'・°'"'を濶り、柱穴間長は北から1.76m、1.58mを測る。酉側短軸長はU6mを測り．

柱穴間長は北から1.94m,L62mを醐る．北饒長軸長は,.絹mを測,.柱穴問長は東から2.04

叫 1.76mをil11る。隋鱒長軸畏1>4.40mを1!11り、柱穴間長は東からL氾叫 1.92mを測る．当

遺構3号柱穴と第2号議状遺構とは切り合い関係にあり、新,.関係が認められる。
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(2) 出士遺物

当遺構 1• 3~9 号柱穴からは、土師器甕•牛角把手付土器の把手部、須恵器杯量·杯身・

甕などを出土している。
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土II鑢（第,.図3) 3 は、上師器牛角把手付土器の把手部である．把手は 2.5~租の棒

状上塊を上器にとり付け、 Sa程の粘土紐貼り付けにより舗強している。土器と把手接着部は

ナデ調整9こより整えられ．把手部は箆削り及びナデ調整により璽えられている．色調は内外面

共に黄掲色を呈す．胎土はい暉前後の半透1月粒を多く含む多孔質のしのである。焼成は不良．

須應馨（欝暉1・2) lは．杯量口縁部の蔽片である．図示した傾きは定かでない．

体螂と"縁郎の境にかるい稜を有する."縁部は僅かに外反し、端郎はやや尖りぎみではある

が、丸（おさめられている．色調は外面で罐灰褐色を呈し、内面は小豆色を呈す。胎土は黄昧

をおびた青灰色を呈し、微粒の白色粒を含む精良なものである。焼成は良好. 2は、杯身であ

る．体部は籟やかに内彎しつつ外上方に立ち上9、受部でかるい段をもって内傾するたらあが

りがとりつく。受郎は短か（水平にのび、端郎は丸（おさめている．口緑部は、さきぼそりに

のばされ．端部はやや尖9ぎみではあるが、丸（おさめている。色調は外面で黄味をおびた冑

灰色を品し、内面は黒灰掲色を呈す．胎土"'・ 灰白色に黄緑色粒斑を含む色調を呈し. 0.5• 

臣の白色粒及び黒色粒を含むやや粗なものである．焼成"'良好。復元口径12.2~. 受部径13.6

ば・たちあがり高 o.,~を測る。
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l7) 第 3号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第57図）

主軸をN-00'-E方向にとるもので，帳高'7.5mの等高練と直交する形をとり、第4号掘立

柱建物躊と重複し｀第2号掘立往建物騎の酉2mの所に位置している。短軸1間x長軸2間の

纏物で、東蝿娠輪長は2.41mを誕り、柱穴閏長は1.96mを濁る．西側短軸長は2.34mを調9、

柱穴閣長111.72m を調る．北側只輪~1'4.22m を測り、柱穴問長は東からI.認m、1.88mを瀾

る．南圃長輪長は4.22mを調9、柱穴間長は東から1.88m,1.78mを嗣る．当遺構3号往穴と

第4号掘立tt建物腑●号柱穴とは切り合..閲係にあり、当遭構が第4号掘立柱建物躊に切られ
ている．

(2) 出土遺物

当遍IIIL-6号柱穴からは．土緬器甕須恵器杯の破片などが出士している．いずれも繍片

のため図化することができなかった．

18) 第4号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第認図）

主軸をN—碑LE方向にとるもので、標高幻.25mの等高織に直交する形をとり．第 6 号竪

穴遺構及び第3号掘立柱達物欝と重複した形で存在していも短軸2問x長輪2間の建物で．

東綱短輪長は3.52mをilll9、柱穴問長は北から1.44m、1.64mを測る．西詞ば軸Eは3.62mを

潤,.柱穴問長は北から1.62m.1.56mを潤る。北厠丘軸丘は3.74mを1111,.柱穴間長は西か
ら1.58m、1.68mを調が南鴨長軸長9ね・"'を瀾り、柱穴問長はI.訟m.1.56mを測る。南北

長輪中位柱穴及び東西緬輪中位柱穴を結ぶ交点にも 9号柱穴が存在しており．柱穴問長は北か

ら1.62m、I.Slimを測,.西から1.72m,I. 邸mを測る。

(2) 出土遺物

当遺構1~5・7~9号柱穴からは、上輝醤こと思われる敵片・甕、須恵器杯・壺・甕など

の馘片が出±している。いずれも編片のため図化できなかったが、須恵蕃壼の肇片は、器璧が
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4皿程で、体部が疎形を呈す．内面に同心Pl.外面に平行叩きを有するものである。

19) 

(1) 

第 5号掘立柱建物蹟

遺 構（第59図）

主軸をN-4l~W方向にとる tので、標高 :r7.25m の等高緯上にあり、等高縁と平行する形

をとり、第2号掘立柱建物跡の南東3mの所に位置している．短輪2il!X長軸2問の蘊物で、
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北圃短軸長は4.08mを.,.往穴問長は西から2.04m、l.4'mをil!lる。南鋼短軸長は4.48mを

ill!,. 柱穴問長は西から1.88m.1. 随mを測る。東憾長輪長は4氾 mを測,.柱穴問長は北か
ら2.14m、1.96mをil!l生酉偏長軸長は4.62mを.,.柱穴閏長は北から2.0lim、2.22mをil!l
る。当遺構9号柱穴と第5号竪穴遺構. 9 号柱穴と第 1~溝状遭構、 1・2号柱穴と第2号溝

状遺構とは切り合い関係にあり．新'"関係が認められる．
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(2) 出土遺物

当遺構の柱穴からは、土師器金・甕、須恵器杯身・壷•甕など，，蔽片が出土していもいず

れも細片のため、図化できたものは須恵器杯身 l点にとどまった．

須恵器（算76図4) 4比杯身である．体部は緩やかに内彎しつつ外上方へ立ち上り．

受部で段をもって内傾するたちあがりがとりつく。受郎は水平1このばされ．端部は尖りぎみで

はあるが丸くおさめている.Q縁部は．さきぽそりにのばされ、嬬部は尖っている。色調は外

面で鰯賞灰褐色を呈し、内面で黄蝸色を呈す。胎土はほとんど砂粒を含まない精良なものであ

る．焼成は不良。復元口径u.紅■、受部径13.む”、たちあがり高·-·~を測る．

20) 第 6号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第印団）
二 「ゴ
曲 U

主輪をN-<l~W方向にとるも

，，で奮標高'7.25mの等高線に平

行する形をとり、第 1号掘立柱構

築物跡と重複し、第5号掘立柱建

物跡の東2mの所に位置している．

短軸1閻x長軸2間の建物が考え

られるが、当遺構北東2m程に第

5号掘立柱建物跡2号柱穴と並ぶ

2基の小竪大を当遺構のものと想

定すると短軸2閏x長軸2間の建

物が考えられる。しかし、これは．

第5号堀立柱建物跡3号柱穴を当

遺構の柱穴としなければならない

ので．背えにくいものである．ょ

って、短軸 1問x長軸2間の建物

とする。北側短軸長は2.12mを潤

り、柱穴閻長は1.74mを測る。南

側短軸長は2.18mを潤り．柱穴Ill

長は1.76mを詞る。東偏長軸長は
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3.18mを測,.柱穴間長は北から1.16m、1.心"を測る。西側長軸長は3.42mを醐り、往穴間

艮は北からL伍 m、1.48mを測る．

21) 第 7号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第61図）

主軸をN-2l~W方向にとるもので、第 1 号竪大遺構と重複し、第 6 号羅立柱違物跡の酉 1

m程の所に位置している。短輪1間x長軸2間の建物で、北側短軸長は2.44mを測り、往穴問

長は1息Smを測る。胄側短軸長は2.52mを測り．柱穴間長は1.82mを測る。東腿長軸長は3.7fi

mを測り、柱穴間長は北から

1.68m、1.50mを測る。面Ill

長軸長は3.78mを測り、柱穴

間長は北から1.70m、1.68m

を測も当遺構と第4号掘立

柱建物跡とは切り合い関係が

推定される瓜遺構から明蹴

にすることはできなかった．

(2) 出土遺物

当遺構5・6号柱穴からは．

士師器壼・甕の破片が出土し

ている。

土鰤鑓（鰤76園5) 5 

は、土師器甕の破片である。

ロ縁部は「く」字状を呈L.

外上方へのび、端部は僅かに

外反する。調整は内外面共に

横ナデ調整を施す。色調は外

叫杜

か・ゾ
日ー・

O
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・
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． 
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面で黒撮色を呈し、内面で褐

色を呈す．胎士は In程の砂 第61図 吉留下惣原遺鰭B区第7号撼立柱謹""完刑E

空

粒を多く含む．焼成は良好． (1/60) 
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第62図 吉留下惣原遺跡B区第8号掘立柱建物騎実測図 (1/60)
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22) 第8号掘立柱逹物跡

(1) 遣溝（鄭泣図）

主軸をN-25"-W方向にとるも，，で｀標高37.5mの等高繰上にあり、等高線と平行する形

をとり、第7号掘立田甚物鯵の西2m"所に位置している．瓶軸2IJIIX長軸200の達物で、北

債矩軸長は4.46mをil11り、往穴閏長は酉からl.72m、I.紐mをil11る．附側短輸長114.34mをillJ

り、往穴間長"葦から1.72m、,.oomを測る。東側長軸長115.76mを測凡柱穴開長は北から

2.52m、2.32m!c測る。函側長輪長115.64mをillJり言往穴IJll長は北から2.40m.2.26mを潤る．

(2) 出土遺物

当遺構，，柱穴からは．土師器鉢・甕．須患器杯蓋．杯身・壺・甕などが出土している．

土鰤曇（璽16119-12) t1は、土師器鉢である。図示した傾さは．破片が細片であるた

め定かでない体部は僅かに内彎Lつつ外上方に立ち上り、頸部にかるい稜をもって口縁部へ

と大き（外反する．端部1むとりぎみにおさめられている。調整Ii風化が著し（明確ではないが

頸部外面稜練下に斜方向に走る刷毛目調整を認める。内面は横方向の十デ調藍のように思える．

色調は内外面共に赤味をおびた黄灰鳩色を呈す．胎土は微粒の白色粒を含むも，，である．焼成

はややあまい. 9·10•121i. 土師器聾である。""・ f(J字状に屈曲する頸部をもつも，，

で内面に 1綾を有する．口縁部は内面で直線的に外上方に立ち上るが．外画は僅かに内彎しつ

つ立ち上瓜端部は尖る。調整は内外面共に111iナデ調整を箪す。色鯛は外面で赤褐色を呈c.
内面で黒掲色を呈す.Jl/t士は微粒の白色粒を含むものである．焼成はややあまい,tor士、体部

が内彎しながら頸邸に至り、大き（外反Lて口縁部となる．端部は尖9ぎみではあるが、丸（

おさめている．体郎、頸部、口縁部，，境は明練でない。躙整は内外画共に111iナデ調整を施す。

色調は内外面共に黄謁色を呈す,Jl/t士は 0.5 —程の白色粒を含むものである。焼成はややあま

い。 121,.体部球形を呈c.頸部内面に段をもっ• A縁部は外反しつつ立ち上り、尖9ぎみで
蟻部は丸（おさめていが調整は風化が著し（明醸ではないが、口類部は111iナデ調整．体部外

面は縦方向の刷毛●調整を篤したと思われる．色調Ii外面で黒褐色を呈し、一部褐色を呈する部

位を認める。内面は赤味をおびた黄褐色を呈す,JIit土は0.5一程の白色粒を多く含むものであ

も焼成は良好。復元口径17.2mを潤る．

須憲曇 (1176園6-8) 8は．杯蓋である。天井部から丸味をもって下隣し、口縁祁を

鬱かに内彎させ、端螂は尖りぎみではあるが．丸（おさめて直立させる• 天井部は削切り離し

の後末調整のものである．調整は現存部位で内外面共に111iナデ調整を脆す．色調は外面で黒灰
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色と呈し．内面で灰色を......胎土は 1一前後の白色粒を多く含むものである．焼成11良好．

復元n径11.8m、器高3.Bmeilllる. 711, 杯身である。体部は緩やかに内彎しつつ外上方に

立ち上り．受部でかるい段をもって内傾するたらあがりがとりつも受郎は短かく水平にの"

され、蝙部は丸くおさめていも u緑部ぱ．ささぽそ 9にの"され．端部は尖っている．躙整

は現存部位で内外面共に潰ナデ調整を施す．色鳳11内外面共に躇茶色を呈す。胎.ti士微粒の白

色粒を含むものである．焼成11良好．復元口径9.0m,受部径10.&m.たらあがり高0.7"'と

測る。 811.壺の破片である．図示した傾きは定かでない．体部は球形を呈す．謁整は体郎下

位に箆削り調整と施し．他I計貴...デ調甍である。色調"内外面共に暗青灰色を呈す。胎土1之微

粒の臼色粒を含むものである。焼成"良好．

23) 第9号掘立柱建物跡

(I) 遺 構（第63国）

。
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主軸をN-20L W方向にとるしので、繰高37.6mの笞高縁9こ平行する形をとり、第8号甑

立柱追物鰭の南2mの所に位置している．短軸2間x長軸川笥，，建物で、北側厖軸長Ii,2.54 

mを測り、往穴閥長は西からl.l4m、l.08mを測る．南側短輪長は2.44mを瓢り．柱穴間長は

西から1.02m、l.08mを瀾る。東側長軸長は2.紐mをilllO、柱穴間長は2.36mを測ふ西側長

軸長1訟 .72mを測，)、柱穴間長は2.34mを瀾る。南北中1姐柱穴を結ぶ中点にも1号柱穴が存在

しており、柱穴間長は北からI.Um、l.l6mを厠る．

(2) 出土遺物

当遺構 I• 3• 5• 6号柱穴からは、土師器の蔽片、須患器杯などが出土している．

須●● （纂761113) 1311、杯である。体郎"緩やかに内彎しつつ外上方に立ら上るもの

で、中位にかるい稜をもつ。調整は底部に箆削り調整を崖し、内底で不定方向のナデ調整が崖

されている。他は横ナデ調整である。色調は内外函共に暗茶鳩色を呈す．胎土"内面偏で灰色

外面llllで暗茶褐色を呈す色調で、 0.5一程の白色粒を含むものである。焼成はややあまい・

訊） 第10号掘立柱建物跡

(!) 遺構（第臼図）

主軸をN-7'~E方向にとるもので．擬高訂.7>mの等高纏上にあり．等高練と平行する形

をとり、第7号掘立柱建物眈の南2mの所に位置している。短輪2問X長軸2間の建物で、東

側短軸畏は4.26mを潤,.柱穴問長は北から1.88m.l.62mを111Jる。西側短輪では．東Ill瓶軸

4号柱穴に相対する柱大が欠損している。現存短軸長は2.29mを測り、柱穴問長1文l.66mを111J

る。北側長輪では、南瓢長軸2号柱穴に相対する柱穴が欠損している。現存短軸長は2.36mを

蘭り、柱穴間長はl."'mを瀾る．南鱚長1i長1"4.勾mを潤り．柱穴間長は西からl.86m.1.74 

mを111Jる。東酉短軸中位柱大及び南北長軸中位柱穴を結ぶ交点にも 8号柱大が存在しており奮

柱穴間長は西から1.74m.l.62mを1111,.北から1.78m、1.66mを潤る．当遺構3号柱穴と第

11号掘立柱這物跡6号柱穴とは切り合い関係にあり＂当遺構が第 11号掘立仕建物蛤に切られて

いる．

(2) 出士遣物

当遺構柱穴からは、土師器甕．須恵器杯•甕などの編片が出士している。
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第＂団 吉留下印瞬嗜岡B区第10号掘立柱穫杓霧実潤図 (I/田）

25) 第II号掘立柱建物跡

(1) 遣構償臨図）

主軸をN-55~E方向にとるもので、第10号掘立柱建物躊と重襖し．標高幻.76mの等高緯

と平行する形をとるもので• 第7号掘立柱建物跡の南5m程の所に位置している．短軸1闊x
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長軸2Jlllの建物で、東側短輪長は2.19m>瓢9、柱穴問長i,1.72mを測る、西鯛姐軸長"'・'"

mを測，)、住穴間長はI.氾mを潤る。北側長軸長は3.99mを測り、柱穴間長"匝からI.BOm.

1.68mを測る。南側長軸長は3.70mを嚢l'J、柱穴間長は西からI62m, 1.74mを樹る．

血•

｀ I ＼ノ
トー., ., •— 
I I .... 

0
k
 

.,,,,3 

細困 吉留下セ原遺跡B区第11号掘立柱建物跡実測図 Cl/60)

(2) 出土遺物

当遺構柱穴からは．廿諏器杯・甕の破片などが出土している。いずれも編片のため、図化で

きたいのは｀土師器杯1点にとどまった．

土鱒曇 (1176國14) 1411, 土師器杯である。器壁は 1-2一と非常に薄いものである．

体部は緩やかに内彎しつつ、外上方に立ち上り．口縁部は薄く引きのばされ尖ったものになり

直立し．罐部は丸味をもっている。調整は底部外面で右斜方向から左斜上方向に向って静止箆削

り諷整が右回転方向に崖されており、体部中位にかるい綾をもたら....この綾から上は横＋デ

調整を嵐す．内面体部も績ナデ調整である。色調は内外面共に茶褐色を呈す.Ill;土は微粒の白

色粒を含むいのである。焼成はあまい．復元口径12.4<mを測る．
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第お図 占留下や屑噴栴B区第12号湿立柱建物跡実測図 (l/00)

26) 第12号掘立柱建物跡

(1) 遺構 （第鉛図）

主軸をN-,s~w方向にとるもので．第 6 号掘立柱建物跡の南東2m、第10号堀立柱建物跡

の東2mの所に位置している。短輪2間x長輪1問の建物で．北鋼短軸長は3.おmを聞9、柱

穴間長"西から1.40m、l.30mを測る。南饒短軸長は3.叩mを潤,.柱穴間長は西から1.58m

1'36m を潤る。東鱒長軸長は3.«m をill• 、柱穴問長は2.76m を潤る• 西側長軸長は3.32mを

測り．柱穴問長は2.82mを潤る。南北短軸中位柱穴を結ぶ中点にも 1号柱穴が存在する。柱穴

屈辰は北から1.38m.I. 緯mを測る。当遺構3• 5 号柱穴と第13号錮立柱蘊物躊5• 9号柱穴

とは切り合い関係にあり．当遺構が切られている。又当遺1116号柱穴と第2号掘立柱Ill笠佑鯖

1号柱穴も切り合い関係にあ,.当遺構が切られている．
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(2) 出士遺物

当遣構lit往大を除く柱穴からIi.±師器甕の破片、須恵器杯身・瓶の口縁部跛片などが出
土している．

須●● （鵞76園15•16) ''"・ 杯身である。体部は底部から外上方に立ち上,.中位に

沈緯状の段を有L,これから屈曲して、重直にのび.u縁部となる。受部は水平にのび、端部
は尖る．たちあがりは、内面で垂直に立ち上,.外面"内傾Lて立ち上る.u緑端部は尖る．
調整,,底郎に箆削9調豊を施し、それ以外は槙ナデ調整である．色調,,外面で青灰色を呈し．

内面で暗灰色を呈す．胎士は微粒の黒色粒を含むものである．焼成,,良好。慎元口径6.8m,

受蜀径'・'"'・ 器高 l.60,,たちあがり高0.5一を測る。'"'・ 瓶U頸部の破片である。口頸

郎は直線的に外上方に立ち上,."縁郎"僅かに内彎し直立する。嬬部は丸くおさめている．

調整は．現存部位で慣ナデ調整を施している。色調は内外面共に暗灰色を呈す．胎土1土淡青灰

色を呈L.微粒の黒色粒及び0.5一程の白色粒を含むものである．焼成は良好．復元n径 6.6

"'と濃lる．

27) 第13号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第町図）

主軸をN-64LE方向にとるもので．第12掘立柱建物跡及び第2号掘立柱構築物跡と重複し．

第1いH掘立柱建物跡の東2mの所に位置している。短軸2問X長軸2問の建物で・東側短軸長

は4.12mを測り、柱大間長は北から1.68m.1.96mを欄る。西飼短軸長は4.IOmを測9、柱穴

間長は北から、 1.82m、2.02mを111る。北鰐長軸長は4.70mを潤り、柱穴間長は西から2.24m,

2.12mを胴る。南側長軸長は4.94mを潤,.柱穴閏長は洒から2.32m、2.04mを潤る。当遺構

9号柱穴と第2号嗣立柱建物跡6号柱穴とは切り合い関係にあ,.当遺構が切られている．

28) 第14号掘立柱建物跡

(1) 遺構（郷追図）

主軸をN-.,,--W方向にとるもので、第1•2 号竪大遺構と重複し．調査区の西隅に位置L

ている．娠軸21!1lX長軸2間の建物で、北側短輪長は,.妬mを瀾,.柱穴間長は西からI.妬m.

1.58mを嚢る。南側短軸長は3.20mをill!9,柱穴llll長は西から1.62m.1.26mをill!る。東側長
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第6咽 古留下控原遺跡B区第13号掘立柱建物跡実瀾図 (I/60) 

輪長は4.70mを測り｀柱穴間長は北から1.98m、2.24mを襴る。西側長輪長は4.70mを潤り、

柱穴間長は2.36m.2.14m を測る．南北短軸中位柱穴及び東西長軸中位柱穴を結ぶ交点にも•

号柱穴が存在しており．柱穴問長は北から2.24m.2.21mを潤り、酉から1.46m、1.50mを潤

る。
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卿匁 吉留下惣原遺跡B区第14号煽立柱浅杓爾実測口 (J/60)
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第印図 占留下把原遺跡B区第,.,,.. 立柱建竹躇重●l団 (1/0l)

29) 第15号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第69図）

主軸をN-52~E方向にとるもので、第14号掘立tt!l!佑籟つ南西4mの所に、譴査区南東壁

へ消えるように位監していも短軸l閏 (o)X長軸3間の建物で、東鯛短軸長は3.00m(現

状）を測9、柱穴間長は1.!llmを測る．西側短輪では隅の柱穴を検出 Lたのみである。北側長

軸長は6.68mを測り．柱穴問長1む否から1.94m、2.22m.1.92mを潤る．

30) 第16号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第70図）

主軸をN-73"-E方向にとるもので．第10• 11号竪穴遺構の北2m程の所に位置している．

短軸1間x長軸2間の建物で．東憾逗輪長は2.lBmt壽り、柱穴問長は1.認mを測る。西側短
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軸では、東側短翰ヽIサ柱穴にり1対

十る杜穴が欠損している．北側艮

軸では、南側長軸1サ柱大に相対

十る柱穴が欠儀している。現存艮

軸民は2.22m を i11l•J 、柱穴間長"

l.84mを潤る．南側長軸長113.48

mを浸り．柱穴,m長"西から1.20
m、I.訟mを測も南北長翰中位

柱穴は西に厖している．

(2) 出土遺物

当遺構2-,号柱穴からは、±
師器杯・甕などの破片が出土して

いる．

土鰤纏（露76園17) 171ま、

士師器杯である。体部は丸味をも

って外上方に立ち上り、口緑部は

31) 第17号掘立柱建物跡

(I) 遺構（第71図）

第70同

，
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゜〇ー考mM Oご

囀.... 

可し」—

。 '" 
吉留下豹録遺躊B区第16号掘立柱建物躊実瀾因

僅かに内彎して直立する。端部は

丸くおさめられている。調整は現存部位で内外面共に憤ナデ調整を施している。色躙は内外面

共に暗茶褐色を呈す。胎土はほとんど砂粒を含まない精良なものである。焼成"良好。復元口

径10.,~を潤る．

(l/60) 

主軸をN-4~E方向にとるもので、第16号掘立柱達物跡の南東Smの所に位置している。

短輪2間x長軸2間の建物で、北債短軸長は4.16mを測り．柱穴間長は西から1.88m、1.80m

を潤る。南側短軸長は3.98mを測り．柱穴間長は西から1.84m.1.78mを測る。東側に軸且は

4.22mを測り、柱穴間長は北から1.90m,1.88mをilllる。西側長軸長は4.32mを瀾り、柱1cllll

長は2.04m、1.86mを測る。南北短軸中位柱穴及び東酉長軸中位柱穴を結ぶ交点にも 9号柱穴

が存在しており、柱穴間長は北から1.96m、1.98mを...西から1.98m.1.86mを潤る、＇

! 
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{2) 出士遺物

当遺構1°8号柱穴からは、士師器甕の破片などが出士している。いずれも細片で。図化で

きたものは 1点にとどまった．

土鰤磐（算16図18) 181ふ土師器甕の口縁部破片である。図示した傾きは定かでない。

'" 

ロ緑部は外反しており。蝠郎は尖っていも調整9ま風化が著しく明瞭ではない。色調は内外面

共に9音茶褐色を呈す。胎士は la程の白色粒を多く含む多孔質のものである。焼成Ii良好と思

われる．
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第7磁 古留下や"""眈B区第18号儡立柱違竹＂完● I国 (1/00)

。

,. 

32) 第18号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第72図）

主軸をN-蕊 ~゚w方向にとるもので、第l6号掘立柱建物跡の南Sm程の所に位置している．

短軸2間x長軸tillの建物で、北側垣軸長は2.52mを測り、柱穴間長は1.12m、1.remを測る．

南側短軸長は2.74mを瀾り、柱穴間長は西からl.06m.l.30mを測る• 東側長軸長 9よ4.28mを

瓢り、註穴問長は3ふSmである．西憾長軸長は4.28mを潤り．柱穴間長は4.0mをillJる．

(2) 出土遺物

当遺1113• 4号柱大からは．土鰤器杯・椀などの敲片が出土Lている．

這曇（璽＂墨 19) 191t, 土師器杯である．体部は緩やかに内彎しつつ．外上方に立ち

上り、肩部に段を有し ,Q縁部は直立する。端部は尖っている。諷豊は外面肩部の段下から底
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部にかけて、右糾下から左斜上方

向＂静止箆 M』）と右凪転に施して

いる,fl!!の調整IがJI鰈でない。色

調"内外1面共に赤味とおびた貨灰

禍色を且す。胎.rlt0.5ml<の白

色位を少鼠含むものである．焼成

は良好．復元口径...四を副る．

33) 第19号掘立柱建物跡

(1) 遺構（第73図）

主輪をN-鉗LE方向にとるも

，，で、標高en.Sm<>等高線上にあ

り、等高絲と止交する形をとるも

ので、第·~掘立住迂竹．鮪の南東

4m程の所に位,111している．短軸

1問x長軸2間の達物で,JI!側娠

輪 111.82mを測り、柱穴問長は

1.40mを瀾も西側短軸長は2.08

mを副り、柱穴眉J長は1.58mを潤

叫 u

I I 
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一ー,__,_,_.....----~-•. ~.-
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る．北側長軸長li3.38mを測り、

柱穴.,長は西からI.心m.1.34mをilllを南1l11長輪長は3.20mをilll'J、柱穴間長は西から1.40

m. 1.48m を illlる。当遺構2• 5号柱穴と第1号溝状遺精と"、切り合い閤係にあり．当遺構

が切られている．

第屯 吉留下惣胴;a,..区第,,.,掘立仕建物跡実潤図
(l/00) 

34) 第 1号掘立柱構築物跡

(I) 遺構 (iil74図）

主輪>N-82~W方向にとるもので、標配!7.5mの宇届線に平行の形をとり．第 7 号握立柱

建物跡の東3mの所に位置している．短軸1問x長輪3間の構築物で，東1!1短軸長は1.36mを

測り，柱穴問長は1.12m を測る。西側緬軸長は1.22m を潤り，柱穴間長は1.04m を瀾る• 北圃
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長軸長は6.02mを測り．柱穴IJlj長は西から1.86m.2.<>tm、1.86mを潤る，南側長軸1!116.06

mを測り、註穴'"長は政から1.96m.1.94m、1.96mを潤る．：出遺'".7号註穴と第,,;溝

状遺1肩と11切り合い間係にあり、当遣構が切られている．又当遣格と第6サ掘立柱との間1こ切

り合い関係が推定できるが、遺構による新'"関係""'障9こできなかった．

35) 第2号掘立柱構築物跡

[I) 遺構（第15図）

主軸をN-82'-W方向にとるもので、第 1号掘立任構築物跡の南4mの所に平行して存在し

ている．短軸1間x長軸2間の構築物で．東側俎軸長lil.30mを測り、住穴1日長はI.Olmを測

る。匝側面軸長は1.34mを測り．柱穴l町長1士l.12m!c測る．北側長軸長は,.umを測り．柱穴

間長は西から1.88m,1.96mを測る。南側長軸長は3.92mを1111,.柱穴llll長は西から1.82m,

1.88mを測る．

36) 溝状遺構［第51図）

当調査区内には第 l~5号までの満状遺構が存在している．これらの遺構9え．調査区の北側

蟷汲び南東部に位置していを第 1•2 号濤状遺清は切り合い閤係にあり、第 1 号9鼻状遺構を

第 2 号溝状遺構が切った状況で検出された．又第2• 5号溝状遺構も相互に切り合っているが

土色．土質に変化がなく．新'"関係については明確でない。

(1) 第 1号溝状遺構

調脊＂北部を南東から北西方向に走るもので、北西部を谷方向へ直角にとるものである．直

線距霧にして15m程を測る。南東部は調査区外へと続いている．

出土遍物（鼻II凪b) 251t. 須恵器杯蓋である．天井部は水平でやや窪み、つまみがつ

くようである。体部は緩やかに内彎しつつ・外下方に降り• 水平よりやや下る受部へと続く。

口籟螂ょ、内傾する反りから直立し、蟷部は尖るものと思われる．調整9ま外面で天井郎から受

部までカキ目調整を施す。内面は天井部で不定方向のナデ調整を施す。色調は外面で暗灰色を

呈し．青灰色の斑点と散りばめたようになっている．内面は淡青灰色を呈す．胎士はほとんど

砂粒を含まない隋良なも，，である．焼成"良好.II!元口径10.,~をillJる。

当遺Illからば、他に士師器甕．須恵器杯身•甕などを出土しているが亀図化できなかった．
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(2) 第 2号溝状遺構

第 1 号溝状遺構の北西部を走る tので、南東端は第13号掘立往建物腑の北 lm程の所で,~滅

し、北直部は畦により削平されている。

出上遺物は土師器・須恵器の甕などを出±しているが、繍片のため國化できなかった．

(3) 第 3号溝状遺構

第1号溝状遺構の北東部に、これと平行して走るもので、南東磁は第4号竪穴遺構に当り．

北西部は谷に向うものである．

出土遺檎（鰍1111111>~31) 28・27は、須恵器杯身である。,.,,、体部が内彎しつつ外上

方へ立ら上見内面受郎でやや内傾し口縁郎となる．受部は水平よりやや上方1このび端部"

丸い• ロ縁端部も丸くおさめている．調整は現存部位で内外函共に横十デ調整を施十。色調"

内外面共に黄白灰色を呈す．胎土は微粒の黒色粒を多く含むものである。焼成1土ややあまい．

復元口径10.,~、受部径12.,~. たちあがり高•-•~を測る。 27は、体部が内彎しつつ外上方

へ立ち上り．内面受部でかるい段をもち内傾して口縁部となる．受部は水平1このび．端鶉は丸

ぃ．口縁端部は尖りぎみにおさめていか調整は現存郎位で内外面共に讚十デ調整を施十．色

調は内外面共に黄灰色を晶す．飴土は微粒の白色粒を含むものである。焼成は不良．復元口径

10. む置、受部径11.lk霙、たらあがり高•-•~を測る。 28は、須恵器壷の破片と思われる。体部

は球形1こなるものと思われな調整は外面でカキ目調整を施し．内面は放射状線のはいる叩き

調整の後ナデ調整を崖している。色調は外面で暗灰色を呈し．内面は灰色を呈す．胎土は小豆

色のものを瑾灰色のものが挟むような色調を呈し.o.,. 程の白色粒を多く含むしのである．
焼成は良好.,..,.,,、土師器甕の破片である。 29は、体部が緩やかに内彎し・ロ縁部で外反

するものである。口縁端部は尖りぎみに丸くおさめられている。調整は風化が著しいため閉瞭

でないが、内面については慣＋デ調整を施七色調は外面で褐色を呈し、内面で暗茶褐色を呈

す．胎土は微粒の白色粒を含むものである。焼成Ii良好。復元口径!5.4~を1J11る,3011. 体部

が内彎し、頚部内面に段をもって外反する口縁部となる。調整1文口縁部及び内面で横ナデ鯛整

を施し、外面体部は斜方向の刷毛目調整を施す．色調は内外面共に赤味をおびた饒灰色を呈す．

胎土は微泣の白色粒を含むものである。焼成は良好。復元口径18.6~を測る.311i、高杯の杯

部から脚柱部にかけての破片である．杯底部内面はナデ調整を施し、脚柱部は箆削り調整を施

す。色調は全函赤撮色を呈す。胎士は微粒の白色粒を含むものである。焼成はややあまい．

(4) 第4号溝状遺構
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践社区凸部を南北に走るもので、南部は第18サ揺立杜達物跡の消 Im.>所で'"滅し.,t祁1、9
畦によ，）削平されてし・る．

当遺情からは、上師器・須恵器の甕破片など''Ill土している．

(5) 第 5号溝状遣構

第2号溝状遺携の北に接し谷方向に走るtので、北端は第5号掘立柱建物跡の西で消滅し、

南嬌は第2号i鼻状遣情と切り合う．

37) その他の小竪穴出土遺物

土顧纏（璽77111135) 351む甕である。体部が内彎して立ち上,,.外反するii縁部となる．

調整は外面でナデ調整を施し、内面で縦方向の厖削,,識整を崖す．色調は外面で・か褐色を呉し•

内面で暗黄灰蝸色を呈す．胎土"砂粒を多く含むものである。焼成1ま良好．

須恵● （璽77園32-34) 32・33". 杯身である．いずれも体部が内彎しつつ、外UJiこ

立ち上り、受部内面にかるい段をもって内傾するたらあがりがとりつく."縁部は績くのばさ

れ端部"尖が現存部位はいずれも憤十デ調整を施す．色調は32で内外面共に淡灰色と呈し、

33で暗黒灰色を呈す．焼成"いずれも良好．

賽生土暑（璽77國蕊） 361む甕の口頸部破片である。体郎1土直立し逆 flJ字状を呈十

n緑部となる．調整は現存部位で内外面共にナデ綱整を施す．色調は内外面共に赤味をおびた

黄灰褐色を呈..-.胎士は1一前後の白色粒を多く含む多孔質のものである。焼成"良好．

38) 包含層出土遺物

包含層1文≫ 疇黒椙灰色の粘質土で、第 1~3• 5 号溝状遺講上を覆う。堆積 1ま 10--15~程の

もので．これを除去した面が｀当調査区北部の遺構検出面である．

土●● （彙 Iヽ血•40) 391ふ壼の口縁部破片である．口緑部は外反し．端部を屈曲さ

せて直立させる。調整l<tliナデ調整．胎士は砂粒を多く含む.'°"・ 牛角把手H士器の把手；；；

敵片である。内面はナデ躙整、外面は箆崩り及びナデ調整．胎土は砂粒を多く含むものである。

須瓢曇（鼻//ill.I、・38) 371む杯身である．体部は緩やかに内彎しつつ、外上方に立ち
上り受部から内傾するたちあがりがとりつく。受部は絹上方へのび端部は丸い。調整,.底部箆

削りで他1ま慣ナデ調整を施す。色調1士内外面共に掲色を呈す。焼成はややあまい.381よ、須恵

質1111の口縁郎鏃片である。体部は直立し．口縁部が内彎する．内面には縦沈緯が多数走る．
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4. まとめ

今回，，調査では、新立山から占留地区に,,いて北に派生する丘駿leiこ、縄文時代から凝史時

代にかけての遺構・遺物が、多く/f{Eすることを紘認することができた．

当遺跡A区の調釦こより、竪穴遺構5基・掘立杜述物跡2棟の仔在を韻認した。これらの遺

構からは、竪大遺構から若干の上帥器及び須恵器を1fl上するだけで．時期を比定ナるに"至ら

なかった。掘立柱縫物跡は．第1号掘立柱達物跡と第1号竪大遺構の間に切り合い悶係を認め．

これを考慮すると竪；、遺捐に後出することが窺える.)(当調；；L'包含層中から縄文時代晩期に

比定される上器が1fl土しており．宗像地域における最初の調，，例となった．

当遺躊B区の講査により、竪穴遺捐"基,;尉幻言捐5基、掘立柱遠物跡19棟．掘立柱構築物

2棟の存在を確認した．この内掘立往遠物蔭については、その規揆｀構造によって, 51111こ大

別される。 1類"・ 逗軸 2 圃 x長軸 1 間の建物で、中心に柱穴をもつ。第 1•9•12>,がこれ

に属する. 2 類"、短軸 2 問 x長軸 1 間の追物で｀中心に住穴をもたない• 第18.. がこれに属

する. 3類は．短輪2間x長軸2間の達物で．中心に柱穴をもっ．こ，，類1±.正方形に近いも

の (3-• 類J と長方形に近い f,の (3-blll) 、こ繍分できる• 第 2• 4• 5• 10・13・17号

が 3-• 類に属し、第 8•14号が 3-b 類に属する. 4類は、短軸 I棋Jx長軸2掛,,,.. 物であ
る..類は、全容を明確にしえないが、長軸3間のもので、第15号がこれに属十る。これらの

掘立柱建物跡"・ 祖互1こ蘊複しているが、柱穴相互の切り合いが検出できたもの"・ 第1~,

•!0~13号の 8 棟と第 2 号颯立注構築物の 1 棟にすぎない。新旧llll係釦〇→新と表記すると 1

号→2号、 3号→4号、 IO号→11号.12号→13号→第2号掘立柱構築物跡のようになり｀分類

でみると 1 類を 3-•類の規模の大きいものが切り、 3-b類の規撲の小さなものと 4類は相

互に切り合いをみせる。これから、 1類より 3類が後出L.3類と 4類は．平行もしくは相前

後して1fl現したものと思われる. 2類.5類について"・1例のみの検出であるため明罐には

できないが、その方位などから. 3類に平行もしくは相前後するものと考えられる．これら掘

立柱建物跡は．規撲、構造などから推して．倉庫としての性格が推定でき．当区が．当地の倉

庫群であったと思われる．

当調査区が営まれた時期em土遺物からみると第9号竪穴遺構及び包含層中から1fl土した弥
生土器の時期を初源とし．一時途絶えて.6世紀後半から 7世紀初頭頃を最盛綱とする倉庫群

が鴬まれ、これが衰退する頃に溝状遺構ゃ第 1から 5号までの竪穴遺構が出現し．濤状遺構の

埋没する 7世紀前半に途絶えるものと思われる。

以上見てきたように当遺跡は 6僅紀後半~7抵紀初頭頃を中心とする倉庫群と思われる．

この時期は各地で群集墳が営まれるようになる時期と重なり、このようにまとまった倉庫群の

運営を考えると、各地域の家父長層の台頭を思わせる。これは．太宰府政庁成立前夜の時期で
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あり、各地域に分散的なまとまりをみる倉庫群が．多くできる Cのと思われる。これらは後に

各地域で集•i•L. 武丸大leけ遺続でみるような総Jil;きの掘立仕建物を成立させるようになる

ものと思われる． （安部）

註1 饂岡県教育委員会『編岡県遺跡等分布地図僑像邸編）』 1釘7年

註9 宗像,,教育委員会『埋鐵文化財茫掘調査輯告書第7集』 9武丸大上げ遺醸JI鎚4年

註9 宗像巾教責委員会『塩蘊文化財発掘調企報已畜第9集』 9武丸高田遺縞)1985年

註4 宗像市教育委良会『埋戴文化財発掘調査報告濤第9集』 『武丸，，ヽ 伏遺鉢)1985年

註5 宗像市教育委艮会『塊巌文化財発掘調査報告概楓loJI!』 9吉留京田遺脇"""年

註● 憤田賢次郎、森田 勉 『太宰府出土の輸入中国胄謳器について』丸州歴史資＂館

研究論集' 1町"'
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5. 縄文時代の調査

A区の試掘時に縄文土器を検出したため、市域では始めての縄文時代の調査となった．鯛査

地は狭い舌状の台地となっており、幅約30mで東西は小さな盆地を形成していを調査区から

さらに北へ20~30mの丘陵が延びで｀釣/I[と接して段丘をつくる。この調査から北側は先年"

耕地整理により削平を受けていた。

調企面積は約200n! と狭く、さらに薄い包含層のみであったために。遺腑そのものの性格等

は明らかにはできなかったが、当地域での縄文時代調査の登蝙となるであろう．

遺構

調査区内の士層は1層に分けられた。第lJIIの表土と．第7層の黄赤掲色粘質の地山士との

間の第5層の下部と第6層の上部が縄文時代の包含層である．包含層の雨側は削平を受けて平

担となっており• 最南では白色の粘士が認められ• 第7/11の下部層になるものであろう．

出士遺物

出士遺物は士器と石器である．士器は深鉢．粗製と精製の浅鉢言石器は石纏と石斧がある．

出土量が少なく、全体像を捉えることは困離である。遺物はAトレンチと Cトレンチの閏が密

度が濃い分布を示している。また.A>レンチの西側では、土器群が重なりあって出土した．

（第78図）。以下、饂々の遺物について延べる．

土器

濠鯵（算791111-9.璽80國11) 1111本部の中途から外反して立ち上が,.口蟷部が最

大径となる．口縁部の上面は部分的に上方へ廷びるところがあり．波状の口縁部をもつもので

あろう。口縁端部の躙辺は横なで調整、口縁部外面は横方向の条痕、内面はなで潟整．口縁郎

と体部との境から上部で約2m輻で条痕の上から横なで調甍が認められる。体郎外函1士擦痕が

あり、内面は横方向の条痕がある。砂粒を多く含む。焼成は普通である．体瑯外画にススを附

着する."縁部外面は暗黄掲色．体部外面は暗茶灰色、内面は黒灰色．口径お．＆識。体部最大

径3.'l.2m,

2は口縁部破片である．外反する口縁繹の口端部はやや尖9気味に上方へ引き出される,l 

同様に波状口縁であろうか。外面は擦痕が認められ、内面はなで調整が崖されている。砂粒と
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多く含み．焼成1士普通• 外面は9音灰黒色．内面は暗茶

褐色である．

3は日駄端部が「コJ字形に仕上げられ．憤なで諷

整をLている。日縁l.の外面は横方向の捺痕がある．

繍かい砂粒を多く含み、焼成"普通・灰黒色器面であ

る．

41文口緑部である。外反して立ち上がり、口端部は

巨」宇状となる。器面は右下がりの条痕、内面は謂

なで調整、細かい砂粒を含み、焼成は普通。破片の上

半は灰昂色、下半は暗茶掲色である。

5は体郎片である。体郎最大径から内側1こ屈曲の後

暴
_,,,, やフ

＂＂ 
●b● 

遵

に外反しながら立ち上がる。立ち上がりの面"潰方向

の条痕、体部は横方向の条痕 器内函はなで調藍．体

部最大径から上郎約Zoo幅9こ朋諫な績なで調整が認め

られる。細かい砂粒を多く含み、焼成は普通．器外iii

は茶黒色～暗赤褐色、内面は黒灰色．

61t口縁下半部の砂片である。やや直線的に外J11Jへ

開く。器外iiiは11J方向の条痕のあとに一部になでが見

られる。下端部に近いところでは横なで調整が明陳に残っていが器内面はなで調整の繍砂粒

を多く含み、焼成"普通。器面は暗赤荼褐色～灰熱色。

7"1本部破片である．体部最大径から上は横なで調整｀下部は捺痕が認められる。内面はな

で鯛整、細砂粒を多く含み、焼成普通．外面は暗黄蝸色、内面は灰黒色．

8は1本部蔽片である．体部最大径での屈曲は小さく、「S」字状に立ち上がる。最大径から上

部は慣方向の擦痕の後に線刻を施している。下半はなで調整、器内面は上半がなで調整．下半

は横方向の条痕であふ砂粒を多く含み、焼成1よ普通。外面は暗黄褐色、内面は灰黒色である。

9は体部破片である。最大径から上部は横なで調整．下半は擦痕が認められる。内面は横方

向の条痕である.111粒の砂を含み、焼成"普通、器面には気泡が多い。外面1文暗茶褐色、内面

は灰黒色である。

11は唯一J11土の底部である。 1とつながる可能性がある．平底で体部内外面Ii慣方向の条痕

底部はなで調整．砂粒と多く含み．焼成1よ普通．内外面とt暗貧褐色．

糧●浅鎗（第尉遍110) 底部を欠いている．体部の立ち上がりは浅く、口縁踏部は上方へ弓I

き出され．外側に面をつくる．器外面は横方向の条痕．内面はエ具によるなで調整．口縁部は

憤なで調整．底部は平底．丸底を明らかにできなかった．砂粒を多く含み．焼成は普通．外面

t
 

SOCM 

-' 
第78図 占留下惣坪遺跡縄文土器

出土状況（し'20)
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筍叩 ，＼留下P原遺跡Al'/11十清物実瀾図D (1/3) 

.. c. 
;;I 

は暗茶柑Hふ内iliiは黒捐Hら。口径32.Sa,.

糟纏囀鉢（璽釦111112・13) 1211底郎を欠いている．体部の立ち上がりは深く• 最大径で

の恩曲は明瞭である。体部の屈曲からさらに外反して立ち上がる口縁部は3=ほどのびる。ロ

嬬部はやや外慟へ引き出されながらも丸くおさまる。器iiiは全体に磨き調整が麓されている．

繹かい砂粒を多く含み、焼成は良好。器外i!iili暗茶褐色、内面は暗灰茶褐色．口径28.4m.

13は口縁部片である．外反する口縁部の蟷部は丸くおさまる．全体に磨き仕上げを麓Lてい
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ふ微粒の砂を含み、焼成良好• 器面は暗黄蝸色～黒色. ~) 

石器

石鐵 (II●l園表2)

採集されている6鏃"'・"点ありその内包含層に伴う資料を主として12点を図示した．これ

らのうち 2点は攪乱を受けている．石朧は．基部の形状畿痢で、挟り込みを有するしのと基部

がほぽ直線的で全体形が三角形を呈するものが認められることから、航者を 1類、径者をn穎

に分類しておく・

1麺 (l~6) 

本類に属するものでは、やや幅広でズングリした形状を呈十る. l• 3• 4と、繍昇で鋭和l

な,.,.. とがあ 9両者は外見上異った観を受けるが、いずれも身部と脚鵠の境で一担クピ

レ以下脚部に向って広がるという製作上の共通点を有している．

n麺 (7~12)

本類においても 1類同様幅広の,.. と．細身の,_,,とに分けられる。繭者は基部がほぼ

直縁的であるのに対し、後者は、基部が若干内彎する．本類の調整"、全体に粗雛であり、 1

類に属するものが、いずれも各縁部から入念な押圧剥曝1こよる調整を施しているのとは対象的

である．

n類の内9~12の編身のものについては．身部中段で"'字状に曲り中臣以下で左右側辺

が平行に基部に向うのは、所謂駒形鏃と称されるものの贄疇でとらえることができるしのであ

る．

スクレイバー

13は、姫島産の黒曜石を素材とした不定形剥片を用い．上位中央から左側辺部に刃漬し加工

状の調整を連続して裏面からのみ施し刃螂を作り出している．

1511、サヌカイトの縦長剥片を素材とし、素材の剥片は、打面と右側面に鵬面をそのまま残

していることから、末調整の原石を母核とした石核から剥取されたものである．刃部調整11,

左側辺部と下部に施されている。下位の躙整は、先端部左鯛辺部に刃ill:L加工状で急角度の刃

部を作り、右鱚辺には浸いノッチを設けており．それぞれの刃部に使用の痕跡が認れる。また

左網辺部の中間部にも使用の痕跡が残ることから複歎の機能を有していたことが醒解できる。

石斧

14は、玄武岩式の石材を用い、全面に研磨が薦されている．刃瑯調整Ii.全体の研磨終了後

に●面の先蝙部と左右偏辺の基部付近／このみ裏面から，，加撃で111整を行っている．加撃による

刃部調整後再度●面中央部の剥11部に研塵を行っている．刃部調整及び刃部＂形状 (b面）な

どは所謂局部磨製石斧に類似するが、 b面上位の鋼面調甍が敲打技法による調整を箪すことな
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第2表石器一覧 （復瞑）

番号 石 材 最大幅日 最大長日 欠損郎 傭 考

1 飯島産黒罐石 15 23.S 右脚 6層 No.L70(16+a) 

2 サヌカイト (ls+l2 ≪) 蹄 “ 6層J:: Na.76 

3 黒曜石 15.5 21.5 1号竪穴

4 黒曜石 15 25.S 左脚 東側包含層(18+≪) 

5 サヌカイト 061+2 •> 32.5 ” 6眉上幽l． ” 051+.4 ) (2321 +•> 両騨 表採

7 ． 18 
(2624 +•> 右脚 5議下ぬ.127(2l+a) 

8 “ 23 26 先嬉 5層下 Na.37図 +a)

， 
“ 15.5 29.5 5層下 181 

10 ” 
16 17 

先端 6層上 No.16407+a) (26+a) 

11 ” 16.5 24 5層下 4グリッド

12 ” 19 13 
先端 5層下 4グリッド（蕊十a)

13 郊 19 5層下応叩

14 石斧 39 59+• 1'>9 

15 サヌカイト 29.5 71.3 3or 4層

16 石鏃・サヌカイト 15 18 先嬬と脚 表採

17 石鏃・サヌカイト 15 22 両廣l 6層下応155

18 罵曜石・石鏃 19 16 先端 2号竪穴面6

19 石鏃

20 石鏃
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と相追点も有している。その他に図には乗せていないが 5点，，石鏃が出士しており図版21と表

にその形賠等を示している．

小 結

縄文土器の出土は少ないが，宗像地域における最初の亮掘躙査であり、今後、同様の躙査"

増加するものと思われる．

調査地は、宗像市東部＂鞍手郡との境に近く，市城を貰流する釣 JIIを前面にした段丘上にあ

り、標高11総JOmである。また、躙査地の北西2血の遠賀郡との境に近い武丸大上げ遺騎は榛

高30mの丘陵緩斜面に位艦し，土器の出士はないが石匙を出している。

標高正の丘陵線は市中央で"、主に弥生時代の遺肪となっている。光羅長尾遺跡、曲香煩

遺跡、久原遺跡等であるが．これらの遺跡からは縄文土器一片の採集もしていない．このため

市域の縄文時ft;胄跡の立地検証は111鑑を極めていた．

市の中央部での縄文時代遺腑"'観高30mよりさらに低位の標高IOmを前後する丘陵地にそ

の存在が考えられよう．

当遺跡は，丘陵平担面は少なく集落を形成するには困難である。本集落とは離れた、拠点的

居住地が妥当なところであろうか．

出土遺物は少ないが．粗製の深鉢，浅鉢、楕製の浅鉢、石鏃，石斧で構成されている。

深鉢"全て体部最大径かふ外反して立ち上がるに縁部を有する．境の屈曲は強弱がある．

口縁端部が波状となるものもある（第乃図 I• 2). 直口の口緑はなく、口縁部に突帯を有す

，，ものもない．調整9エロ縁部の外面は横方向の条痕ないし擦痕、内面的ななで調整を特徴とす

る．第7菊'"士外面右下がりの擦痕をもつ。体部の外面は墳方向の擦痕をもつものが多い．ま

た，この器籠，，，特徴として，体部最下径から上部の幅約,~に横ナデ調整が明諫に認められ，

強く押し当てているために上部では弱い段をつくるものもある。第79図8は唯一の絲類をもっ

土器であるが，何を表現したのかわからない．底部は一点あり、平底である．

粗製の浅鉢9士、底郎を欠いているが、丸底をつくる可記性がある．

精製の浅鉢"、体部に深みがあり、口縁部の外反、立ち上がりは高いのが特徽である。口端

部，，，沈練は内外面としもたない．

これらの器種には突帯文土器を伴っていないが資料が少ないため同時期に考えられる北九州

長行遺跡のような状況にあるのかは今後の調査9こかかる問題である．

数少ない資料から併行関係を求めると， JlllliJJII町松木遭騎3• 4 層•山鹿見塚の精製浅鉢の

"'文当遺騎のものに近いtのである．このタイプの浅鉢は、口縁端部に段をもつものや、沈
線をもつものと共伴しないが、当遺疇では資料はない．口縁嬌部の段や沈線は時期が下がると

ともに消滅する傾向にあり、当遺跡の資料はより新しい段騎にあることが考えられる．
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"""' 縄文時"選跡立地 (l/"5000)

（● 吉留下蜘原叩
アミ IOm末漬の標高

.. 武丸＊上げ遭鵬奮

這 30m咽紐練）

粗製深鉢の体部最大径上部の横ナデ技法はこの時期以前の士器には見られないものであり、

より新しいものか、あるいは．宗橡的な技法であろうか。

宗懺地域の調査では．弥生時代前期の遺跡である大井三倉遺跡、今/IJ遺跡、光岡長尾遺跡な

ど全ての遺跡出土の土器Ii.縄文時代的特長である甕体部の屈曲や段・底部の上げ底などの焚l

目突帯文土器が色濃く残っており、地域色と言えるものである。当遺跡の資料は．その粗形と

なるものである。

今後の調査によって、この間の空臼が埋まっていくであろう。 （原）
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第 4章光岡草場遺跡

I. 調査の経過

本調"'"昭和61年ll月""から62年1月3t日にかけて．煤地造成工事に先立って実施された．

地権者の山田明次郎氏から開溌申請を受け、現地に赴いたところ、占1/tl基を紘認した。そこ

でll月末から発掘調企を実施し、古収周辺，，表土を除去Lたところ．周囲は近現代の墓に取り

囲まれ．はなは'"しく攪乱を受,,ていた．また尾根練に沿って、幅約2mのトレンチを入れた

が、やはり後世の攪乱を受けている状戊であった。そこで、調査対象区を古墳とその周辺の約

函 n1に限定した．

2. 位置と環境（部3•84国）

本遣跡Iよ標高40m前後の尾根上にあり、調査区の標高1よ37.25mから40.50mをillJる。また

尾根の東と酉IIIJIこは沖積地が広がる．

本遺跡からは古墳1基と弥生時代中期の士墳墓が24基、及び小児甕棺墓が2基発見された。

市内で検出された弥生時代の遺跡は言釣川水系により形成された沖積地を背景1こ｀標高30~40

mの丘陵上に立地する．ただし丘陵上に立地する遺跡"・ 貯蔵大群や、士墳墓を中心とした墓

域が"とんどである。本遺疇の東髯の丘陵には光岡長尾遺跡があり、薗期から中期初頭にかけ

ての貯蔵大が50基以上発見された．また貯蘊穴群を取り囲むように正円に近い形の環溝が巡ら

されていた。

そして西調の丘陵には久原遺跡があり.19墓の貯蔵穴。繭期と中期の墓域が各々形成されて

いた．前期では小児用甕棺墓7基と成人用の土填墓9基が発見され｀中期では小児用から成人

用の士壇墓33基が検出された。また前期のll-8号士墳墓から有柄式石剣1本と朝鮮式磨梨石

鏃4本が発見された。さらに中期のN-1号±珊墓には細形銅剣、細形銅矛が副葬されていた。

市内で墓域が検出されたその他の遺跡では冨地原梅木遣跡があげられる。中期後半を主体と

する土墳墓100基以上発見された。士墳墓は隅丸長方形を呈L,2段掘りである．また副葬品

として"鉄鐵、鉄文が1点ずつ出土している．

゜さらに三郎丸古墳群、第4号墳地山面で"±壌6基が発見されており、時鑽についての詳細

な籠告はないが，それらの形状から弥生時代の土壕墓の可箋性を窺わせる。

小児甕棺が検出されたその悩の遺鶏には、吉留京田遺嘗があげられ、後期の甕棺3基が発見

された。また成人甕棺が墓域を形成した調査例は今のところ認められていない．
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3. 遺跡の概要

幅100m前後の細い尾根線上の高まりに位置する本遺躊の闘辺は,Jtlilが3号線バイバスで

分断され．南鋼は土取り工事により大きく削平を受けている．

現況瀾量では 1号墳11PI墳もしくは方墳の可能性を思わせるが．古墳の西側を里道が巻くよ

うに走り、墳裾のラインは不明諫である。また墳頂郎も虞土の流出が予想され｀本来の墳形を

とどめていない．さら1こ周濤の肇認は出来なかったため、墳形を断定することは困難であると

思われる。

また墳頂から南側に向,,て盗掘坑が掘られており．その方自に沿って幅2mのトレンチを設

定した。そしてそのトレンチ内盗掘坑埋土中から鉄JJ一振と鉄鏃12本が発見された。しかしト

レンチ内から古墳主体郎は検出されず．石材の痕欝も木棺墓の痕疇も箪認出来なかった．

そこで盛土断面を裁ち割った後｀盛士を除去し｀地山整形面を検出したが、トレンチ内と同

様に主体部の痕跡は認

められなかった．代わ

りに同整形面上から多

くの土績墓が発見され

た．

また基本土層は古墳

の盛士下．黒褐色土(la

表土）．灰禍色土、赤褐

色士と堆積する．弥生

時代の土壕墓は灰褐色

土層上面で検出可能で

ある。但し土填内埋土

1む黒褐色土、あるいは

黒損色土と灰掲色土と

の混在士であることか

ら、実際の遺構の掘り

込み面は黒鵜色土中に

求められるようである。

＼ 
ヽ

9寧

第組｛● 尤岡草揚遺跡現9兄測艤因 (l/紐）
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4. 弥生時代の遺構と遺物

咋生時代の土蠣墓は全鶉で24基亮見された．また小児甕棺墓の検出は2基のみである。さら

に調査区の北側で、不整形のビットが発見されたが、出土した遺物はなく時期は不明である．

そして調査区中央から円形ヒ・ットがl基検出され．上湯の径 lm、下場の径-・ 深さ"'"量を

副る．

m郎,. 光l●草場遺闊遺構配置同 11/150)

—瞬ー
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1) 土墳墓

±繍駄9む二段掘の±蠣嚢 (2·3• 8• 10• ll·14•15•16• 18•21·22•24号土墳）と長

，，形プランを掘り込んだもの (I• 4• 5• 6• 7• 9•12•13•17•!9•20•23号上壌）に

分けられる。また全ての土墳について、板材、日張り粘士の痕跡は認められなかった．

前者の中には、棺内小口に立石を用いるもの (24号上凛）があるが、板材その他の痕統が認

められないので．ここでは土環墓としてとり上げた。また後者の中には、土壌底面中央に深さ

幻皿のピットを有するもの (l・・12号土墳）が認められる．

次に棺内法の規模から．長軸Imを境にし．それより大形のものと小形のものの2グルーブ

に分けられるが、ここでは lmに満たないものを小児用として取り扱っておf(3·4• 5• 

6• 9·10•11•14·16•18•21•22号土靖I).

±蠣墓の切り合い関係は、 8•13•14号士墳が切り合い．士眉観察等から 13号は14号より新

しく、 13号は8号より新しいまた15号と四号土濃が切り合うが、新l日閲係は纏認出来なかっ

た．

以下土器を供献していた土濃墓について慨述する．

(l) 第 2号土壌墓（第邸図・図版匹）

二段構築の士壌墓である, l号墳西南側の地山整形の墳裾面にまたがって検出された．棺外

墓塙埋士中から弥生時代中期の供献壺1点が発見された（第92図,3).また棺身の最大幅が南

1こ求められることかか頭位は南向きと予測出来る。さらに供献壺の出士地点が墓璃の南酉部

分であることかふ頭位方向の棺外に置かれたものと考えられる．

(2) 第24号土壌墓（第87図 ・00版お）

二段構築の本遺跡最大規模の土壌墓である。調査区の北側、 1号墳地山整形面上で検出され

た．前述したように片側の棺内小口に大形と小形の立石を用いている．立石を用いた例は鞍手． 
郎の汐井掛遺跡A地区第2号土墳墓に見られるが｀両9トロに掘込をもつ点、一段構築である点

など相違が多い。また本土墳墓は,,ヽ ロに掘込みが認められず、板材の痕跡もないので• 土墳墓

としてとらえたが.,トロに立石を用いその内側に木棺を埋置した可能性もあるかもしれない。

さらに棺外墓墳埋士中から弥生時代中期の供献壺 1 点が発見された（第92図 •4)。出±地点

は墓墳の略北東部分である．

他にIt潤脊区専側、 2号甕棺墓に隣接する第11号土壌墓の埋土上面から、丹塗りの中期の壺
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の破片が発見された．

なお各々の土墳""'It瀾値については庸3表を参照されたい。

2) 出土土器（第92図・図版31)

l• 21'1号項地山担形函南西部分．第16号土墳基の北側，，懇褐色土（旧表土）中から、並

んで茫見された• 11主半形の壺で．復元口径'°"・ 器高21.汝..復元底径7.8.. を測る。胴部
最大径はやや下位にあり．器表面外面に丹彩があがまた全面にわたりヘラ研磨している.2 

は半形の壺で、複元い径31<•、胴部最大"""""測る。口緑部は鋤先状を呈し ,JI!部と胴部中

第3表土壕墓一覧表
（嵐位はm)

池 主輪方向 構築法 ほ墓輪頃x規恒模輪） （棺長輪内x厖法輪） 偏 考

1 N-22'-E 1段 t80x40 中央にビット（慄さ加）

2 N-lr-E 2 250Xl心 170X40 供献壷有り

3 N-S~E 2 100X65 おX20

4 N-52LW 1 90l?)x30 

5 N-38't-W 1 65(?Jx 15 

6 N-66"-W 1 55X20 

7 N-70'!...W 1 155X25 

8 N-48"-E 2 235Xl30 16fi X35 ， N-73"-W I 40X25 

IO N-43°-E 2 UO(?)x鉛 85X35 

11 N-宮LE 2 1茨iX95 55X35 壷有り

12 N-TI'!...E l 165X応 中央にビット（深さ加）

13 N-88'-W 1 1S0t?lx35 

14 N-88'-W 2 ll0(?)X65 60X20 

15 N-42'-W 2 ll0X40 

16 N-86'-E 2 l00X65 7QX30 

17 N-16"-E 1 BO[?)xお

18 N-53'!....W 2 四 x., 70X25 

19 N-49"-W 1 l?)X40 

20 N-56"-W 1 }51)X舶

21 N-fiOLW 2 oox邸 50X20 

22 N-町~w 2 145(?)x? 65X20 

お ？ 1 ？ ？ 

" 
N-SOLW 2 29()X200 碑 X70 供献壼・立石有り
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央にM宇凸帯をもっ．器表面は剥指し．調整技法については不明諫である.31文略完形の壺で．

復元口径鴎．なm 胴郎最大径33.な霞．器高,,_,.,,.測る."綸郎は鋤先状を呈し、肩郎と胴繹

にM字凸帯をもら、底郎は内反り気味の平底である. "朽完形の壺で口掻17.b(内径8.6m)

胴部最大径ね....、器高蕊．如·•調る。日縁部は鋤先状を呈し｀底螂..内反9気味の平底で．

頸部には暗文が見られる．時綱はいずれも中期後半に位置づ,,られよう．

ー

＼
 

~ 

•. ·• .. 

J
 

'・" 

如国 光鵠草鳩遺跡屈刀号土環“実瀾図 (1/40)
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2) 甕棺墓（図版32・33)

(1) 第1号甕棺墓

._ 
調査区の東側で検11Jされた接口式の小

児用甕棺墓である．塁燻形態、良摸とも

に不明糠である．主軸方位はN-認'-E

を示す．

S• 6ともに外反した厩い口縁部をも

ち、 5の口縁部下には1条の凸帯がめぐ

らされる．また6の口縁嬬部は跳ね上が

り気味に立ち上がる．

? 

(2) 第2号甕棺墓

~ 

1号甕檀墓の北鑽．

11号土頃墓に隣接して

検出された接口式の小

児用甕棺墓である。墓

墳は不整円形を呈する．

規模は長軸拓""逗軸

850, で、深さば直,~を

誕る。北西鯛壁に奥行

'°"'の横穴を掘り、下

甕のほとんどを挿入し

ている．主軸方位N-

20・-wを示し、埋葬傾
斜角度は+!Cfである．

1• 8ともに外反し

た短い口縁部をもち、

1の口縁部下には 1条

の凸帯がめぐらされて

隻

ー ー

可田図 た闊草沿遺鵡硝'"聾棺3実譴叫 (l/20)
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第＂国 光閾草鳩遺轄第2号甕棺翫実躙図 (1/"1)
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5. 古墳時代の遺物

"'"'盗掘坑埋土中から鉄刀 1振．鉄鏃12本が発見された。 nu 1) 鉄刀（図阪34)

現存長820,、刀身71.80,、茎現存長10.6~. 最大身幅3.2mを測る直｝』で

ある。茎1こ〇釘穴（径3.5一）を2ヶ有L.JJ身および茎には鞘の木質が一

部付着している。また悶1土欠失Lているが、片悶の可艇性を窺わせる。さら

に刀装具の遺存はみられなかった．

2) 鉄鏃［図版34)

1-12はいずれも尖根式に属すものと思われる•関の形態から、片閲のもの

(I~Blと、両関のもの (9-12}に分けられる。片閤の1-sには両丸

造りIllと片丸造り (2~8}のものがみられるが, Iは鏃身の鯖がひどく、

断面形はやや不明瞭である。西関の •-121<片丸造りであると思われる.IO

は実瀾図中両丸の観を呈しているが、これも鏃身の錆がひどく．不明鰊であ

る。但し．他遺跡の出土例から、片丸造りの可能性が高い。

(
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第96図 光岡草場遣鰭第 1号墳出土鉄器実潤図（鉄鏃 1/3.鉄Jll/5)
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6. まとめ

宗像市では弥生時代前期から役闊までの皇が確認されているが、基本的な駐制は土墳嘉であ

る．

土頃墓が群として明嬢な崖域を形成した遺跡"、前述の久原遺跡（大字久原・光岡・王丸）

と畜地原梅木遺跡（大字富地原字梅木1四3~1775所在）及び本遺跡である．久原遺跡Ii弥生時

代繭期と中期の土墳墓があり．尾桟をへだてて墓誠を分けている。中期の土墳墓群 (33基）は

尾根の中央部から鞍郎にかけてまとまって検出されたが．約500n1という比較的狭い葛醤に集

中Lている..r墳崖群の形成は中期前葉から後葉にかけて行われたと推測出来るが．中期中葉
に一つの形成期があったことは離実である．

また... ―馳原梅木遺跡からは中期後半を主体とした土頃墓群が 100基以上発見されたが、細い

尾根線上に遁続的な配置を示している．

本遺跡の土／鼻illllの形成期は、 2号｀“号土1員墓出土の供献壺、及び1号墳地山整形面上出

土の壺の時期か紀中期後半が布潤出来る。また 2品の小児甕棺墓の甕の時期も．中期後半と

考えられる．

このことから、時期的には富地原梅木遺跡と略同時期．位置的には久原遺跡に近接する．そ

こで本遺跡の土壌墓の分布をみると、300n1という狭い範囲にまとまっている。もちろん｀調査

区の周辺は大きく攪乱を受け、遺嘗の位置する尾根自体も南北分断されているので｀この土墳墓

群が尾根線に沿って連続的に配置されていたのか、今となっては不明である．しかし、現況か

ら判断すれば、検出された土墳墓群の位置が尾根線の最も高い所にあること、及び北側にIi,)ヽ

さな埋没谷が形成されていることから、南側に土填墓群の広がりはあったとしても、久原遺鯵

同様かなりまとまりをもった分布を示していたのではないかと思われる。 （清水）
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